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巻巻頭頭言言  
 
 

 
金沢大学長  和田 隆志 

 
 
 
私たちは今，コロナ禍以降のニューノーマルと，国際秩序の変容という「時代の大きな転

換点」に直面しています。同時に，DX（デジタルトランスフォーメーション）の活用によ
って描き出す「未来世界への出発点」に立っています。 
本学は，文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業」の採択をうけ，令和 2年度
から「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」に取り組ん

できました。このプログラムは，かつてない変化に直面する社会に対応するための教育改革

です。深い専門性を基盤としながら，広範な教養と文理融合の知識をもって新たな世界の価

値創造に挑む，領域横断型の STEAM人材の育成を柱としています。 
本プログラムではこれまで，金沢大学＜グローバル＞スタンダード（KUGS）を体現する
リベラルアーツ教育を大幅に拡充してきました。また文理融合の「総合知」により現代の課

題解決を先導する新学域「融合学域」を設置する等，大胆な教育改革も進めてまいりました。

今後は，この融合学域を中心に展開する未来志向型教育をすべての学域に浸透するべく「先

導 STEAM 人材育成プログラム」の拡充に注力します。総合大学が誇る多分野の専門性に，
広範な教養と文理融合の知識を組合せ，次なる時代を描き出す知性，すなわち「未来知」を

もった STEAM人材を，全学体制で育んでいきます。 
また，本学は「知識集約型社会を支える人材育成事業」の幹事校に選定されています。他

の採択校と連携を図り，各大学が集約し磨き上げた多彩な「知」を，全国の高等教育機関に

波及させます。この「時代の大きな転換点」から，持続可能な，希望ある未来社会を創成す

るべく，着実に歩を進めてまいります。 
関係の皆様におかれましては，本学の取り組みに今後ともご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 
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11．．令令和和 44年年度度のの事事業業取取組組概概要要  
11..11  進進捗捗状状況況のの概概要要  
（（11））本本事事業業計計画画のの進進捗捗状状況況やや成成果果  
本事業計画の主要項目は，「「①①融融合合学学域域のの設設置置」」「「②②先先導導SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--

SSTTEEAAMM））のの新新設設」」「「③③学学士士課課程程ののリリベベララルルアアーーツツ科科目目ででああるる共共通通教教育育 GGSS科科目目とと学学域域 GGSS専専
門門科科目目のの拡拡充充」」「「④④全全学学的的なな教教育育改改革革のの司司令令塔塔ととししててのの教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーのの設設置置」」

である。事業初年度に当たる令和 2 年度には，学長が機構長を務めるグローバル人材育成
推進機構の下に，教育担当理事を委員長とする「「融融合合ししたた専専門門知知とと鋭鋭敏敏なな飛飛躍躍知知をを持持つつ社社会会

変変革革先先導導人人材材育育成成ププロロググララムム運運営営委委員員会会」」，事業の企画・実務を担う組織として教学マネジ

メントセンター長を兼務する学長補佐を委員長とする「「同同ププロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会」」をを設設

置置し，学長・理事のリーダーシップによる全学運営体制を整備した。併せて，教教学学のの司司令令塔塔

ととななるる「「教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー」」をを教教育育担担当当理理事事のの下下にに新新設設した。さらに，本事業の各

採択校を束ねる幹事校の役割を担い，情報発信のプラットフォームとなるポータルサイト

を構築・公開した。 
令和 3 年度以降，学修者本位で個別最適化した文理融合教育を全学展開すべく，全全学学域域
学学生生対対象象のの先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））をを中中心心にに，，教教員員・・職職員員・・学学生生
がが協協働働ししたた「「教教職職学学協協働働」」にによよるる事事業業取取組組をを推推進進している。また，各年度の事業取組を内部

評価・外部評価しながら，翌年度の事業改善に活かす好循環サイクルを創出するため，高等

教育の専門家，学校教育関係者，企業関係者による外部評価委員会を組織するほか，本事業

取組に関する助言や支援を行うステークホルダーからなるアドバイザリーボードを拡充し，

学学校校教教育育かからら社社会会へへのの接接続続をを意意識識ししたた知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成ののたためめのの協協働働型型エエ

ココシシスステテムムのの構構築築とと定定着着を目指している。また，幹幹事事校校ととししてて，，本本事事業業のの略略称称（（DDPP 事事業業））
及及びびロロゴゴママーーククをを策策定定しし，，採採択択校校合合同同シシンンポポジジウウムム等等にによよりり社社会会にに向向けけたた成成果果のの発発信信及及びび

利利活活用用を進めている。  
  
（（22））目目標標のの達達成成状状況況  
 本事業計画の主要項目が掲げる目標の達成状況を列挙すると以下のとおりである。 
「①融合学域の設置」では，令和 4 年度開設 2 年目の先導学類において，一一般般選選抜抜志志願願
倍倍率率がが学学内内平平均均をを超超ええるる 33..00倍倍となり，かつ，特別選抜を含む文理を問わない多様な入試に
より，意意欲欲的的なな学学生生 5511名名をを確確保保することができた。アントレプレナーシップやデザイン思
考を軸とした講義・演習を展開し，新分野でのアントレプレナー育成を目指している。同学

域では，令和 4年度に第 2の学類「観光デザイン学類」を設置して 16名の 1期生を受け入
れたほか，令和 5年度には第 3の学類「スマート創成科学類」を新たに設置する。 
「②先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）の新設」では，当当初初計計画画をを前前倒倒しし
しし，，令令和和 33年年度度後後期期かからら導導入入科科目目 33科科目目（（融融合合先先導導知知概概論論 AA・・BB，，融融合合先先導導知知実実践践演演習習））をを
開開講講しし，，令令和和 44 年年度度ににはは開開講講ククララスス数数をを 88 ククララススにに増増加加させ，受講者数が大幅に伸びた。
アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイザザーー教教員員にによよるる履履修修指指導導やや学学生生ススタタッッフフにによよるるピピアア・・ササポポーートトをを

通通ししたたララーーニニンンググ・・ココミミュュニニテティィ形形成成にに向向けけたた体体制制もも整整備備した。KKUU--SSTTEEAAMM紹紹介介パパンンフフレレ
ッットトをを用用いいたた入入学学者者約約 11,,880000 名名向向けけ履履修修ガガイイダダンンススやや全全学学域域学学生生向向けけラランンチチョョンンセセミミナナーー
にによよるる説説明明会会をを連連続続的的にに開開催催した。 
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ⅡⅡ..  金金沢沢大大学学・・知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業

（（KKUU--DDPP））事事業業実実績績概概要要  
 





 
 

11．．令令和和 44年年度度のの事事業業取取組組概概要要  
11..11  進進捗捗状状況況のの概概要要  
（（11））本本事事業業計計画画のの進進捗捗状状況況やや成成果果  
本事業計画の主要項目は，「「①①融融合合学学域域のの設設置置」」「「②②先先導導SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--

SSTTEEAAMM））のの新新設設」」「「③③学学士士課課程程ののリリベベララルルアアーーツツ科科目目ででああるる共共通通教教育育 GGSS科科目目とと学学域域 GGSS専専
門門科科目目のの拡拡充充」」「「④④全全学学的的なな教教育育改改革革のの司司令令塔塔ととししててのの教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーのの設設置置」」

である。事業初年度に当たる令和 2 年度には，学長が機構長を務めるグローバル人材育成
推進機構の下に，教育担当理事を委員長とする「「融融合合ししたた専専門門知知とと鋭鋭敏敏なな飛飛躍躍知知をを持持つつ社社会会

変変革革先先導導人人材材育育成成ププロロググララムム運運営営委委員員会会」」，事業の企画・実務を担う組織として教学マネジ

メントセンター長を兼務する学長補佐を委員長とする「「同同ププロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会」」をを設設

置置し，学長・理事のリーダーシップによる全学運営体制を整備した。併せて，教教学学のの司司令令塔塔

ととななるる「「教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー」」をを教教育育担担当当理理事事のの下下にに新新設設した。さらに，本事業の各

採択校を束ねる幹事校の役割を担い，情報発信のプラットフォームとなるポータルサイト

を構築・公開した。 
令和 3 年度以降，学修者本位で個別最適化した文理融合教育を全学展開すべく，全全学学域域

学学生生対対象象のの先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））をを中中心心にに，，教教員員・・職職員員・・学学生生
がが協協働働ししたた「「教教職職学学協協働働」」にによよるる事事業業取取組組をを推推進進している。また，各年度の事業取組を内部

評価・外部評価しながら，翌年度の事業改善に活かす好循環サイクルを創出するため，高等

教育の専門家，学校教育関係者，企業関係者による外部評価委員会を組織するほか，本事業

取組に関する助言や支援を行うステークホルダーからなるアドバイザリーボードを拡充し，

学学校校教教育育かからら社社会会へへのの接接続続をを意意識識ししたた知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成ののたためめのの協協働働型型エエ

ココシシスステテムムのの構構築築とと定定着着を目指している。また，幹幹事事校校ととししてて，，本本事事業業のの略略称称（（DDPP 事事業業））
及及びびロロゴゴママーーククをを策策定定しし，，採採択択校校合合同同シシンンポポジジウウムム等等にによよりり社社会会にに向向けけたた成成果果のの発発信信及及びび

利利活活用用を進めている。  
  
（（22））目目標標のの達達成成状状況況  
 本事業計画の主要項目が掲げる目標の達成状況を列挙すると以下のとおりである。 
「①融合学域の設置」では，令和 4 年度開設 2 年目の先導学類において，一一般般選選抜抜志志願願

倍倍率率がが学学内内平平均均をを超超ええるる 33..00倍倍となり，かつ，特別選抜を含む文理を問わない多様な入試に
より，意意欲欲的的なな学学生生 5511名名をを確確保保することができた。アントレプレナーシップやデザイン思
考を軸とした講義・演習を展開し，新分野でのアントレプレナー育成を目指している。同学

域では，令和 4年度に第 2の学類「観光デザイン学類」を設置して 16名の 1期生を受け入
れたほか，令和 5年度には第 3の学類「スマート創成科学類」を新たに設置する。 
「②先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）の新設」では，当当初初計計画画をを前前倒倒しし
しし，，令令和和 33年年度度後後期期かからら導導入入科科目目 33科科目目（（融融合合先先導導知知概概論論 AA・・BB，，融融合合先先導導知知実実践践演演習習））をを
開開講講しし，，令令和和 44 年年度度ににはは開開講講ククララスス数数をを 88 ククララススにに増増加加させ，受講者数が大幅に伸びた。
アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイザザーー教教員員にによよるる履履修修指指導導やや学学生生ススタタッッフフにによよるるピピアア・・ササポポーートトをを

通通ししたたララーーニニンンググ・・ココミミュュニニテティィ形形成成にに向向けけたた体体制制もも整整備備した。KKUU--SSTTEEAAMM紹紹介介パパンンフフレレ
ッットトをを用用いいたた入入学学者者約約 11,,880000 名名向向けけ履履修修ガガイイダダンンススやや全全学学域域学学生生向向けけラランンチチョョンンセセミミナナーー
にによよるる説説明明会会をを連連続続的的にに開開催催した。 
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「③学士課程のリベラルアーツ科目である共通教育 GS科目と学域 GS専門科目の拡充」
では，令和 2 年度に共通教育 GS 科目 6 群の新設及び学域 GS 専門科目の拡充のための学
内審議を進め，令和 3年度より，AAII・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育，，デデザザイインン思思考考とといいっったた 2211世世
紀紀型型ススキキルルをを修修得得すするる新新ししいいリリベベララルルアアーーツツ教教育育をを全全学学展展開開した。令令和和 44年年度度ににはは，，55,,440055
名名（（延延べべ））のの学学生生がが共共通通教教育育 GGSS科科目目 66群群をを受受講講した。 
「④全学的な教育改革の司令塔としての教学マネジメントセンターの設置」では，令和 2
年度に同センターの設置及び専任教員の採用等を行い，令令和和 33 年年度度以以降降，，全全学学的的なな教教学学ママ
ネネジジメメンントトをを統統括括すするる立立場場かからら FFDD・・SSDD及及びび教教学学 IIRRのの抜抜本本的的なな刷刷新新を進めている。令令和和 44
年年度度ににはは，，FFDD研研修修会会をを計計 2233回回開開催催しし，，11,,222299名名のの参参加加者者を集めた。 

 
（（33））今今後後のの展展開開等等  
 令和 4年 6月に，内閣府 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）による『Society 
5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ』が策定され，学校教育から  

大学教育を通した，文理融合・分野横断による STEAM 教育が一層重要性を増している。

本本学学がが目目指指すす「「金金沢沢大大学学発発・・SSTTEEAAMM教教育育モモデデルル」」がが果果たたすす使使命命はは大大ききくく，，そそのの成成果果をを分分かか
りりややすすくく社社会会にに発発信信していきたい。併せて，幹事校として，既に環境整備した採択 9機関に
よる定期的な連絡会を通して，各年度の成果発信だけでなく，本本事事業業共共通通のの成成果果をを全全国国のの大大

学学等等がが利利活活用用ででききるるププララッットトフフォォーームムをを構構築築しし，，補補助助期期間間終終了了後後のの各各取取組組のの持持続続性性をを確確保保

していきたい。  
  
  
11..22  事事業業計計画画のの実実施施体体制制  
（（11））学学内内のの実実施施体体制制  
本事業は，学長を機構長とする「グローバル人材育成推進機構」の下で展開する。「グロ

ーバル人材育成推進機構」は，本学の憲章に掲げるグローバル人材の育成を学士課程から博

士課程まで，全学を挙げて実現するため，その方針を策定し，学域間，研究科間の横断的な

教育プログラムを企画・運営する組織である。本事業の実施にあたり，令令和和22年年度度にに「「融融合合
ししたた専専門門知知とと鋭鋭敏敏なな飛飛躍躍知知をを持持つつ社社会会変変革革先先導導人人材材育育成成ププロロググララムム運運営営委委員員会会」」（（ププロロググ

ララムム運運営営委委員員会会））をを設設置置すするる諸諸規規程程のの整整備備を行った。教育担当理事を委員長とし，学域長，

国際基幹教育院長等が参画することで，全学的な見地に立った事業運営を行う体制とした。

運営委員会の下には，本本事事業業のの企企画画((PPllaann,,  AAccttiioonn))のの実実務務をを担担うう「「ププロロググララムム企企画画実実行行委委員員
会会」」，，評評価価（（CChheecckk））をを担担うう「「外外部部評評価価委委員員会会」」及及びび本本事事業業取取組組にに関関すするる助助言言やや支支援援をを行行うう
スステテーーククホホルルダダーーかかららななるる「「アアドドババイイザザリリーーボボーードド」」を置いた。 
 事業の実施(Do)は，全学の教務委員会・FD委員会の所轄下で，本事業で設置した「教学
マネジメントセンター」が中心となり，教育DXを掌る学術メディア創成センターと協働し
ながら，各学域等部局と連携する体制とし，客観的な視点によるPDCA サイクルの確立と
プログラムの質保証を図った。プログラム企画実行委員会は，教学マネジメントセンター長

を務める学長補佐（教育改革・学修支援担当）を委員長として，各学域の教務・FD委員な
どから構成する。本本学学のの教教学学ママネネジジメメンントトをを一一元元管管理理すするる「「教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー」」に

関しては，本事業の要として位置づけるものであり，戦略的な人員配置の見直しを学内で行

 
 

い，国際基幹教育院高等教育開発・支援部門における経験を有する教員を教学マネジメント

センターに配置するとともに，他大学での教学マネジメントに関し経験豊富な教員を新た

に配置したほか，アカデミック・アドバイジング担当の特任教員を採用した。また，共通教

育GS科目6群の新設科目を担当する教員の配置も優先的に実施している。更に，幹事校業務
遂行のため，非常勤事務職員1名を雇用し，大学間調整・情報発信を進めた。  
 令和 4年度において，プログラム運営委員会を 2回，プログラム企画実行委員会を 5回，
教学マネジメントセンター運営会議を 11回開催したほか，KU-STEAM学生スタッフ 22名
を得て，教職学協働による事業推進に取り組んでいる。また，本事業に関する外部評価委員

及びアドバイザリーボードメンバーを委嘱し，事業 2 年目以降の取組内容の外部評価及び
指導助言を受けながら，改善充実を図る PDCA サイクルを構築している。事業取組の進捗
管理と好循環サイクルを創出しながら，本事業取組全体及び教育プログラムの質保証を進

めている。外部評価委員は，高等教育関係有識者 3名，学校教育関係者 1名，企業関係者 1
名の 5 名で構成している。アドバイザリーボードは，プログラム・授業科目開発パートナ
ー・サポーター，本学卒業者などの多様なステークホルダーからなる本事業の応援団という

位置付けで，現在 55の個人または組織が参画しており，今後さらに拡充予定である。 

図表Ⅱ-1 「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」 
実施体制 

  
（（22））FFDD・・SSDD実実施施体体制制  
本学では，教育担当理事が所掌する本学の基幹会議である教育企画会議の下に，学学長長補補佐佐，，

各各学学域域，，各各研研究究科科をを担担当当すするる教教員員，，国国際際基基幹幹教教育育院院教教員員，，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー教教員員かか

らら成成るる「「全全学学 FFDD 委委員員会会」」をを組組織織し，「金沢大学における FD 活動指針」のもと，FD だけ
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「③学士課程のリベラルアーツ科目である共通教育 GS科目と学域 GS専門科目の拡充」
では，令和 2 年度に共通教育 GS 科目 6 群の新設及び学域 GS 専門科目の拡充のための学
内審議を進め，令和 3年度より，AAII・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育，，デデザザイインン思思考考とといいっったた 2211世世
紀紀型型ススキキルルをを修修得得すするる新新ししいいリリベベララルルアアーーツツ教教育育をを全全学学展展開開した。令令和和 44年年度度ににはは，，55,,440055
名名（（延延べべ））のの学学生生がが共共通通教教育育 GGSS科科目目 66群群をを受受講講した。 
「④全学的な教育改革の司令塔としての教学マネジメントセンターの設置」では，令和 2
年度に同センターの設置及び専任教員の採用等を行い，令令和和 33 年年度度以以降降，，全全学学的的なな教教学学ママ
ネネジジメメンントトをを統統括括すするる立立場場かからら FFDD・・SSDD及及びび教教学学 IIRRのの抜抜本本的的なな刷刷新新を進めている。令令和和 44
年年度度ににはは，，FFDD研研修修会会をを計計 2233回回開開催催しし，，11,,222299名名のの参参加加者者を集めた。 

 
（（33））今今後後のの展展開開等等  
 令和 4年 6月に，内閣府 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）による『Society 
5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ』が策定され，学校教育から  

大学教育を通した，文理融合・分野横断による STEAM 教育が一層重要性を増している。

本本学学がが目目指指すす「「金金沢沢大大学学発発・・SSTTEEAAMM教教育育モモデデルル」」がが果果たたすす使使命命はは大大ききくく，，そそのの成成果果をを分分かか
りりややすすくく社社会会にに発発信信していきたい。併せて，幹事校として，既に環境整備した採択 9機関に
よる定期的な連絡会を通して，各年度の成果発信だけでなく，本本事事業業共共通通のの成成果果をを全全国国のの大大

学学等等がが利利活活用用ででききるるププララッットトフフォォーームムをを構構築築しし，，補補助助期期間間終終了了後後のの各各取取組組のの持持続続性性をを確確保保

していきたい。  
  
  
11..22  事事業業計計画画のの実実施施体体制制  
（（11））学学内内のの実実施施体体制制  
本事業は，学長を機構長とする「グローバル人材育成推進機構」の下で展開する。「グロ

ーバル人材育成推進機構」は，本学の憲章に掲げるグローバル人材の育成を学士課程から博

士課程まで，全学を挙げて実現するため，その方針を策定し，学域間，研究科間の横断的な

教育プログラムを企画・運営する組織である。本事業の実施にあたり，令令和和22年年度度にに「「融融合合
ししたた専専門門知知とと鋭鋭敏敏なな飛飛躍躍知知をを持持つつ社社会会変変革革先先導導人人材材育育成成ププロロググララムム運運営営委委員員会会」」（（ププロロググ

ララムム運運営営委委員員会会））をを設設置置すするる諸諸規規程程のの整整備備を行った。教育担当理事を委員長とし，学域長，

国際基幹教育院長等が参画することで，全学的な見地に立った事業運営を行う体制とした。

運営委員会の下には，本本事事業業のの企企画画((PPllaann,,  AAccttiioonn))のの実実務務をを担担うう「「ププロロググララムム企企画画実実行行委委員員
会会」」，，評評価価（（CChheecckk））をを担担うう「「外外部部評評価価委委員員会会」」及及びび本本事事業業取取組組にに関関すするる助助言言やや支支援援をを行行うう
スステテーーククホホルルダダーーかかららななるる「「アアドドババイイザザリリーーボボーードド」」を置いた。 
 事業の実施(Do)は，全学の教務委員会・FD委員会の所轄下で，本事業で設置した「教学
マネジメントセンター」が中心となり，教育DXを掌る学術メディア創成センターと協働し
ながら，各学域等部局と連携する体制とし，客観的な視点によるPDCA サイクルの確立と
プログラムの質保証を図った。プログラム企画実行委員会は，教学マネジメントセンター長

を務める学長補佐（教育改革・学修支援担当）を委員長として，各学域の教務・FD委員な
どから構成する。本本学学のの教教学学ママネネジジメメンントトをを一一元元管管理理すするる「「教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー」」に

関しては，本事業の要として位置づけるものであり，戦略的な人員配置の見直しを学内で行

 
 

い，国際基幹教育院高等教育開発・支援部門における経験を有する教員を教学マネジメント

センターに配置するとともに，他大学での教学マネジメントに関し経験豊富な教員を新た

に配置したほか，アカデミック・アドバイジング担当の特任教員を採用した。また，共通教

育GS科目6群の新設科目を担当する教員の配置も優先的に実施している。更に，幹事校業務
遂行のため，非常勤事務職員1名を雇用し，大学間調整・情報発信を進めた。  
 令和 4年度において，プログラム運営委員会を 2回，プログラム企画実行委員会を 5回，
教学マネジメントセンター運営会議を 11回開催したほか，KU-STEAM学生スタッフ 22名
を得て，教職学協働による事業推進に取り組んでいる。また，本事業に関する外部評価委員

及びアドバイザリーボードメンバーを委嘱し，事業 2 年目以降の取組内容の外部評価及び
指導助言を受けながら，改善充実を図る PDCA サイクルを構築している。事業取組の進捗
管理と好循環サイクルを創出しながら，本事業取組全体及び教育プログラムの質保証を進

めている。外部評価委員は，高等教育関係有識者 3名，学校教育関係者 1名，企業関係者 1
名の 5 名で構成している。アドバイザリーボードは，プログラム・授業科目開発パートナ
ー・サポーター，本学卒業者などの多様なステークホルダーからなる本事業の応援団という

位置付けで，現在 55の個人または組織が参画しており，今後さらに拡充予定である。 

図表Ⅱ-1 「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」 
実施体制 

  
（（22））FFDD・・SSDD実実施施体体制制  
本学では，教育担当理事が所掌する本学の基幹会議である教育企画会議の下に，学学長長補補佐佐，，

各各学学域域，，各各研研究究科科をを担担当当すするる教教員員，，国国際際基基幹幹教教育育院院教教員員，，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー教教員員かか

らら成成るる「「全全学学 FFDD 委委員員会会」」をを組組織織し，「金沢大学における FD 活動指針」のもと，FD だけ
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ではなく，SDも含めた基本的事項を定め，全教職員に共通認識を図っている。毎年度の具
体的な企画立案については，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーがが主主導導ししななががらら，，FFDD・・SSDD，，教教学学 IIRR
のの改改善善充充実実をを図図りりつつつつ，，全全学学的的なな FFDD・・SSDD活活動動ととととももにに，，各各部部局局ににおおいいてて独独自自にに実実施施すするる
FFDD（（部部局局 FFDD））のの支支援援に取り組んでいる。特に，令和 3 年度以降，教育成果と学修成果の
把握と可視化を強化するため，学生授業評価アンケート，卒業・修了者アンケートの見直し

及び卒業・修了後アンケートの新規実施などを通して教学 IR環境基盤を整備し，大大学学全全体体・・
学学位位ププロロググララムム・・授授業業科科目目レレベベルルのの教教学学ママネネジジメメンントト強強化化をを目目的的ととししたた FFDD・・SSDDをを展展開開し
ている。さらに，文理融合教育を通して個別最適化した学修支援をきめ細かく行う観点から，

附附属属図図書書館館，，高高大大接接続続ココアア・・セセンンタターー，，キキャャリリアア支支援援室室ななどどのの関関連連部部署署とと連連携携ししななががらら，，アア

カカデデミミッックク・・アアドドババイイジジンンググややピピアア・・ササポポーートト等等ををテテーーママととししたた FFDD・・SSDD活活動動のの充充実実を進
めている。 
  
（（33））学学内内へへのの周周知知徹徹底底  
  令和 2年度に構築した金沢大学・知識集約型社会を支える人材育成事業（KU-DP）専用
Webサイトに加え，令令和和 33年年度度かかららのの事事業業取取組組のの本本格格実実施施にに伴伴いい，，学学内内向向けけ広広報報をを強強化化し，
目的に応じた広報資料の計画的刊行を進め，本学公式 Web サイトや SNS を活用した周知
徹底を図っている。新たに開発した広報資料は，各種取組のダイジェストを広報する『教学

マネジメントセンターニュースレター』，令和 3年度に先行実施した先導 STEAM人材育成
プログラムの教材コンテンツを集めた『先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）
実践報告書 2021（教材コンテンツ集）』，学生向け『先導 STEAM人材育成プログラム（KU-
STEAM）紹介パンフレット』，各年度の事業報
告書を兼ねた『KU-DPアニュアルレポート』
であり，令和 5年度以降も定期的に刊行する。
また，KU-STEAM 学生スタッフが中心とな

り，事業取組紹介等の動画作成・配信も進めて

いる。さらに，先先導導 SSTTEEAAＭＭ人人材材育育成成ププロロググララ
ムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））ののロロゴゴママーーククににつついいてて，，KKUU--
SSTTEEAAMM 学学生生ススタタッッフフのの意意見見等等をを取取りり入入れれなな

ががらら，，右右図図ののととおおりり作作成成・・公公表表し，学生・教職

員の認知度向上に努めている。 
多様な広報媒体を利活用しながら，全全学学域域

のの入入学学者者をを対対象象ととししたたガガイイダダンンスス及及びび初初年年次次

科科目目『『大大学学・・社社会会生生活活論論』』ににおおけけるる先先導導

SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））
のの紹紹介介に加えて，本本事事業業取取組組紹紹介介及及びび KKUU--SSTTEEAAMM 受受講講者者獲獲得得をを目目的的ととししたたラランンチチョョンンセセ

ミミナナーー（昼休み時間のミニセミナー）を創設し，連続的に企画開催している。ランチョンセ

ミナーでは，教学マネジメントセンター教員，KU-STEAM学生スタッフ，関係する学内部
署の教職員が登壇することで，学生・教職員が気軽に集い，ネットワーキングできる場づく

りを行っている。同セミナーでは毎回，参加者アンケートを行って参加者の満足度やニーズ

を把握し，学内広報や各種企画の改善充実に役立てている。  

図表Ⅱ-2 先導 STEAM人材育成プロ 
グラム（KU-STEAM）ロゴマーク 

 
 

（（44））評評価価体体制制のの整整備備  
本事業では，年度ごとの事業取組の自己評価を適切に実施できる体制を整備している。内内

部部評評価価ととししてて，，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーがが毎毎年年度度作作成成すするる自自己己点点検検・・評評価価報報告告書書『『KKUU--DDPP
アアニニュュアアルルレレポポーートト』』にに基基づづきき，，ププロロググララムム運運営営委委員員会会及及びびププロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会がが

点点検検・・評評価価を行っている。 
また，外外部部評評価価ととししてて，，事事業業内内容容にに精精通通ししたた高高等等教教育育専専門門家家 33 名名（（カカリリキキュュララムム・・ママネネ
ジジメメンントトやや FFDDのの専専門門家家 11名名，，理理工工系系教教育育やや教教育育 DDXXのの専専門門家家 11名名，，教教学学 IIRRややアアセセススメメンン
トトのの専専門門家家 11 名名）），，高高等等学学校校関関係係者者 11 名名，，企企業業関関係係者者 11 名名のの計計 55 名名をを外外部部評評価価委委員員にに委委嘱嘱
し，令令和和 33 年年度度かからら毎毎年年度度末末にに外外部部評評価価委委員員会会をを開開催催している。外部評価委員会について
は，事事前前にに提提示示ししたた評評価価のの観観点点にに基基づづきき「「KKUU--DDPPアアニニュュアアルルレレポポーートト（（自自己己点点検検・・評評価価報報
告告書書））にに記記さされれたた当当該該年年度度のの事事業業取取組組」」にに関関すするる事事前前ココメメンントトのの準準備備をを依依頼頼しし，，外外部部評評価価委委

員員会会当当日日にに講講評評をを受受けけるる形形式式で行っている。なお，当該外部評価では，事業進捗状況だけで

なく，補助金の執行状況も評価することとしている。当該講評は関係者に公表され，翌年度

の事業計画に反映する仕組みを確立している。 
 さらに，本事業プログラムオフィサー（PO）による指導助言を改善充実に活かしている
ほか，ステークホルダーや学生の意見を取り入れる仕組を導入し，事業実施のPDCAサイク
ルが実質化するように努めている。具体的には，アドバイザリーボードメンバーによる各種

助言のほか，毎年度末に開催する事業成果発信シンポジウムを活用し，教育改革や授業改善

に関する意見聴取や新規提案を受ける場としている。これらの機会を通して，専門家による

外部評価とは違う観点からの評価を得られるとともに，事業取組の客観性を担保すること

ができ，適切な自己評価に資している。  
本事業では，検証可能かつ明確な目標を指標設定して，各種取組を推進している。毎毎年年度度

作作成成すするる自自己己点点検検・・評評価価報報告告書書『『KKUU--DDPPアアニニュュアアルルレレポポーートト』』でではは，，当当該該指指標標にに基基づづくく定定
量量的的ままたたはは定定性性的的ななエエビビデデンンススをを明明示示ししななががらら，，当当該該取取組組をを分分析析・・検検証証している。また，ププ

ロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会及及びび教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーでではは，，学学生生授授業業評評価価アアンンケケーートトやや

ルルーーブブリリッッククをを活活用用ししたた学学修修成成果果のの可可視視化化をを中中心心にに，，各各年年度度のの経経年年変変化化やや多多角角的的なな分分析析を

通して，改善・充実に取り組んでいる。さらには，他の DP事業採択校の取組，関連する国
内外の文理融合教育等に関する情報収集に努め，本学の DP 事業の進捗状況や独自性につ
いて比較検証しながら，さ

らなる事業推進を図ってい

る。 
 特に，令和 3年度からは，
内部評価と外部評価を連携

させながら，評価体制を強

化・充実した。外外部部評評価価でで受受

けけたた講講評評ややココメメンントトをを重重視視

しし，，翌翌年年度度のの事事業業計計画画にに最最

大大限限活活用用すするる PPDDCCAAササイイクク
ルルをを構構築築（右図参照）してい

る。         図表Ⅱ-3 事業取組の好循環サイクル（質保証）の概要 
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ではなく，SDも含めた基本的事項を定め，全教職員に共通認識を図っている。毎年度の具
体的な企画立案については，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーがが主主導導ししななががらら，，FFDD・・SSDD，，教教学学 IIRR
のの改改善善充充実実をを図図りりつつつつ，，全全学学的的なな FFDD・・SSDD活活動動ととととももにに，，各各部部局局ににおおいいてて独独自自にに実実施施すするる
FFDD（（部部局局 FFDD））のの支支援援に取り組んでいる。特に，令和 3 年度以降，教育成果と学修成果の
把握と可視化を強化するため，学生授業評価アンケート，卒業・修了者アンケートの見直し

及び卒業・修了後アンケートの新規実施などを通して教学 IR環境基盤を整備し，大大学学全全体体・・
学学位位ププロロググララムム・・授授業業科科目目レレベベルルのの教教学学ママネネジジメメンントト強強化化をを目目的的ととししたた FFDD・・SSDDをを展展開開し
ている。さらに，文理融合教育を通して個別最適化した学修支援をきめ細かく行う観点から，

附附属属図図書書館館，，高高大大接接続続ココアア・・セセンンタターー，，キキャャリリアア支支援援室室ななどどのの関関連連部部署署とと連連携携ししななががらら，，アア

カカデデミミッックク・・アアドドババイイジジンンググややピピアア・・ササポポーートト等等ををテテーーママととししたた FFDD・・SSDD活活動動のの充充実実を進
めている。 
  
（（33））学学内内へへのの周周知知徹徹底底  
  令和 2年度に構築した金沢大学・知識集約型社会を支える人材育成事業（KU-DP）専用
Webサイトに加え，令令和和 33年年度度かかららのの事事業業取取組組のの本本格格実実施施にに伴伴いい，，学学内内向向けけ広広報報をを強強化化し，
目的に応じた広報資料の計画的刊行を進め，本学公式 Web サイトや SNS を活用した周知
徹底を図っている。新たに開発した広報資料は，各種取組のダイジェストを広報する『教学

マネジメントセンターニュースレター』，令和 3年度に先行実施した先導 STEAM人材育成
プログラムの教材コンテンツを集めた『先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）
実践報告書 2021（教材コンテンツ集）』，学生向け『先導 STEAM人材育成プログラム（KU-
STEAM）紹介パンフレット』，各年度の事業報
告書を兼ねた『KU-DPアニュアルレポート』
であり，令和 5年度以降も定期的に刊行する。
また，KU-STEAM 学生スタッフが中心とな

り，事業取組紹介等の動画作成・配信も進めて

いる。さらに，先先導導 SSTTEEAAＭＭ人人材材育育成成ププロロググララ
ムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））ののロロゴゴママーーククににつついいてて，，KKUU--
SSTTEEAAMM 学学生生ススタタッッフフのの意意見見等等をを取取りり入入れれなな

ががらら，，右右図図ののととおおりり作作成成・・公公表表し，学生・教職

員の認知度向上に努めている。 
多様な広報媒体を利活用しながら，全全学学域域

のの入入学学者者をを対対象象ととししたたガガイイダダンンスス及及びび初初年年次次

科科目目『『大大学学・・社社会会生生活活論論』』ににおおけけるる先先導導

SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））
のの紹紹介介に加えて，本本事事業業取取組組紹紹介介及及びび KKUU--SSTTEEAAMM 受受講講者者獲獲得得をを目目的的ととししたたラランンチチョョンンセセ

ミミナナーー（昼休み時間のミニセミナー）を創設し，連続的に企画開催している。ランチョンセ

ミナーでは，教学マネジメントセンター教員，KU-STEAM学生スタッフ，関係する学内部
署の教職員が登壇することで，学生・教職員が気軽に集い，ネットワーキングできる場づく

りを行っている。同セミナーでは毎回，参加者アンケートを行って参加者の満足度やニーズ

を把握し，学内広報や各種企画の改善充実に役立てている。  

図表Ⅱ-2 先導 STEAM人材育成プロ 
グラム（KU-STEAM）ロゴマーク 

 
 

（（44））評評価価体体制制のの整整備備  
本事業では，年度ごとの事業取組の自己評価を適切に実施できる体制を整備している。内内

部部評評価価ととししてて，，教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーがが毎毎年年度度作作成成すするる自自己己点点検検・・評評価価報報告告書書『『KKUU--DDPP
アアニニュュアアルルレレポポーートト』』にに基基づづきき，，ププロロググララムム運運営営委委員員会会及及びびププロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会がが

点点検検・・評評価価を行っている。 
また，外外部部評評価価ととししてて，，事事業業内内容容にに精精通通ししたた高高等等教教育育専専門門家家 33 名名（（カカリリキキュュララムム・・ママネネ
ジジメメンントトやや FFDDのの専専門門家家 11名名，，理理工工系系教教育育やや教教育育 DDXXのの専専門門家家 11名名，，教教学学 IIRRややアアセセススメメンン
トトのの専専門門家家 11 名名）），，高高等等学学校校関関係係者者 11 名名，，企企業業関関係係者者 11 名名のの計計 55 名名をを外外部部評評価価委委員員にに委委嘱嘱
し，令令和和 33 年年度度かからら毎毎年年度度末末にに外外部部評評価価委委員員会会をを開開催催している。外部評価委員会について
は，事事前前にに提提示示ししたた評評価価のの観観点点にに基基づづきき「「KKUU--DDPPアアニニュュアアルルレレポポーートト（（自自己己点点検検・・評評価価報報
告告書書））にに記記さされれたた当当該該年年度度のの事事業業取取組組」」にに関関すするる事事前前ココメメンントトのの準準備備をを依依頼頼しし，，外外部部評評価価委委

員員会会当当日日にに講講評評をを受受けけるる形形式式で行っている。なお，当該外部評価では，事業進捗状況だけで

なく，補助金の執行状況も評価することとしている。当該講評は関係者に公表され，翌年度

の事業計画に反映する仕組みを確立している。 
 さらに，本事業プログラムオフィサー（PO）による指導助言を改善充実に活かしている
ほか，ステークホルダーや学生の意見を取り入れる仕組を導入し，事業実施のPDCAサイク
ルが実質化するように努めている。具体的には，アドバイザリーボードメンバーによる各種

助言のほか，毎年度末に開催する事業成果発信シンポジウムを活用し，教育改革や授業改善

に関する意見聴取や新規提案を受ける場としている。これらの機会を通して，専門家による

外部評価とは違う観点からの評価を得られるとともに，事業取組の客観性を担保すること

ができ，適切な自己評価に資している。  
本事業では，検証可能かつ明確な目標を指標設定して，各種取組を推進している。毎毎年年度度

作作成成すするる自自己己点点検検・・評評価価報報告告書書『『KKUU--DDPPアアニニュュアアルルレレポポーートト』』でではは，，当当該該指指標標にに基基づづくく定定
量量的的ままたたはは定定性性的的ななエエビビデデンンススをを明明示示ししななががらら，，当当該該取取組組をを分分析析・・検検証証している。また，ププ

ロロググララムム企企画画実実行行委委員員会会及及びび教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーでではは，，学学生生授授業業評評価価アアンンケケーートトやや

ルルーーブブリリッッククをを活活用用ししたた学学修修成成果果のの可可視視化化をを中中心心にに，，各各年年度度のの経経年年変変化化やや多多角角的的なな分分析析を

通して，改善・充実に取り組んでいる。さらには，他の DP事業採択校の取組，関連する国
内外の文理融合教育等に関する情報収集に努め，本学の DP 事業の進捗状況や独自性につ
いて比較検証しながら，さ

らなる事業推進を図ってい

る。 
 特に，令和 3年度からは，
内部評価と外部評価を連携

させながら，評価体制を強

化・充実した。外外部部評評価価でで受受

けけたた講講評評ややココメメンントトをを重重視視

しし，，翌翌年年度度のの事事業業計計画画にに最最

大大限限活活用用すするる PPDDCCAAササイイクク
ルルをを構構築築（右図参照）してい

る。         図表Ⅱ-3 事業取組の好循環サイクル（質保証）の概要 
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具体的には，外部評価を受けた翌年度最初のプログラム運営委員会及びプログラム企画

実行委員会において，外部評価委員からの講評やコメントに関する対応策を作成し，具体的

な活動計画を立案するようにした。このことにより，事業取組の改善・充実に積極的に取り

組むことができるようになり，次回の外部評価委員会における事業報告項目が明確化され

ることとなった。外部評価を活かした PDCA サイクルを軸とすることで，事業取組の改善
点が明確化し，かつ，改善方策の方向性が具体化され，事業全体の進捗状況が一層可視化さ

れた。なお，毎毎年年度度のの外外部部評評価価でではは，，評評価価のの観観点点をを事事前前にに提提示示しし，，当当該該観観点点にに沿沿っったたエエビビデデ

ンンススをを準準備備しし，，各各種種検検証証を行うこととしている。 
 
【【評評価価体体制制（（外外部部評評価価））及及びび令令和和 33年年度度取取組組概概要要】】  
 金沢大学・知識集約型社会を支える人材育成事業（KU-DP）では，プログラムの適切な
進捗管理と改善・充実のため外部評価委員会を設置し，事業内容に精通した高等教育専門家

のほか，学校教育関係者，企業関係者を委員として委嘱している。外部評価は，教学マネジ

メントセンターが毎年度作成する KU-DPアニュアルレポート（自己点検・評価報告書）を
基に，事業の進捗状況や補助金の執行状況を評価する形式で実施する。令和 3 年度の外部
評価については，以下に掲げる対象項目及び観点に沿って行った。 
≪≪外外部部評評価価のの対対象象項項目目≫≫  
（（11））事事業業全全体体にに関関すするる取取組組  
  ① 事業実施体制  
  ② 学内における事業取組の進捗・成果 
  ③ 学外に向けた事業取組の情報発信・波及 
（（22））教教育育ププロロググララムム開開発発とと学学修修成成果果のの取取組組（（融融合合学学域域先先導導学学類類，，先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププ

ロロググララムム，，共共通通教教育育 GGSS科科目目・・学学域域 GGSS専専門門科科目目ななどど））  
① 融合学域先導学類の取組状況 
② 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）の取組状況 
③ 共通教育 GS科目・学域 GS専門科目によるリベラルアーツ教育・STEAM教育の
取組状況 

④ 上記の教育プログラム開発を通した学修成果の状況 
（（33））教教学学ママネネジジメメンントト体体制制ととそそのの取取組組  
① 教学マネジメントセンターの設置 
② 学内における教学マネジメントに関する取組状況 
③ 教学マネジメント関連の FD・SDの取組状況 
④ アカデミック・アドバイジング等の学修支援体制の整備  

 
  
  
  
  
  
  

 
 

11..33  本本事事業業ププロロググララムムをを通通ししたた全全学学的的ななママネネジジメメンントト改改革革へへのの対対応応状状況況  
（（11））全全学学的的教教学学ママネネジジメメンントト体体制制のの構構築築    
令和 2 年度の本事業採択を契機に，全学的な教学マネジメント改革を推進するため，国
際基幹教育院に設置されていた FD 支援組織である高等教育開発・支援部門を発展的に解
消し，教育担当理事直下に教学マネジメントセンターを新たに設置することで，全学的視点

に立った FD・SD 活動の充実に加え，教育成果・学習成果の把握・可視化を徹底するため
に，教学 IR機能を強化した。令和 3年度には，教教育育担担当当理理事事のの指指示示ののももとと，，学学生生授授業業評評価価
アアンンケケーートト及及びび卒卒業業・・修修了了者者アアンンケケーートトのの大大幅幅なな見見直直ししにに加加ええ，，卒卒業業・・修修了了後後アアンンケケーートトをを

新新たたにに実実施施すするるここととでで，，入入口口かからら出出口口ににかかけけててののエエンンロローールルメメンントト・・ママネネジジメメンントトをを意意識識

ししたた教教育育・・学学修修デデーータタ活活用用にによよるる教教学学ママネネジジメメンントトののたためめのの環環境境整整備備を図ることができた。

令和 4年度には，学士課程教育・大学院教育を対象に，33つつののポポリリシシーーにに基基づづくく学学位位ププロロググ
ララムムレレベベルルのの教教学学ママネネジジメメンントトのの強強化化を進めた。 
教学マネジメントセンターは，本事業が掲げるSTEAM教育の全学展開の司令塔として，
学長・理事のリーダーシップのもと，「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導

人材育成プログラム運営委員会」及び「プログラム企画実行委員会」での企画立案及び執行

管理を掌っている。STEAM教育のカリキュラム・マネジメントでは，学校教育や地域・企
業等のステークホルダーと協働した高大連携やインターンシップ等の取組を通して，相互

評価しながら人材育成の質向上を図っている。 
また，学修者本位の教育の実現に向け，本本事事業業取取組組ををエエンンジジンンととししてて，，教教員員・・職職員員・・学学生生

がが協協働働ししたた「「教教職職学学協協働働」」のの仕仕組組みみをを取取りり入入れれ，，全全学学的的なな教教学学ママネネジジメメンントト体体制制にに波波及及させ

る。具体的には，KU-STEAM学生スタッフを本事業に参画させながら，先導 STEAM人材
育成プログラムにおける授業サポーターとしてピア・サポート活動に従事させ，受講者が

「自ら学び，自ら育む」自律的学修者として成長する支援を行っている。教教員員にによよるるアアカカデデ

ミミッックク・・アアドドババイイジジンンググとと学学生生同同士士にによよるるピピアア・・ササポポーートトをを融融合合ししたた学学修修支支援援モモデデルルをを確確

立立しし，，全全学学的的なな教教学学ママネネジジメメンントト体体制制をを強強化化している。併せて，ICT技術の活用により「個
別最適化した学修」の実現に向け，ポストコロナ時代の新たな教育手法の実現・開発を目指

し，デジタルコンテンツ・VR教材の活用等，教育 DXの推進にも取り組んでいる。 
 
（（22））学学長長ののリリーーダダーーシシッッププにによよるる迅迅速速かかつつ強強力力ななガガババナナンンスス改改革革    
本学では，世界の潮流を見据え，国の動向とも連動しながら，学長の強いリーダーシップ

によるガバナンス強化と戦略的な大学マネジメントを基盤に，「地域と社会に開かれた教育

重視の研究大学」を基本理念とし，機能強化に向けた大学改革を推進してきた。その行動計

画として平成 26 年度に策定し，改革の進捗を踏まえ，以降 2 年おきに改定を重ねた
「YAMAZAKIプラン」に基づき，数多くの成果を挙げてきた。令和 2年度に新たに策定し
た「YAMAZAKIプラン 2020～Next Stage～」では，「全学的な教育方法，教育支援，教育
システムの開発・普及」を掲げ，その取組として「国内外の動向調査に基づく，STEAM教
育，遠隔（オンライン）授業，対面授業と遠隔授業の組み合わせ，アクティブ・ラーニング，

アダプティブ学修，授業英語化，モジュール化に焦点をあてた各種 FD 研修会の実施と検
証」が明文化され，融合学域をはじめ，文理融合型教育組織の創設などの行動計画が本事業

を一つのエンジンとして推進された。さらに，令和 4年度には，和田新学長による「金沢大
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11..33  本本事事業業ププロロググララムムをを通通ししたた全全学学的的ななママネネジジメメンントト改改革革へへのの対対応応状状況況  
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に，教学 IR機能を強化した。令和 3年度には，教教育育担担当当理理事事のの指指示示ののももとと，，学学生生授授業業評評価価
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学未来ビジョン『志』」（図表Ⅱ-4参照）にその精神が継承され，学学長長がが機機構構長長をを務務めめるる「「ググ
ロローーババルル人人材材育育成成推推進進機機構構」」のの下下でで事事業業全全体体をを運運営営すするる学学内内体体制制にによよりり，，学学長長主主導導でで迅迅速速

かかつつ強強力力にに大大学学全全体体のの教教学学改改革革をを断断行行している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅱ-4 和田新学長体制による金沢大学未来ビジョン『志』の概要 
 
本事業では，社会の変化に対応し，学問領域の壁を越えた幅広い知識と深い専門性を併せ

持つ社会変革先導人材を育成するため，文理融合型の教育組織・教育課程である「融合学域・

先導学類」を令和 3年 4月に設置したことに加え，令和 4年 4月には第 2の学類「観光デ
ザイン学類」を新たに設置した。さらに，令和 5年 4 月には，第 3の学類「スマート創成
科学類」が設置され，学生受入れが始まる。本学が推進する文理融合教育の動きは，学士課

程教育に留まらず，大学院教育にも波及させるため，令和 4 年度から研究科横断型の大学
院 GS科目の拡充が図られた。 
以上のとおり，本本事事業業でで新新たたにに設設置置ししたた「「教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー」」をを司司令令塔塔ととししてて，，

学学士士課課程程教教育育ののみみななららずず，，大大学学院院教教育育をを含含めめたた全全学学的的なな教教学学ママネネジジメメンントト改改革革にに邁邁進進して

いる。  
  
  

 
 

  
22..  数数値値目目標標のの達達成成状状況況  
令和 4年度は，融合学域創設 2年目であり，第 2の学類である観光デザイン学類の学生
受入れを開始した年度であるとともに，文理融合型教育の全学展開を目指す先導 STEAM
人材育成プログラムの本格実施，さらには，本事業運営の司令塔である教学マネジメントセ

ンターが整備を進める教学マネジメント体制や教学 IR 環境の運用が展開した年度であっ
た。 
融合学域先導学類の学生募集では，通常の高校訪問に加え，オンラインによるキャンパス

ビジット（オープンキャンパス），海外高校生を対象とした広報活動，さらには，新聞広告

など，積極的な広報を展開することで，大大学学のの平平均均志志願願倍倍率率をを上上回回るる 33..00 倍倍のの高高倍倍率率をを受受
けけ，，優優秀秀なな学学生生のの確確保保に繋がった。なお，令和 5 年度入学者選抜においては，第 3 の学類
であるスマート創成科学類の学生募集が始まった。 
令和 4 年度からは新入生全員へのガイダンスや各種説明を徹底したことから，令令和和 44 年年
度度ににはは「「本本事事業業参参画画学学生生数数」」がが 33,,669922名名，，「「先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム・・ププロロググララムム
説説明明会会参参加加者者数数」」はは 22,,113399名名，，「「アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイザザーー面面談談数数」」はは 666666回回ととななりり，，実実
績績値値がが目目標標値値をを大大ききくく上上回回るる結結果果となった。特に，先導 STEAM 人材育成プログラムのう
ち，導入科目「融合先導知実践演習 A」，発展科目「融合先導知実践演習 B」「融合先導知実
践演習 C」は多くの学類・学年から履修希望があり，開講時期の抽選倍率が毎回 2倍程度と
なった。また，令和 3年度から全学域学生対象に開講を展開している共共通通教教育育 GGSS科科目目 66群群
ににつついいててはは，，全全学学域域学学生生 55,,440055名名（（延延べべ））がが履履修修した。これらの科目履修を通した学学生生授授業業
評評価価アアンンケケーートトにによよるる学学修修満満足足度度はは「「9900..66％％」」であった。 
教学マネジメントセンターでは，令和 3 年度に続き，SSTTEEAAMM 教教育育やや教教学学ママネネジジメメンントト

ななどどををテテーーママととししたた全全学学FFDD・・SSDD研研修修会会をを開開催催すするるほほかか，，学学生生・・教教職職員員参参加加型型ののKKUU--SSTTEEAAMM
ラランンチチョョンンセセミミナナーーをを新新たたにに企企画画しし，，FFDD 研研修修会会はは計計 2233 回回開開催催，，11,,222299 名名のの参参加加者者数数を得
ることができた。 
全学的な STEAM 教育推進に資するブレンド型授業デジタルコンテンツ・教材作成の取

組では，KU-STEAM学生スタッフによる正課教育・正課外活動に関するデジタルコンテン
ツ作成が進むとともに，従来からの融合学域をはじめ，学術メディア創成センターや VBL
（ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）等との連携を通した授業デジタルコンテンツ・教

材作成を含め，順調に増加している。 
また，令和 3 年度後期から先行実施した「先導 STEAM 人材育成プログラム」受講経験
者を KU-STEAM 学生スタッフに登録する仕組みを構築することで，ララーーニニンンググアアドドババイイ

ザザーー経経験験者者数数のの実実績績をを順順調調にに蓄蓄積積ででききるる環環境境整整備備ができている。 
以上のように，令令和和 44年年度度ままででのの目目標標にに対対すするる達達成成状状況況はは順順調調であり，令令和和 55年年度度以以降降，，

SSTTEEAAMM 教教育育のの全全学学展展開開をを通通ししたた具具体体的的なな学学修修成成果果のの把把握握やや情情報報発発信信に努めていく必要が

あると考えている。 
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図表Ⅱ-5 数値目標の達成状況 
 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 
本事業参画学生数 － － 50名 1,864名 130名 3,692名 210名 － 290名 － 
先導 STEAM 人材育

成プログラム・プログ

ラム説明会参加者数 
－ － 60名 232名 60名 2,139名 90名 － 90名 － 

学修満足度アンケー

トにおける満足率 
－ － 70％ 84.5％ 80％ 90.6% 90％ － 95％ － 

アカデミック・アドバ

イザー面談数 
－ － 50回 55回 130回 666回 210回 － 290回 － 

FD 研修会参加者数

（本事業実施分） 
－ － 100名 1,149名 100名 1,229名 150名 － 150名 － 

GS科目第 6群履修者数 － － 3,600名 3,917名 3,600名 5,405名 4,000名 － 4,000名 － 
ブレンド型授業デジタルコ

ンテンツ・教材作成数 
5件 10件 20件 28件 40件 76件 60件 － 80件 － 

プログラム受講者でラーニ

ングアドバイザー経験者数 
－ － ― － 20名 24名 40名 － 60名 － 

  
  
33..  幹幹事事校校ととししててのの取取組組実実績績  
 本事業の幹事校として，採択校の情報交換・企画検討のための場づくりとともに，採択校

間のチームとしての協働力を強化し，採択校同士だけでなく，国内外の高等教育関係者への

成果発信，知識集約型社会における人材育成モデル普及を推進している。 
 令和 4年度は，前年度においてメニューⅠ・Ⅱ・Ⅲの採択校 9機関が揃い，各採択校の取
組内容に関する情報交換を行う体制が整ったことから，「知識集約型社会を支える人材育成

事業（DP）」全体の相乗効果及び情報発信を一層有効なものとするため，3つのメニューを
横断する共通テーマを 4つ設けた「共通テーマチーム」を編成し，当該テーマに関する意見
交換を重ねた。このような取組を行う過程において，幹事校として，各採択校を個別に訪問

し，情報収集を行うとともに，相互の人的ネットワークの充実を図った。 
 令和 4年度において，幹事校として企画実行した取組は，以下のとおりである。 
（1）採択校連絡会の開催（3回開催（うち，2回オンライン会議，1回対面会議）） 
 
（2）採択校 9大学による合同成果発信シンポジウムの開催（3月 14日（火）開催） 
 
（3）共通テーマチームの編成と情報交換・情報発信（共通テーマごとに，各 2回オンライ
ン会議を開催） 

 
 

 ①知識集約型社会を支える人材育成の価値創出及び持続性のあり方を情報交換・検討 
  ➨金沢大学（チーム代表），信州大学，東京都市大学，麻布大学，千葉大学 
 ②文理融合教育における課題テーマやイシュー設定のあり方を情報交換・検討 
  ➨千葉大学（チーム代表），名古屋商科大学，新潟大学，金沢大学 
 ③多様な学びを支援する方法及びシステムのあり方を情報交換・検討 
 （アカデミック・アドバイジング，ピア・サポート，チューターなど） 
  ➨新潟大学（チーム代表），大正大学，早稲田大学，金沢大学 
 ④多様な学びの成果の測定及び社会通用性のあり方を情報交換・検討 
  ➨早稲田大学（チーム代表），東京都市大学，麻布大学，金沢大学 
 
 
44..  KKUU--DDPP事事業業をを通通ししたた人人材材育育成成エエココシシスステテムムのの構構築築  
本学では，平成 20 年度の学域・学類制の導入に始まり，平成 28 年度の国際基幹教育院
の設置，平成 30年度の国際基幹教育院総合教育部の設置を通したレイトスペシャライゼー
ションの導入，さらには，令和 3年度入学者選抜から全学類での後期日程廃止といった，一
貫した教育改革を通して，学修者本位の教育の理念のもと，伝統的なディシプリンを超えた

柔軟性ある教育プログラム提供と，学生が自主的に進路選択できる機会提供を図ってきた。

本学がリードしてきた教育改革の積み重ねの集大成が，本事業で推進する第 4 の学域であ
る「融合学域」の設置と全学域学生を対象とする「先導 STEAM 人材育成プログラム」の

開設を通した，文理融合・分野横断による STEAM 教育の推進によるイノベーション人材

育成である。本事業では，その取組を学内外に波及させていることで，人材育成の川上であ

る「学校教育」から川下である「就業」へと繋がる知識集約型社会を支える人材育成のため

の協働型エコシステムの構築に尽力し，生涯学び続けられるWell-Beingな社会のために貢
献できる人材を育成することにある。 
具体的には，融合先導知概論や融合先導知実践演習を軸としたプロジェクト型学修の推

進を通して，高等学校での必修科目である「探究学修」から大学・大学院での「STEAM教
育」に繋がる高等学校・大学・大学院接続型教育の実現を推進している。具体的には，先導

STEAM人材育成プログラムの導入科目「融合先導知実践演習 A（ちょこっとマイプロジェ
クト）」では，高等学校での探究学修コンテンツを活用した授業設計を行っているほか，高

校生と大学生・大学院学生が学び合う探究・STEAMフェスタを実施した。既に，高大接続
コア・センター主催のラウンドテーブルを通じて，参加した高校生に本事業の PRを行うな
ど，高大連携の取組を進めている。 
 一方，地域や企業等が抱える社会課題について社会人と一緒に考え，提案するワークショ

ップ型授業，地域や企業等の現場で社会人と一緒に実践，行動する課題解決型インターンシ

ップ（PBI）を通した大学・社会接続型教育の実現を推進している。具体的には，融合学域
や先導 STEAM 人材育成プログラムでは，地域や企業等の関係者が学生と一緒に議論し提

案アイデアをまとめ，当該地域や企業等の諸活動に反映させる実践型授業を提供するほか，

実践インターンシップでは文理融合・分野横断のテーマについて社会人と協働しながらカ

タチにする「0から 1を創り上げる」挑戦・実践力育成のインターンシップを提供している。 
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図表Ⅱ-5 数値目標の達成状況 
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11..  融融合合学学域域ののカカリリキキュュララムム概概要要  
11..11  融融合合学学域域のの学学修修目目標標設設定定  
先導学類及び観光デザイン学類では，「三つの方針」を通じた学修目標の具体化を図って

おり，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー，AP：Admission Policy）において求め
る人材像を明確化しているほか，学位授与方針（ディプロマ・ポリシー，DP：Diploma Policy）
において学士（学術）の学位を取得するための達成すべき学修成果を具体的に明示している。

DP に定めた学修成果の達成のため，教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー，CP：
Curriculum Policy）を定め，かつ，カリキュラムを構成する各授業科目の学修目標と DP
との関係性を明確化したカリキュラム・マップ及びカリキュラム・ツリーを学生に明示して

いる。 
DDPP達達成成度度ににつついいててはは，，既既述述ののアアセセススメメンントトププラランンにに沿沿っってて，，定定期期的的なな DDPP達達成成度度自自己己評評

価価及及びび卒卒業業・・修修了了者者アアンンケケーートトににおおいいてて把把握握ししつつつつ，，学学修修ポポーートトフフォォリリオオににああたたるる「「学学びびのの

計計画画書書」」をを通通ししてて定定性性的的にに学学修修目目標標のの達達成成状状況況をを確確認認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅲ-1 融合学域先導学類及び観光デザイン学類の入学者受入方針，学位授与方針 
 
 
11..22  融融合合学学域域のの教教育育課課程程等等 
  融合学域では，先導学類・観光デザイン学類ともに，教育課程編成方針（カリキュラム・

ポリシー）に基づき，卒業時に学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる能力を修得

できるよう，「基礎」「融合」「探求」「確立」という四つのステップに沿った教育課程が編成

されている。同学域では，担担当当教教員員間間のの FFDD活活動動をを通通ししてて，，カカリリキキュュララムム・・ママッッププ，，カカリリキキ
ュュララムム・・ツツリリーー，，ささららににはは，，履履修修モモデデルルをを作作成成し，適宜，学生に明示している。また，各各授授

業業科科目目シシララババススのの記記載載，，デディィププロロママ・・ポポリリシシーーとと各各授授業業科科目目のの学学修修目目標標のの関関係係ににつついいてて，，全全

学学のの新新任任教教員員説説明明会会等等のの FFDD 研研修修でで周周知知徹徹底底するとともに，毎年度作成する FD 活動報告
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書を通して，大学全体と各学域・学類で検証する仕組みを整えている。 
学生は，下図の専門教育マップのとおり，履修・指導アドバイザーによる履修指導を受け

ながら，オーダーメード型の「学びの計画書」を作成し，自らの学修を進める仕組みとなっ

ている。 

図表Ⅲ-2 融合学域における専門教育マップ 
 

 例えば，先導学類では，専門教育における各科目群の具体的な内容は以下のとおりである。 
●アントレプレナーシップを醸成し，社会展開に向けた発想力と実践力を獲得するため，
「実践科目」を設け，演習等を中心とした科目を配置。 

●社会変革に向けて必要となるイノベーションの根幹と，未来課題に係る多面的な最新知
見を修得するため，「コア科目」を設け，さらに 3つのコアエリアに区分し，科目を配
置。 

●未来課題の解決に資する知見を獲得するため，「学知科目」を設け，多様な分野の科目を
配置する。 

●国際社会における最新の知見や他者との共創による新たな知見の獲得に向け，「鍛錬科
目」を設け，海外留学や国際インターンシップ，グループワークを行う演習等を中心と

した科目を配置。 
●修得した多分野にわたる知見を基に課題発見・解決や事業創造を含めた社会展開を主体
的・計画的に行うため，「確立科目」を設け，課題発見・解決や事業創造を含めた社会

 
 

展開を行うための手法や理論をまとめる科目を配置。 
  
先導学類における具体的な授業実践の事例として，1年次第 1クォーターに開講される実
践科目「アントレプレナー基礎（必修）」では，七尾商工会議所の全面協力によるフィール

ドワークを取り入れた課題発見・解決型授業が繰り広げられ，最終総括として，七尾商工会

議所に対して提案プレゼンを行っている。今今後後のの学学びびのの出出発発点点ととななるるアアンントトレレププレレナナーー・・ママ

イインンドドセセッットトのの第第一一歩歩とと位位置置付付けけるる必必修修科科目目であり，アントレプレナー演習Ⅰ/Ⅱ，アント
レプレナーインターンシップ，さらには，アントレプレナーコンテストなど，その後も体系

的な科目編成としアントレプレナーシップの醸成を行うカリキュラム構成となっている。

令和 4年度 Q4に開講された「アントレプレナーインターンシップ」では，受け入れ企業 51
社において 54名の学生が受講した。 
令和 5年度から開講する鍛錬科目に当たる「先導プロジェクト演習」について，学生向け

説明会等の準備が進んでいる。 

図表Ⅲ-3 融合学域におけるゲストスピーカーによる講義やグループ演習の風景 
 
 
２２..  融融合合学学域域ににおおけけるる「「学学びびのの計計画画書書」」  
 融合学域では，学修者自らが文理融合・分野横断の学びについて計画し，自己成長してい

くことを人材育成の柱としている。そのため，「学びの計画書」を通して，学生が自分自身

で学びについて考える機会を設けている。具体的には，1年次の学年末に作成する「学びの
計画書Ⅰ」ではコア科目におけるコアエリアの履修体系の説明を受け，2年次の学年末に作
成する「学びの計画書Ⅱ」では学知科目から鍛錬科目にわたり履修体系の説明を受けること

となっている。 
 「学びの計画書」の目的は，①目標設定と振り返りによる自発的学修モチベーションの向

上，②将来像の明確化，③オーダーメード型の教育，④学生と教員との連携・指導体制の構

築，⑤インターンシップや留学も含めた履修計画の 5つの事項である。 
 「学びの計画書Ⅰ」では，1年次の学びを振り返りながら，2年次で学修するコア科目に
おけるコアエリアを中心に学修計画を立てる様式となっている。 
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図表Ⅲ-4  1年次から 2年次に向けた「学びの計画書Ⅰ」における入力項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

 
 
 
 
令和 5年度に向けて融合学域に導入した「学びの計画書」のシステム整備を進めており，

DP（ディプロマ・ポリシー）達成度のほか，特別プログラム等の履修実績等を一覧にて可
視化する環境整備，さらには，就職活動等において，学生が自分自身の学修成果を説明する

エビデンスとしてディプロマ・サプリメントを発行する環境整備を予定している。 
また，令和 5 年度以降において，融合学域以外の他学域への当該システムの全学展開を
検討している。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

図表Ⅲ-5  システム整備した「学びの計画書」に関するイメージ画面 

 
 

33..  融融合合学学域域のの入入学学者者獲獲得得状状況況  
 融合学域では，英語総合選抜型，社会人選抜や在外留学生選抜といった同学域独自の入学

者選抜をはじめとした多様な入試を実施した。令和 4年度入学者は，先導学類 51名，観光
デザイン学類 16名であり，このうち，北陸 3 県出身者は 23 名（34％）で（大学全体の平
均は 42.7％），広く全国から学生が結集した。入学者アンケートで約半数（31 名）の学生
が，融合学域への入学理由に「文理融合での学修」を挙げているほか，同アンケートで 1/3
近くの学生（19名）が卒業後の進路として「新分野でのアントレプレナー」を掲げるなど，
「イノベーションをリードする」という融合学域のキャッチコピーに合致した，アクティブ

で意欲の高い学生が多い印象である。 
 

図表Ⅲ-6 令和 4年度融合学域先導学類入学者選抜試験実施状況 

 
図表Ⅲ-7 令和 4年度融合学域観光デザイン学類入学者選抜試験実施状況 
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令和 5 年度入学者選抜では，一般選抜の志願状況は図表Ⅲ-8 のとおりであり，私費外国
人留学生入試や，融合学域独自の特別選抜である「社会人選抜」に志願者があった。引き続

き，多様な入学者選抜を実施していくこととしている。  
 

図表Ⅲ-8  令和 5年度融合学域入学志願状況（一般選抜） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後の取組として，多様な学生確保に向け，社会人及び留学生を対象とした大学独自                                                                                                                                                              

の奨学制度を導入した（図表Ⅲ-9参照）。対象となる学生に，入学料，授業料の全額免除に
加え，卒業後に地域定着する留学生に対しては，奨学金（10 万円/月）の給付や宿舎費の支
援を実施する経済的支援策を構築し，学修に専念できる環境を整備する。 
  

図表Ⅲ-9 融合学域独自奨学制度一覧 

 
 

４４．．融融合合学学域域のの学学生生のの学学修修成成果果  
 融合学域のうち，学年進行 2年目の先導学類の学生の学修成果を見ていきたい。 
 令和 3年度に入学した先導学類 1期生の学生を対象に行った入学者アンケートにおいて，
在学時に学びたい又は期待している科目・分類・キーワードを聞いたところ，以下のとおり，

アントレプレナー，プログラミング，AIなどを挙げていた。その一年後の「学びの計画書」
を通した振り返りにおいて，多様性やグローバリゼーションを感じ取るとともに，数理・デ

ータサイエンス，哲学・倫理学，デザイン思考に関する授業を通して思考法や課題解決の過

程を学び，学生自らの成長実感に繋がっている実態が明らかとなった。 
   

図表Ⅲ-10 融合学域先導学類の学生の興味関心と成長実感 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 また，地域や社会の課題解決に向けての学生活動として，七尾商工会議所と連携した地域

通貨「SATO」の検
証に関わる活動

や，金沢大学ベン

チャー・ビジネス・

ラボラトリー主催

「令和 4年度VBL
アントレプレナー

コンテスト」で優

秀賞を受賞するな

どの成果が現れて

きている。 
  

        図表Ⅲ-11 融合学域先導学類の学生活動の成果 
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55..  第第 33のの学学類類「「ススママーートト創創成成科科学学類類」」  
令和 4 年度において，地球規模で急速に起こっている社会の変容や価値の共感を的確に

踏まえた上で，我が国の観光産業の諸課題に関し，人文科学・社会科学・自然科学等の多様

な知見を活用しながらその解決に取り組むとともに，Society 5.0 や新たな日常に対応し，
多核連携型の国際観光立国を見据えた新たな観光価値をデザインする人材の育成を目指し，

融合学域における第 2 の学類「観光デザイン学類」を設置した。我が国の観光産業を牽引
し，新たな観光価値を創出することができる人材の養成を目指す。 
さらに，令和 5 年度には，次代の科学を創成する人材育成を目的とする第 3 学類「スマ

ート創成科学類」を設置する。 
 

 
図表Ⅲ-12 融合学域の学類設置計画 

 
 令和 5年度から学生受入れが始まるスマート創成科学類については，地球規模で急速に
起こっている社会の変容や技術の飛躍を的確に踏まえた上で，表出する多様な未来の諸課

題に関し，人文科学・社会科学・自然科学等の多様な知見を活用しながらその解決に取り

組むとともに，仮想と現実の高度な融合を活用して未来の科学を創成し，社会を切り拓く

人材の養成を目指す。 
スマート創成科学類のカリキュラム構成は，スマート技術の修得と社会課題の解決を重

視したものとなっている。例えば，実践科目において，融合学域の他の学類と比べ，プロ

グラミング，Web 言語の実習やアプリ開発，スマートデバイスの制御，データ収集や社会
調査法などの実践的スキルの修得に力を入れている。これは，学生が卒業後に実社会へ出

た際に，科学技術を用いた解決法を実際に提示しながら社会や地域の理解を得て共創して

いくことが社会実装に必要不可欠となるためである。また，本学類では，まず専門的な事

項や原理を理解するため，基礎的知識を広範に学び，そのあと，社会課題を解決する未来

の科学技術の創成に向け，学知科目のコアエリアに配置された科目を横断的に学修する教

育課程としている。加えて，専門的な事項や原理を理解するためには，数学や物理学，化

学等の理解が必須であるため，全員がその前提的知識を持てるように，共通教育科目にお

ける基礎科目の履修を 8単位必修としている。 
  

 
 

 
図表Ⅲ-13 スマート創成科学類の教育内容の概要 
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55..  第第 33のの学学類類「「ススママーートト創創成成科科学学類類」」  
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図表Ⅲ-12 融合学域の学類設置計画 
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11..  先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））ののカカリリキキュュララムム概概要要  
先導 STEAM人材育成プログラム（通称，KU-STEAM）は，全学域学生対象の文理融合

プログラムである。自身の専門分野に軸足を置きながら，積極的に他分野の知見を深め，異

分野・異文化協働を実践することによって，未来課題の解決に挑戦する，先導 STEAM 人

材の育成を目的としている。令和 3 年度において，当初の計画を前倒しして一部の授業科
目の開講を始めたが，令和 4 年度において，授業開発を予定していた全ての科目を開講す
ることができた。 
全学域学生を対象とした「先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）」の教育課
程では，図表Ⅳ-1のとおり，受講生が KU-STEAMの 5つの力（Five Competencies）を確
実に修得できるよう，「「110000番番：：導導入入」」「「220000番番：：発発展展」」「「330000番番：：成成果果」」とといいううナナンンババリリンン
ググシシスステテムムにによよるる階階層層的的カカリリキキュュララムムをを構構成成している。 

図表Ⅳ-1 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」カリキュラム概要 
 
当該教育課程では，図Ⅳ-2 のとおり，KKUU--SSTTEEAAMM カカリリキキュュララムムをを通通ししたた「「学学びびのの 33 スス
テテッッププ」」ををココンンセセププトトにに，，110000 番番：：導導入入科科目目でではは多多様様なな分分野野とと学学年年のの学学生生がが一一緒緒にに「「文文理理      

融融合合・・分分野野横横断断のの集集団団でで協協働働すするる態態度度をを学学ぶぶ」」，，220000 番番：：発発展展科科目目でではは企企業業・・自自治治体体等等とと      

協協働働ししななががらら「「文文理理融融合合・・分分野野横横断断ででししかか解解決決ででききなないい課課題題にに触触れれ，，解解決決方方法法をを学学ぶぶ」」，，      

330000番番：：成成果果科科目目でではは実実践践イインンタターーンンシシッッププ等等にによよりり「「文文理理融融合合・・分分野野横横断断ででししかか解解決決でできき
なないい課課題題にに挑挑戦戦・・実実践践すするる」」を通して，実社会に適応できる能力を培い，自らの学びをカタ

チにする構成となっている。本プログラムは令和 3 年度から 100 番：導入科目を先行実施
後，令和 4年度には 200番：発展科目及び 300番：成果科目を開発し，全学域学生が受講
できる環境を整えた。 
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図表Ⅳ-2 KU-STEAMカリキュラムを通した「学びの 3ステップ」概念図 

 
 具体的な授業科目としては，STEAM 教育の基礎となる思考法やプロジェクトマネジメ

ントを学ぶ導入科目，ビッグデータ処理能力，多様性社会で活躍する人間力，科学技術への

理解力をそれぞれ修得するデータ，ヒューマン，科学技術の 3つのリテラシー科目群と，社
会での挑戦・実践力を鍛える協働実践科目が用意されている。データリテラシー科目群は受

講者全員が履修し，理工学域・医薬保健学域の理系学生はヒューマンリテラシーを中心に，

人間社会学域の文系学生は科学技術リテラシーを中心にクロスして履修することで自身の

専門分野以外のリテラシーも修得する。オンデマンド教材による学修環境を整備すること

で所属学類の履修への影響を最小限に抑え，主分野の学修時間を十分確保する。また，本事

業専任のアカデミック・アドバイザーの支援を得て，学生自らの学びをオーダーメードでき

る教育課程となっている。 
 先導 STEAM人材育成プログラムの教育課程の特徴を要約すると以下の 3 点にまとめら
れる。 
（（１１））卒卒業業要要件件内内ででのの科科目目履履修修にに重重点点をを置置いいたたカカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントト  
受講者の効率的・効果的な学修への配慮，持続可能なカリキュラム設計。 

  共通教育（教養教育）・専門教育を通した STEAM教育の一貫性を重視したカリキュラ
ム設計。 

（（２２））文文理理融融合合・・分分野野横横断断のの多多様様なな授授業業ココンンテテンンツツををオオーーダダーーメメーードド型型でで学学べべるる学学修修環環境境  
  融合学域の授業コンテンツ，既存の副専攻制度を活かした多様な分野にわたる授業 

コンテンツを対面・デジタル・ハイブリッド型などで学べる講義を用意し，学生自らの

分野・レベルに応じ，オーダーメード型で学べる学修環境。 
（（３３））学学びびのの３３スステテッッププにによよるる質質保保証証  
  当該プログラムにおける 100番（導入）・200番（発展）・300番（成果）の各階層にお
いてアセスメント科目（背骨科目）を設定し，当該科目の中でプログラム・ルーブリッ
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クによる学修成果アセスメントを行う「学びの 3 ステップ」を通して，学生自らが学
び，育むことができる自律性を醸成。 

 
 
22..   先先導導 SSTTEEAAMM人人材材育育成成ププロロググララムム（（KKUU--SSTTEEAAMM））のの学学修修目目標標  
 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）では，金沢大学版・STEAM人材とし
て掲げた 3 つの人材像「◆自らの専門分野に加え様々な分野の知識を学び，それらを統合
して課題発見・解決を率先できる人材」「◆多様な知性と協働し，人間中心の未来社会づく

りに貢献できる人材」「◆最先端の学知を融合し，社会変革に資する新たな創成に挑戦でき

る人材」を念頭に置きながら，図表Ⅳ-3のようなコンピテンシーマップを作成した。その上
で，同プログラムで修得すべき「5つの力（Five Competencies）」として「俯瞰力（融合し
た専門知）」「提案力（鋭敏な飛躍知）」「協働力」「課題発見・解決力」「挑戦・実践力」を定

めた。 
 

 
図表Ⅳ-3 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」コンピテンシーマップ 

 
 1～3 年次の特別プログラムである先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）の
受講者の学修到達度を測定していくことが大事であり，プログラム・ルーブリック（図表 

Ⅳ‐4）を作成し，100番・200番・300 番の各段階におけるアセスメント科目受講時に，
自己評価を行いながら，「5 つの力」の達成度や成長実感を把握・可視化することとしてい
る。また，大学側にとっては，プログラム・ルーブリックを通した学修成果の可視化は，当

該プログラムの質保証の点検材料としても活用している。 
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図表Ⅳ-4 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」ルーブリック 

  
  
  
33..  「「融融合合先先導導知知概概論論」」「「融融合合先先導導知知実実践践演演習習」」のの取取組組  
先導 STEAM人材育成プログラムでは，令和 3年度後期から同プログラム導入科目（100
番科目）に当たる「融合先導知概論 A（サービスラーニングと起業教育）」「融合先導知概論
B（地域協働と知識創造）」及び「融合先導知実践演習（ちょこっとマイプロジェクト）」を
共通教育・自由履修科目枠で試行実施した。その受講実績等を踏まえながら，令和 4年度に
おいて，「融合先導知概論 A（サービスラーニングとアントレプレナーシップ）」（※令和 3
年度開講の授業科目の副題を一部修正），「融合先導知実践演習 A（ちょこっとマイプロジェ
クト）」を前年度と同内容でクラス数を増やして開講したほか，新たに，発展科目（200 番
科目）に当たる「融合先導知実践演習 B（アイデアキャンプ）」「融合先導知実践演習 C（総
合マネジメントゲーム）」，成果科目（300番科目）に当たる「実践インターンシップ」の授
業開発を行い，開講した。先導 STEAＭ人材育成プログラムのうち，教学マネジメントセン
ターにおいて開発・運営するコア科目の実施状況は以下のとおりである。 
 
図表Ⅳ-5 令和 4年度「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」コア科目の開講状況 

授業科目名 開講時期 クラス数 クラス定員 受講者数 
【導入科目:100番】     
融合先導知概論 A（サービスラーニ
ングとアントレプレナーシップ） 

Q2，
Q3，Q4 

各 Qで 2クラ
ス，計 6クラス 

40×6クラス， 
計 240名 

139名 

融合先導知実践演習 A（ちょこっと
マイプロジェクト） 

Q2，Q4 2クラス 30×2クラ
ス，計 60名 

60名 

 
 

【発展科目：200番】     
融合先導知実践演習 B（アイデアキ
ャンプ） 

Q3 1クラス 20名 20名 

融合先導知実践演習Ｃ（総合マネジ

メントゲーム） 
Q3 1クラス 36名 33名 

【成果科目：300番】     
実践インターンシップ Q4 1クラス 12名 11名 

 
 
33..11  【【導導  科科目目：：110000  】】「「融融合合先先導導知知概概論論 AA（（ササーービビススララーーニニンンググととアアンントトレレププレレナナーーシシ
ッッププ））」」  
【導入科目：100番】「融合先導知概論 A（サービスラーニングとアントレプレナーシッ
プ）」は，令和 3年度後期に先行実施した授業科目「融合先導知概論 A（サービスラーニン
グと起業教育）」と同じ内容の授業であり，副題を一部変更して開講した。教学マネジメン

トセンター教員 2名（林・山下）がそれぞれ単独担当し，Q2～Q4において各 2クラス開講
することで，多くの学生が受講できる環境を提供した。 
 本授業の具体的な内容は，融合先導知の意義や価値を学びつつ，他者や対象に関わる力や

多様な人たちとの協働力を養うことを目的に，サービスラーニングやアントレプレナーシ

ップの要点を学ぶものとなっている。特に，8回授業のうち 2回において，ゲストスピーカ
ーである起業実践家から経験談を学ぶ機会を設け，最終的な授業成果物である起業ミニプ

ランづくりに役立てる構成としている。1年生が中心に受講する同授業では，起業実践家に
よる講義が大変好評であり，学生は大きな気づきや今後の学修行動に役立つヒントを得て

いる。計 6クラスで登壇いただいた起業実践家は，以下のとおりである。 
 
図表Ⅳ-6 令和 4年度「融合先導知概論 A（サービスラーニングとアントレプレナーシップ） 

におけるゲストスピーカー一覧 
開講時期 
（担当教員） 

ゲストスピーカー 講義テーマ 

Q2（林） (株 )ジブンノオト代表取締役 

大野圭司 氏 
ひとづくり起業家～山口県周防大島

から広がる起業教育の輪～ 
(一社)しまね協力隊ネットワー
ク・つちのと舎代表 
三瓶裕美 氏 

地域づくり起業家～島根県雲南市か

ら広がる地域づくりの輪～ 

Q2（山下） (株)LX DESIGN 
代表取締役社長 金谷智 氏 

学校特化型の複業人材マッチング 

seccainc.代表取締役 
上町達也 氏 

心動かす体験を生み出すものづくり

集団 
Q3（林） (株 )ジブンノオト代表取締役 

大野圭司 氏 
ひとづくり起業家～山口県周防大島

から広がる起業教育の輪～ 
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図表Ⅳ-4 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」ルーブリック 
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京都光華女子大学短期大学部 
ライフデザイン学科教授 
（放送作家） 鹿島我 氏 

エンターテイメント×アントレプレ

ナーシップ～お笑いを科学する～ 

Q3（山下） (株)LX DESIGN 
代表取締役社長 金谷智 氏 

学校特化型の複業人材マッチング 

(株)北陸人財開発サポート 
代表取締役社長 國宗一之 氏 

地方創生を企業の採用サポートから

目指す 
Q4（林） 「SNOW DRIP COFFEE」 

オーナー 中田晃司 氏 
地域おこし協力隊からコーヒースタ

ンドを起業～金子みすゞの故郷で賑

わいづくり～ 
タビト學舎代表 
公益財団法人あくるめ理事 
飯貝誠 氏 

子供と大人の居場所づくりで夢冒険 
～世界放浪の旅から Uターン～ 

Q4（山下） 株式会社福岡商会 
代表取締役 福岡大平 氏 

里山ビジネスの可能性〜ジビエ事業

の世界〜 
株式会社プレイン取締役 
株式会社プロッツ代表 
福島有二 氏 

ヤングケアラーの挑戦～発達障がい

児向けの療育サービス～ 

 
 また，KU-STEAMプログラム・ルーブリックによる 5つの力の測定を授業受講開始期と
授業最終回に行っている。令和 4年度 Q2クラスの学修成果アセスメント結果は以下のとお
りでおり，当該科目は講義形式の科目という性格上，協働力の伸びが相対的に低いが，提案

力や課題発見・解決力を中心に，5つの力の伸びが見られる。 

 
図表Ⅳ-7 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の 5つの力に関する 

ルーブリック自己評価結    *p<.05, ***p<.001 

 
 

33..22  【【導導入入科科目目：：110000番番】】「「融融合合先先導導知知実実践践演演習習 AA（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト））」」 
共通教育・自由履修科目「融合先導知実践演習 A（ちょこっとマイプロジェクト）」（Q2
と Q4・集中講義）を開講し，4学域の 1年次から 4年次まで，60名の受講者が履修した。 
この授業では，文理融合や分野融合による学びの価値を実感することを目的に，学域・学

類，学年を超えた学生同士の相互理解や相互交流を通した学習共同体（ラーニング・コミュ

ニティ）の形成を目標とする。さらに，学生自らが「学びの主体者」であることを認識する

ことを強化しながら，自分自身でテーマを発見し，自らの力でアクション（「ちょこっとマ

イプロジェクト（ちょこプロ）」を実施することを目指し，これらの学習活動を通して，「融

合先導知」に必要とされる融合した専門知と鋭敏な飛躍知を修得することの意義や価値を

理解し，実践できることを目標としている。 
まず，事前オリエンテーションを開催し，教学マネジメントセンターの林透教授が，授業

の概要や評価等に関する説明を行った。次に，Q2では令和 4年 6月 18日（土）・19 日（日）
（Q4では令和 4年 12月 17日（土）・18日（日））に対面で，同センターの山下貴弘特任
助教が株式会社mumm代表/マイプロジェクト福井県事務局の村上 純一郎氏を招き，KU-
STEAM学生スタッフらをサポーターに加えて，自己理解を深め，自らチャレンジしたい実
践型のプロジェクトについて計画を考え，受講者同士でフィードバックを行う，ワークショ

ップ形式で行った。最終日となる Q2では令和 4年 7月 23日（土）（Q4では令和 5年 1月
21日（土））には，前回の授業から約１ヶ月の期間で実際に地域や他者を巻き込んで実践し
たプロジェクトの振り返り，ネクストアクションを考え共有するワークショップを，対面と

オンラインのハイブリッド型で行った。 
この授業の学修目標として，（1）分野の異なる学生と協働し，新しいアイデアを提案する
ことができる。（2）自己理解を深めながら，挑戦力や実践力を発揮することができる。     
（3）実践したプロジェクトの結果を評価し，振り返りながら，次なるアクションに繋げる
ことができる。ということを掲げた。集中講義の開始時及び終了時には，「先導 STEAM人
材育成プログラム（KU-STEAM）」の 5 つの力に関するルーブリックによる学修達成度の
自己評価を行い，すべての力について増加が見られ，期待される学修成果を挙げることがで

きた（図表Ⅳ-10参照）。 
受講者からは，「最初はやりたいことが具体的に決まってなくて不安だったが，グループ

ワーク等での意見交換は楽しかったし，有意義だった」「今までに受けたどの授業よりも能

動的に動けて楽しかったです。自分のしたいことが出来る点も非常にいいと思います」「こ

の授業を通していろんな人の意見を聞けたり，自分のプロジェクトに対する意見をいろん

な人からもらえたり，とても参考になった。」との声が寄せられた。 
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図表Ⅳ-8 「融合先導知実践演習 A（ちょこっとマイプロジェクト）」の講義の様子 

 

 
 

参参加加者者アアンンケケーートト（（QQ44履履修修学学生生））（（55段段階階評評価価（（11：：非非常常にに不不満満～～55：：大大変変満満足足））））  

 

 

  
 

− 32 − − 33 −



 
 

 

 

 
図表Ⅳ-8 「融合先導知実践演習 A（ちょこっとマイプロジェクト）」の講義の様子 

 

 
 

参参加加者者アアンンケケーートト（（QQ44履履修修学学生生））（（55段段階階評評価価（（11：：非非常常にに不不満満～～55：：大大変変満満足足））））  

 

 

  
 

− 32 − − 33 −



 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
本講義終了後もプロジェクトに関して，担当教員やコーディネーターからのサポート・相談

を希望しますか？  29件の回答 
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図表Ⅳ-10 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の 5つの力に関する 
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33..33  【【発発展展科科目目：：220000番番】】「「融融合合先先導導知知実実践践演演習習 BB（（アアイイデデアアキキャャンンププ））」」 
GS発展系科目（専門教育科目）「融合先導知実践演習 B（アイデアキャンプ）」（Q3・集
中講義）を開講し，3学域の 1年次から 4年次まで，20名の受講者が履修し，企業・自治
体等，運営スタッフ含め合計 34名が参加した。 
この授業では，今年度新たに開講した科目で，学域・学類，学年を超えた学生が，社会人

さらに企業・自治体等の方とともに，リアルな課題に対して，解決策を検討する方法を体験

的に学びながら，融合した専門知と鋭敏な飛躍知を備えた「融合先導知」の意義や価値を理

解することを目標としている。 
まず，事前オリエンテーションを開催し，教学マネジメントセンターの林透教授が，授業

の概要や評価等に関する説明を行った。次に，令和 4年 11月 5日（土）に対面で，課題解
決法習得のグループワークを行いった。授業アドバイザーとして東京大学 大学院総合文化
研究科・教養学部附属教養教育高度化機構(科学技術インタープリター養成部門)の定松淳特
任准教授を招き，統計・分析の観点からアイデア出しについて，高大接続コア・センターの

中野正俊特任助教から，探究的な学びの課題設計についてそれぞれご指導いただいた。続い

て，令和 4年 11月 12日（土）と令和 4年 11月 23日（水）は，主に教学マネジメントセ
ンターの林透教授と山下貴弘特任助教による進行で，実際に企業・自治体等の方から現状や

課題に関する発表をもとに，その解決法について企業・自治体等の方と一緒に考え，提案す

るグループワークを行った。 
出展団体と課題は以下のとおり。 

（1）株式会社箔一「金箔メーカーにおける，ものづくりを知ってもらうための方法は？」 
（2）株式会社小林製作所「板金を使った新規プロダクトを企画しよう！」 
（3）能登町役場・能登高校魅力化プロジェクト「過疎化・少子化で入試倍率 1倍を下回る
地元県立高校を地域に欠くことのできない教育機関として今後も存続／発展させるに

は？」 
（4）加賀商工会議所「マスクあり婚活イベントにおいて，より仲が深まるコミュニケーシ
ョンとは？」 

 参加した企業・自治体等から「学生が自分ゴトとして我々が提示した問題・課題について

検討してくれた。短い期間・時間のなかで学生の成長が見て取れた」「面白い学生が多く，

また先生方のファシリテートと講義が非常に面白かった」「職場での起案にも活かせるプロ

セスを学べた」「学生の皆さんと直接接する機会がほとんどないため，このような機会をい

ただけて非常にありがたいです。また，ただ接するだけでなく，企業のことについてより深

く考察していくことができるため，学生の皆さんの企業理解と私たちの大学生に対する理

解を互いに深めていくことができる点も非常に良いと感じます」といった好評が寄せられ

た。 
 なお，加賀商工会議所から要望のあった「マスクあり婚活イベントにおいて，より仲が深

まるコミュニケーションとは？」という課題をもとに,学生グループが検討・提案したアイ
デアは，令和 5年 2 月 11 日開催の加賀商工会議所 婚活プロジェクト主催「デコぷりん恋
活」にて採用され，当該イベントに提案した学生 3名が参加協力した。さらに，令和 5年 3
月 3日（金）付け『日本経済新聞朝刊』地域面（北陸版）において，企業等の社会人と協働
した授業取組や授業終了後の活動成果が記事掲載された。 

 
 

  
図表Ⅳ-11 「融合先導知実践演習 B（アイデアキャンプ）」の講義の様子 

  
参参加加者者アアンンケケーートト（（学学生生））（（55段段階階評評価価（（11：：非非常常にに不不満満～～55：：大大変変満満足足））））  
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参参加加者者アアンンケケーートト（（参参加加団団体体））（（55  段段階階評評価価（（11：：非非常常にに不不満満～～55：：大大変変満満足足））））

  
 

採用の観点から，大卒者に特に期待する知識はどのようなものでしょうか。 8件の回答（複

数回答可） 

  
(＊)その他の 4件は以下のとおり。 
・社会性。    
・問題のありかを捉えて適切に課題設定するチカラ。知的好奇心。フォロワーシップ。情報検索力。 
・学ぶ姿勢。    
・高い基礎能力。論理的思考能力，コミュニケーション能力など。あと昭和的なガッツと根性。それを醸成する成功体

験を持っていること。 
  

図表Ⅳ-13 参加団体アンケート結   
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図表Ⅳ-14 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の 5つの力に関する 

ルーブリック自己評価結    ***p<.001 
  
  
33..44  【【発発展展科科目目：：220000番番】】「「融融合合先先導導知知実実践践演演習習 CC（（総総合合ママネネジジメメンントトゲゲーームム））」」 

GS発展系科目（専門教育科目）「融合先導知実践演習 C（総合マネジメントゲーム）」（Q3・
集中講義）を開講し，3学域の 1年次から 4年次まで，36名の受講者が履修した。 
この授業では，今年度新たに開講した科目で，学域・学類，学年を超えた学生同士が，メ

ーカーのマネジメントを体感することにより，実際の厳しいビジネスの環境や各活動の意

義や機能を理解できる総合演習を通して，3つのリテラシー（データリテラシー，ヒューマ
ンリテラシー，科学技術リテラシー）を融合した専門知と鋭敏な飛躍知を備えた「融合先導

知」に統合することを目標としている。 
まず，事前オリエンテーションを開催し，教学マネジメントセンターの林透教授が，授業

の概要や評価等に関する説明を行った。次に，令和 4年 12月 6日（火）と令和 4 年 12月
7 日（水）に対面で，京セラ株式会社から人材育成部の武島あいり氏，同社の人材開発部の
赤根幹太氏，同社の産学連携推進部の大西実氏をファシリテーターを招き，ワークの理解，

経営方針・戦略立案ミーティング（作戦会議），製品企画ミーティング及びプロモーション・

ミーティングを行い，2日目は製品制作・プロモーション制作とワークの振り返り等を行っ
た。 
受講者からは，「グループで協力して１つの製品を作成する機会は，貴重な経験になった」

「実際のビジネスについて学べた参加してよかったと思える機会になった」「ゲーム以上に

振り返りの時間，まとめ講義の時間での学びが多かった。理由としては，体験したことを理

論として落とし込むことができたからで，どちらが欠けても同じ学びにはならなかったと

思う」「全体を通して自分の力不足を痛感できたところが満足したところです」といった感

想が寄せられた。 
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図表Ⅳ-15 「融合先導知実践演習 C（総合マネジメントゲーム）」の講義の様子 

  
  

 
 

参参加加者者アアンンケケーートト（（学学生生））  

 
図表Ⅳ-16 履修者アンケート結  

  
 

 
図表Ⅳ-17 「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）」の 5つの力に関する 
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33..55  【【成成果果科科目目：：330000番番】】「「実実践践イインンタターーンンシシッッププ」」 
GS発展系科目（専門教育科目）「実践インターンシップ」（Q4・集中講義）を開講し，2

学域の 1年次から 3年次まで，11名の受講者が履修した。 
この授業では，今年度新たに開講した科目で，文理融合・分野横断の学びを通して修得し

た知識やスキルを社会共創の場で実際に行動・挑戦してみることで，課題解決能力の実践知

を育むことを目的として，社会のリアルな課題に対して，課題発見・解決を実践するプログ

ラムである。分野の異なる学生だけではなく，企業や自治体など，異なる年代や立場の方々

と協働し，成果を出すことを目指している。 
プログラムは，１）事前研修，２）実践学習，３）振り返りの３つで構成し，実践学習で

は，企業・自治体等の方に受け入れていただき，実際のフィールドで課題の解決法について

企業・自治体等の方と一緒に課題の解決策を考え，実際に行動する。 
実践インターンシップの受け入れ先・テーマは以下のとおりである。 
（1）TSK 株式会社：物流の包装・マテハン・システムをトータルコーディネートできる  

技術の会社 
・住所：富山県富山市三郷 9番地 
・テーマ：企業商品 PRの映像撮影・編集を通した，企業の魅力発見・発信 
・内容：企業紹介，工場見学，現場実習，映像構成の協議，インタビュー，撮影，編集，検

収，編集，最終校正，上映会の開催，フィードバック 
・人数：3人 
 
（2）吉田司株式会社：スポーツや医療の分野で利用されているサポーターのメーカー 
・住所：石川県かほく市内日角 72 
・テーマ：企業 PRの映像撮影・編集を通した，企業で働く人と製品の魅力発見・発信 
・内容：企業紹介，工場見学，現場実習，映像構成の協議，インタビュー，撮影，編集，検

収，編集，最終校正，上映会の開催，フィードバック 
・人数：4人 
 
（3）ミミミラボ：三谷産業と特定非営利活動法人みんなのコードが運営する子ども向け 

クリエイティブ・ラボ 
・住所：石川県金沢市芳斉 1丁目 3-3 
・テーマ：デジタル×居場所 得意を通して 10代と関わる 
・内容：活動紹介，施設見学，現場実習，広報媒体の協議，インタビュー，撮影，編集，検

収，編集，最終校正，提案会の開催，フィードバック 
・人数：4人 
  
  
  
  
  
  

 
 

33..66  ガガククセセイイ社社会会科科見見学学（（ババススツツアアーー））  
先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）の一環として，ガクセイ社会科見学（バ
スツアー）を本年度 2回開催し，様々な学域と学年の学生ら計 40名が参加した。本企画は，
地域社会を活かした体験や人との交流をとおして，多面的見方が促され，新しい解決策やイ

ノベーションを生み出す一歩となることを目指している。 
初回となる令和 4年 6月 15日（水）は株式会社箔一，2回目となる令和 4年 11月 11日
（金）に株式会社森八の専光寺工場を訪問し，普段は立ち入れない場所や働いている方々

（経営者や大学 OB・OGなど）から直接，企業や地域の魅力・課題に関する講話や質疑応
答に答えていただいた。 
 参加者によると，「多くの新しい知識に触れることができた」「普段知らない和菓子の歴史

を知れたことが良かったです」といった声が寄せられ，盛会のうちに会を終えた。 
 開催記事および撮影は，当日参加した学生の中から協力者を募り，執筆と写真と映像の撮

影を依頼するとともに，当日参加できない学生向けに映像制作を行った。 
 

  

  
図表Ⅳ-18 第 2回ガクセイ社会科見学の様子 
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図表Ⅳ-19 参加者による満足度（5段階評価（1：非常に不満～5：大変満足）） 

 
●満足・不満足の理由（一部抜粋） 
・普段知らない和菓子の歴史を知れたことが良かったです。特に黒羊羹やあんこの歴史に

興味を持ちました。 
・和菓子作りの工程を実際に見ることが出来て感慨深い。直売所があるのが嬉しかった。 
・普段は入れない場所を見学することができたから 
・今回の社会科見学に参加しなければ，おそらく絶対に聞けないようなお話を聞くことが

できたからです。特に餡の種類の多さや作り方など，餡へのこだわりに驚きました。 
・普段絶対見れないような貴重なものをたくさん見せていただきました。 
・多くの新しい知識に触れることができた。 
・和菓子の製造過程や作るにあたっての工夫，歴史を知ることができたから。 
・実際に職人の話を聞ければもっと良かった。 
  

  
図表Ⅳ-20 訪問した企業等のインターンシップや先輩との座談会等への参加希望の有無 
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44..  アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイジジンンググをを中中心心ととししたた学学修修支支援援のの取取組組  
 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）では，アカデミック・アドバイザーの
役割が極めて重要である。文理融合教育，異分野協働により，多様な知を得て「融合した専

門知」を涵養することがプログラムの目的ではあるが，何より自身の学類専門教育がおろそ

かになってはいけない。ポートフォリオ機能の改修により，学類教員，アドバイザー，学生

が，履修状況やプログラムの進捗度を一目で把握し，3者で共有する体制を構築した。 
 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）では，アカデミック・アドバイザー（特
任助教）による履修・指導アドバイジングによるオーダーメード型の履修指導を主題とし，

学生と教員の密な対話活動は大きなウェートを占めており，本学としても重要なものとし

て認識している。また，プログラム受講者と KU-STEAM 学生スタッフとの対話の機会を

積極的に設けながら，教員・学生が共に学びつつ事業を進めていきたい。 
 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）におけるアカデミック・アドバイジン
グを中心とした学修支援の枠組は，「①先導 STEAM人材育成プログラムの履修ガイド，履
修モデルの提示など（広報活動を含む）」「②正課及び正課外での学びの機会ガイドや成長の

促進など（自律的学修支援）」「③学修者同士がつながる連鎖とコミュニティづくりなど（コ

ミュニティ創出支援）」であり，その概要図は図表Ⅳ-21のとおりである。 
 

  
図表Ⅳ-21 アカデミック・アドバイジングを中心とした学修支援の概要  
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まず，プログラムの履修ガイド，履修モデルの提示（広報活動を含む）では，4 学域 19
学類，約 1,800名の新入生を対象に「オリエンテーション等」において，KU-STEAMのパ
ンフレットの先輩履修者の声をもとにプログラムの説明を行った。また，融合・人間社会・

理工・医薬保健の 4 学域の学生が実際に体験談を語り，教員から授業内容や履修方法等つ
いて説明を行う「ランチョンセミナー」を合計 14回開催し，累計 21名（学内 18名，学外
3名）のゲストを招き，426名（学生 369名，教職員 57名）の参加があった。これによっ
て，気軽に先輩履修者の体験談を聞くことができる機会を提供できた。 

 
図表Ⅳ-22 「ランチョンセミナー」の様子 

  
次に，正課及び正課外での学びの機会ガイドや成長の促進（自律的学修支援）では，学生

との面談を行い，学生スタッフの活動拠点として，教学マネジメントセンター内に「STEAM
ラボ」を設置した。「STEAM ラボ」でのアカデミック・アドバイジングの件数も着実に   

増えており，これまでの支援内容としては，授業関連(質的分析，授業課題)，課外活動(イベ
ント，チラシ制作)，デザイン・映像編集，起業相談等があげられる。また，「STEAMラボ」
では，学生スタッフ同士の意見交換や各種作業を行うスペースを設けており，撮影機材， 

動画編集作業用の高性能 PC，動画・イラスト編集ソフトのほか，学習用の図書等を用意し
ている。授業の案内チラシ，イベントの開催記事執筆や開催動画の制作など，学生の希望に

応じて新しいことに挑戦する，またはスキルアップできる機会を提供している。 
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図表Ⅳ-24 KU-STEAM学生スタッフが作成した学内広報用チラシ（一部） 
 
 さらに，学修者同士がつながる連鎖とコミュニティづくり（コミュニティ創出支援）では，

KU-STEAMプログラムの関連科目を履修した学生がサポーターとして活動に「ピア・サポ
ーター」として参画している。ピア・サポート，ファシリテーションの事前研修を行い，ア

イスブレイクの実施やグループワークの伴走支援として成果をあげている。課外活動では，

高校生対象のイベント（探究・STEAMフェスタ）での対話スキルを発揮し，探究心を引き
出す試みに広がっている。コミュニティ化の一環として，KU-STEAM学生スタッフは後述
するが，教員によるアカデミック・アドバイジング(AA)とともに，学生同士が支え合い，学
び合うピア・サポートのコンセプトを融合させながら，教職学協働によるラーニング・コミ

ュニティを創設することが重要である。 
本事業では，アカデミック・アドバイザーを務める教員を中心に，KU-STEAM学生スタ
ッフが連携する形で，ランチョンセミナーや STEAM ラボの場づくりを通して，新しい学

修支援スタイルを目指している。 
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55..  KKUU--SSTTEEAAMM学学生生ススタタッッフフのの取取組組  
学域・学類を超えて，多様な専門知の融合により課題解決力を鍛える文理融合・分野横断

型の先導 STEAM 人材を育成するプログラムでは，担当教員によるアカデミック・アドバ

イジングに加えて，学びの主体者として，学生同士で学び合うピア・サポート，学生向けの

説明会等でのプレゼンテーション，共創型ワークショップや実践インターンシップの企画

づくり，STEAMラボでのデザイン創作（動画編集，ニュースレター作成）など，学生同士
の学び合いを大切にし，ピア・サポート体制の整備を進めている。このような活動に関わる

KU-STEAM 学生スタッフを令和 3 年度に創設して以来，各学域の 1 年生から大学院学生
まで，22名（令和 5年 3月現在）が登録している。教職員の研修以外にも，学生スタッフ
が自主的に自らの得意を持ち寄って学びあう自主勉強会などが誕生している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅳ-26 学生スタッフ募集チラシ          図表Ⅳ-27 学生スタッフ紹介ボード 

                  
                                  

                                        

                                                        

                                                                

        とと    

        学学生生ススタタッッフフととしし  参参加加ししたた      関関心心のの  るる      おお    にに
                            
    ：：    大大学学  学学ママネネジジメメンントトセセンンタターー    
メメーールルアアドドレレスス：：                            
（（    ：：    キキャャンン  スス・・イインンキキュュ  ーーシショョンン     階階「「     ララボボ」」））

ここ    人人ににおおすすすす    

おお問問  合合    

・・      集集      しし      やや実実  ををつつ    たた  人人

・・  学学  ・・学学  のの学学生生とと    しし      しし    たた  人人

・・  輩輩学学生生たたちちのの学学びびののササポポーートトにに関関心心がが  るる人人

     とと           （（科科学学））            （（    ））  
           （（  学学・・  のの      ））     （（    ・・リリ  ララルル
アアーー  ））             （（  学学））のの つつのの    のの      をを
組組  合合    たた  育育概概念念ののこことと            がが    人人  知知  
のの        のの中中がが大大    変変  すするる中中  生生      ししたた  

ここ        しし      るる取取  組組    すす   
          ににおおしし      しし           
    者者よよ  

    大大学学のの学学  ・・学学  をを          様様      知知のの融融合合にによよ  
        力力をを    るる          のの先先導導     人人材材をを育育成成すするる
ププロロググララムム  すす  

 
 

11..  共共通通教教育育 GGSS科科目目 66群群のの取取組組  
学士課程のリベラルアーツ科目である共通教育 GS 科目と学域 GS 専門科目は，世界で活

躍する「金沢大学ブランド」人材育成のために設けられた本学独自の人材育成方針である

「金沢大学＜グローバル＞スタンダード（KUGS）」に基づき開設した授業科目であり，次

の 5 項目（5 群）：1.自己の立ち位置を知る，2.自己を知り，自己を鍛える，3.考え・価値観

を表現する，4.世界とつながる，5.未来の課題に取り組む，により構成していた。本事業の

下，令和 3 年 4 月に新たに STEAM 教育を取り入れた第第 66 ののススタタンンダダーードド「「新新ししいい社社会会をを

生生ききるる」」（（SSoocciieettyy  55..00 ににおおいいてて，，幅幅広広いい分分野野やや考考ええ方方をを俯俯瞰瞰ししてて異異分分野野ををつつななげげるる力力とと新新たた

なな物物事事ににチチャャレレンンジジすするるママイインンドドをを備備ええ，，多多様様なな他他者者ととのの協協働働にによよりり未未来来のの社社会会的的課課題題をを

解解決決にに導導くくたためめのの能能力力））にに基基づづくく 55 科科目目をを開開設設しし，，既既存存ののススタタンンダダーードドとと同同列列にに学学修修目目標標

をを設設定定した。 

 
図表Ⅴ-1 金沢大学（グローバル）スタンダード概要 

 
 
共通教育 GS 科目に「新しい社会を生きる」と題した 6 群を新設し，SSTTEEAAMM 教教育育のの各各領領

域域にに対対応応ししたた図図表表ⅤⅤ--22 にに示示ししたた 55 科科目目をを令令和和 33 年年度度かからら開開講講ししてておおりり，，令令和和 44 年年度度ににはは，，

延延べべ 55,,440000 名名程程度度のの学学生生がが履履修修した。デザイン思考入門等の担当教員を新たに採用し，シ

ラバス及び教材作成のための担当教員間の FD 活動を積極的に行い，授業内容の充実を図

っている。 
教学マネジメントセンターでは，学生授業評価アンケート結果を活用し，新設の 6 群科

目と既存の 1～5 群科目との学修成果に関する比較分析を行い，図表 V-3 のとおり，共共通通  

教教育育 GGSS 科科目目 66 群群はは他他のの科科目目群群にに比比べべ，，授授業業外外時時間間がが多多いいことが明らかとなった。同様の

調査分析は今後継続的に行っていくこととしている。 
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図表Ⅴ-2 共通教育 GS科目 6群の概要 

SSTTEEAAMM 領領域域 授授業業科科目目 
学学修修成成果果 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ革新力 人間拡張力 ﾃﾞｰﾀﾘﾃﾗｼｰ ﾒﾀ解析力 課題解決力 

SScience 
インテグレー

テッド科学 〇 ◎ ― ―  

TTechnology＆
EEngineering 

AI 入門 ◎ ― 〇 〇 〇 

情報の科学 〇 ― ◎ 〇 ― 

AArts 
デザイン思考

入門 ― 〇 ― 〇 ◎ 

MMathematics 
論理学と数学

の基礎 ― 〇 〇 ◎ 〇 

 
 

 
図表Ⅴ-3 共通教育 GS科目における授業外学習時間の各群比較   ***p<.001 

 
 
また，同じく令和 3 年度から，学域内の分野横断型専門科目として学域ごとに定める「学

域 GS 専門科目」の内容を刷新した上で，前年度までの 2 単位から 8 単位（一部 6 単位）

の選択必修とし，質・量ともに拡充した。従前の学域を俯瞰する科目群の履修に加え，新た

に，大学で学ぶ上で欠かすことのできない主体的・自主的学習への動機づけやそれぞれの専

門分野の社会的な役割を学ぶ「アカデミックスキル」（1 単位）と高校及び教養教育の学び

からの橋渡しとし少人数ゼミナール形式で学ぶ「プレゼン・ディベート論」（1 単位）の 2
科目を必修，加えて「データサイエンス応用系科目群」から 2 単位以上を選択必修とし，各

専門分野におけるデータサイエンスの利活用を学ぶ。なお，開設科目区分の見直し等により

卒業に必要な修得単位数は従前を維持することで，適切な学修量とした。 

 
 

図表Ⅴ-4 学域 GS科目の拡充（理工学域の例） 
 
 
２２..  デデザザイインン思思考考テテスストトのの導導入入  

KU-DP 事業で取り組む文理融合・分野横断教育（STEAM 教育）では，知識集約型社会

（Society 5.0 社会）が目指す人間中心の暮らしや経済を実現するために資する人材育成を

目指している。具体的には，「デザイン思考」や「アントレプレナーシップ」を身に付けな

がら新しい価値を創造するイノベーション人材の育成である。 
 新新たたなな価価値値創創造造のの分分野野がが「「モモノノ」」かからら「「ココトト」」ににシシフフトトししててききてていいるる中中でで，，「「ココトト」」ののデデ

ザザイインンをを行行ううここととががででききるる資資質質・・能能力力がが分分野野をを問問わわずず大大事事になってきている。 
 このような観点から，「「デデザザイインン思思考考力力」」をを測測定定すするるアアセセススメメンントトテテスストトをを試試行行導導入入しし，，

KKUU--DDPP 事事業業でで展展開開すするる文文理理融融合合・・分分野野横横断断教教育育（（SSTTEEAAMM 教教育育））のの教教育育成成果果及及びび学学修修成成果果

のの把把握握とと検検証証に役立てることとする。 
 「デザイン思考力」を測定する動きは，香川大学において独自開発による導入が検討され

ているが，本学では，就活生を主な対象として 20 万人規模の受検実績を有する VISITS 
Technologies 株式会社が開発する「デザイン思考テスト」について試行導入し，融合学域

学生や先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）受講生を対象に実施した。 
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図表Ⅴ-3 共通教育 GS科目における授業外学習時間の各群比較   ***p<.001 
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【受検状況】 
実施時期：令和 5 年 1 月 23 日（月）～2 月 17 日（金） 
受検対象：融合学域先導学類・観光デザイン学類のすべての学生（124 名）， 
     先導 STEAM 人材育成プログラムのうち Q4 開講クラス受講生（177 名）（内訳： 

「デザイン思考入門」（Q4）1 クラス（60 名），「融合先導知概論 A」2 クラス（76
名），「融合先導知実践演習 A」1 クラス（30 名），「実践インターンシップ」1 ク

ラス（11 名））   計 301 名を対象 
受検方法：融合学域学生については，主にポータルメッセージによる受検案内 
     先導 STEAM 人材育成プログラム受講生については，主に授業時間内での受検

実施 
回答者数：創造セッション及び評価セッションをすべて完了した者は，166 名（回答率 55.1％） 
 
 
【受検結果概要】 
（１）受検者内訳 

 
 
（２）創造セッション 
①ニーズ発見力ランク 

 
 
 

1年 2年 3年 4年
融合学域 13 3 16
人間社会学域 36 6 1 4 47
理工学域 42 4 2 1 49
医薬保健学域 41 2 43
総合教育部 11 11
総計 143 15 3 5 166

学年
学類

総計

 
 

②ソリューション創出力ランク 

 
 
 
③創造力ランク 

 
 
 
（３）評価セッション 
①ニーズ評価力ランク 
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②ソリューション評価力ランク 

 
 
③評価力ランク 

 
 
（４）デザイン思考テスト全体 
①デザイン思考スコア 

 
 

②デザイン思考スコアランク 

 
 
 
③アイデア数 

 
 

図表Ⅴ-5 令和 4年度「デザイン思考テスト」結果概要 
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【考察】 
 デザイン思考テスト受検者 166 名について，共通教育 GS 科目 6 群「デザイン思考入門」

受講者または融合学域における「デザイン思考」「デザイン思考演習」受講者を「デザイン

思考教育受講経験あり群」として，「受講経験なし群」との差の検定を行った。「デザイン思

考教育受講経験あり群」のデザイン思考スコア平均が「受講経験なし群」のスコア平均より

高く，有意差が見られた。 
 この結果から，本学におけるデザイン思考教育の成果を一定程度証明することができる

ものと考えられる。来年度以降のデザイン思考スコアを把握しながら，経年変化を調査して

いきたい。 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅴ-6 デザイン思考教育受講経験有無による「デザイン思考スコア」の比較 
** p< .01 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

** 

 
 

３３..  大大学学院院 GGSS科科目目のの拡拡充充  
令和 4 年度から，リベラルアーツ教育拡充を一つの軸として共通教育 GS 科目，学域 GS

科目の拡充に続き，大学院課程にその成果を波及させ，大学院 GS 科目を拡充した。全研究

科を横断して共通開講する大学院 GS 基盤科目（修士・博士前期課程），大学院 GS 発展科

目（博士・博士後期課程）を開設し，各４単位の修得を全ての大学院学生に課している。 
 特に，大学院 GS 基盤科目の一つである「知識集約型社会とデータサイエンス」では，文

理融合教育や STEAM 教育の意義や価値を学びながら，総合知の創出に貢献する学修機会

を全研究科の学生に提供している。 
 

図表 V-7 博士前期課程・修士課程における大学院 GS基盤科目一覧 

 
 

図表 V-8 博士後期課程・博士課程における大学院 GS発展科目一覧 

 

科科目目名名称称 単単位位
充充足足
要要件件

担担当当 成成績績評評価価
開開設設
ククララスス

開開講講QQ 曜曜日日時時限限
備備考考

※※EEMMII  ((EEnnggll iisshh  MMeeddiiaatteedd  IInnssttrruuccttiioonn：：
英英語語でで開開講講すするる科科目目  ））科科目目

運運営営責責任任部部局局

異異分分野野研研究究探探査査ⅠⅠ
LLaabboorraattoorryy  RRoottaattiioonn  ⅠⅠ 00..55 必必修修

異異分分野野研研究究探探査査ⅡⅡ
LLaabboorraattoorryy  RRoottaattiioonn  ⅡⅡ 00..55 必必修修

水５ 人社環研，法学，教職/EMI
金１ 自然研（数物，物化）/EMI
金３ 自然研（機械，生命）/EMI
金４ 自然研（フロ，地球），新学術/EMI
火４ 自然研（電情，地球）/EMI

水６ 医薬保（医）/EMI

水２ 医薬保（創薬）/EMI
月5/月６ 医薬保（保健）/EMI

Q3 木１ 全研究科（10月入学者）/EMI
Q3 水５
Q3 火4

Q4 水６

Q4 集中 EMI科目

Q3 火２ 対面（一部オンデマンド）

Q4 金２ 対面（一部オンデマンド）
Q3 金２ 対面/EMI科目
Q1 月６ イノベーション方法論A

Q2 月６ イノベーション方法論B

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII基基盤盤
MMaatthheemmaattiiccaall,,  DDaattaa  SScciieennccee,,  aanndd  AAII  BBaassiicc 11 各研究科 各研究科 ― Q1～Q2/

Q3～Q4
集中

E-Learning（SIGNATE Cloud）
＊保健学専攻ではR5は開講しない。

各研究科

人人間間とと社社会会のの課課題題 Q2 水5 日英併用で実施
HHuummaann  aanndd  ssoocciiaall  cchhaalllleennggeess Q4 集中

Q1 火５ 技術経営論A（定員140名）
Q1 水４ 技術経営論B（定員140名）
Q2 集中 技術経営論A
Q2 集中 技術経営論B

ヘヘルルススケケアア・・イイノノベベーーシショョンン
IInnnnoovvaattiioonn  iinn  HHeeaalltthhccaarree
破破壊壊的的ｲｲﾉﾉﾍﾍﾞ゙ｰーｼｼｮｮﾝﾝにに向向けけたた技技術術経経営営論論
MMOOTT  aass  ffoorr  DDiissrruuppttiivvee  IInnnnoovvaattiioonn

国際基幹教育院
(開講曜日時限等は学務課調
整)

研研究究者者倫倫理理
RReesseeaarrcchh  EEtthhiiccss 11 必必修修

垣内康孝
黒川英徳

GRUENEB
ERG.P

各研究科

各研究科

1年次のQ1・Q2（10月期入学者はQ3・Q4）に研
究室体験・ラボローテーションを行う。
＊保健学専攻ではR5は「異分野研究探査1単位」
で開講する。

集中
Q1～Q2/
Q3～Q4―各研究科各研究科 各研究科

Q1

自然科学研究科

知知識識集集約約型型社社会会ととデデーータタササイイエエンンスス
DDaattaa  SScciieennccee  iinn  SSoocciieettyy  55..00 11 林透

南保英孝
担当教員 4 対面（一部オンデマンド）

教学マネジメントセン
ター，数理・データサイエ
ンス・AI教育センター
(開講曜日時限等は学務課調
整)

次次世世代代のの先先端端科科学学技技術術
AAddvvaanncceedd  SScciieennccee  aanndd  TTeecchhnnoollooggyy
iinn  tthhee  NNeexxtt  GGeenneerraattiioonn

11
米田隆
各研究所

各センター
金6 医薬保健学総合研究科

11

9 Q1

イイノノベベーーシショョンン方方法法論論
IInnnnoovvaattiioonn  MMeetthhooddoollooggyy 11

秋田純一
浅川直紀

他
担当教員 2

ススママーートト創創成成科科学学
SSmmaarrtt  SScciieennccee  aanndd  TTeecchhnnoollooggyy  ffoorr
IInnnnoovvaattiioonn

11
西山宣昭
藤生　慎
大野浩之
森　祥寛

担当教員 3

選選択択
必必修修
11単単位位

担当教員 1

木6

水3

11
米田隆
佐々木
米田貢

担当教員 1

EMI科目

技技術術経経営営論論
MMaannaaggeemmeenntt  ooff  TTeecchhnnoollooggyy 11 木綿隆弘

他 担当教員 4
選選択択
必必修修
11単単位位

小林宏明
他 担当教員 2

11 松島大輔 担当教員 1 Q3

Q3

自然科学研究科

人間社会環境研究科

自然科学研究科

医薬保健学総合研究科

自然科学研究科

大学院ＧＳ発展科目名 単位
充足
要件 担当教員 成績評価

開設
クラス 開講期 曜日時限 運営責任部局

次世代研究者倫理
Research Ethics for Ph.D.
Researchers

1 必修 各指導教員等 各研究科 ― Q1 集中 各研究科

次世代エッセンシャル実践
Transferable Skills for Ph.D.
Researchers

1 必修 プログラム履修学
生の指導教員

各研究科 ―
各研究科
で設定

集中 各研究科

次世代イノベーション開拓
Unleashing the Potential of
Innovation for Future 1 融合研究域

松島大輔
担当教員 1 Q2 集中 自然科学研究科

数理・データサイエンス・AI発展
Mathematical, Data Science, and AI
Advanced

1 各指導教員等 各研究科 ―
Q1～Q2/
Q3～Q4

集中 各研究科

国際研究実践
International Collaborative Research
for Innovation

1 必修 各研究科教員 各研究科 ―
各研究科
で設定

集中 各研究科

選択必修
1単位
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※※EEMMII  ((EEnnggll iisshh  MMeeddiiaatteedd  IInnssttrruuccttiioonn：：
英英語語でで開開講講すするる科科目目  ））科科目目

運運営営責責任任部部局局

異異分分野野研研究究探探査査ⅠⅠ
LLaabboorraattoorryy  RRoottaattiioonn  ⅠⅠ 00..55 必必修修

異異分分野野研研究究探探査査ⅡⅡ
LLaabboorraattoorryy  RRoottaattiioonn  ⅡⅡ 00..55 必必修修

水５ 人社環研，法学，教職/EMI
金１ 自然研（数物，物化）/EMI
金３ 自然研（機械，生命）/EMI
金４ 自然研（フロ，地球），新学術/EMI
火４ 自然研（電情，地球）/EMI

水６ 医薬保（医）/EMI

水２ 医薬保（創薬）/EMI
月5/月６ 医薬保（保健）/EMI

Q3 木１ 全研究科（10月入学者）/EMI
Q3 水５
Q3 火4

Q4 水６

Q4 集中 EMI科目

Q3 火２ 対面（一部オンデマンド）

Q4 金２ 対面（一部オンデマンド）
Q3 金２ 対面/EMI科目
Q1 月６ イノベーション方法論A

Q2 月６ イノベーション方法論B

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII基基盤盤
MMaatthheemmaattiiccaall,,  DDaattaa  SScciieennccee,,  aanndd  AAII  BBaassiicc 11 各研究科 各研究科 ― Q1～Q2/

Q3～Q4
集中

E-Learning（SIGNATE Cloud）
＊保健学専攻ではR5は開講しない。

各研究科

人人間間とと社社会会のの課課題題 Q2 水5 日英併用で実施
HHuummaann  aanndd  ssoocciiaall  cchhaalllleennggeess Q4 集中

Q1 火５ 技術経営論A（定員140名）
Q1 水４ 技術経営論B（定員140名）
Q2 集中 技術経営論A
Q2 集中 技術経営論B

ヘヘルルススケケアア・・イイノノベベーーシショョンン
IInnnnoovvaattiioonn  iinn  HHeeaalltthhccaarree
破破壊壊的的ｲｲﾉﾉﾍﾍﾞ゙ｰーｼｼｮｮﾝﾝにに向向けけたた技技術術経経営営論論
MMOOTT  aass  ffoorr  DDiissrruuppttiivvee  IInnnnoovvaattiioonn

国際基幹教育院
(開講曜日時限等は学務課調
整)

研研究究者者倫倫理理
RReesseeaarrcchh  EEtthhiiccss 11 必必修修

垣内康孝
黒川英徳

GRUENEB
ERG.P

各研究科

各研究科

1年次のQ1・Q2（10月期入学者はQ3・Q4）に研
究室体験・ラボローテーションを行う。
＊保健学専攻ではR5は「異分野研究探査1単位」
で開講する。

集中
Q1～Q2/
Q3～Q4―各研究科各研究科 各研究科

Q1

自然科学研究科

知知識識集集約約型型社社会会ととデデーータタササイイエエンンスス
DDaattaa  SScciieennccee  iinn  SSoocciieettyy  55..00 11 林透

南保英孝
担当教員 4 対面（一部オンデマンド）

教学マネジメントセン
ター，数理・データサイエ
ンス・AI教育センター
(開講曜日時限等は学務課調
整)

次次世世代代のの先先端端科科学学技技術術
AAddvvaanncceedd  SScciieennccee  aanndd  TTeecchhnnoollooggyy
iinn  tthhee  NNeexxtt  GGeenneerraattiioonn

11
米田隆
各研究所

各センター
金6 医薬保健学総合研究科

11

9 Q1

イイノノベベーーシショョンン方方法法論論
IInnnnoovvaattiioonn  MMeetthhooddoollooggyy 11

秋田純一
浅川直紀

他
担当教員 2

ススママーートト創創成成科科学学
SSmmaarrtt  SScciieennccee  aanndd  TTeecchhnnoollooggyy  ffoorr
IInnnnoovvaattiioonn

11
西山宣昭
藤生　慎
大野浩之
森　祥寛

担当教員 3

選選択択
必必修修
11単単位位

担当教員 1

木6

水3

11
米田隆
佐々木
米田貢

担当教員 1

EMI科目

技技術術経経営営論論
MMaannaaggeemmeenntt  ooff  TTeecchhnnoollooggyy 11 木綿隆弘

他 担当教員 4
選選択択
必必修修
11単単位位

小林宏明
他 担当教員 2

11 松島大輔 担当教員 1 Q3

Q3

自然科学研究科

人間社会環境研究科

自然科学研究科

医薬保健学総合研究科

自然科学研究科

大学院ＧＳ発展科目名 単位
充足
要件 担当教員 成績評価

開設
クラス 開講期 曜日時限 運営責任部局

次世代研究者倫理
Research Ethics for Ph.D.
Researchers

1 必修 各指導教員等 各研究科 ― Q1 集中 各研究科

次世代エッセンシャル実践
Transferable Skills for Ph.D.
Researchers

1 必修 プログラム履修学
生の指導教員

各研究科 ―
各研究科
で設定

集中 各研究科

次世代イノベーション開拓
Unleashing the Potential of
Innovation for Future 1 融合研究域

松島大輔
担当教員 1 Q2 集中 自然科学研究科

数理・データサイエンス・AI発展
Mathematical, Data Science, and AI
Advanced

1 各指導教員等 各研究科 ―
Q1～Q2/
Q3～Q4

集中 各研究科

国際研究実践
International Collaborative Research
for Innovation

1 必修 各研究科教員 各研究科 ―
各研究科
で設定

集中 各研究科

選択必修
1単位

− 58 − − 59 −



 
 

11..  教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーのの業業務務概概要要  
学長のリーダーシップの下，本学の FD 支援，教学マネジメントを担ってきた国際基幹教

育院高等教育開発・支援系及び ICT 教育支援を担ってきた総合メディア基盤センターを発

展的に解消し，新たに令和 3 年 4 月に教学マネジメントセンター及び学術メディア創成セ

ンターを設置し，両センター連携により FD，教学 IR，教育 DX を一体として推進する体制

を構築した（図表Ⅵ-1 参照）。 
  学内のマネジメント体制強化のため，教育担当理事の下に置く組織として位置付け，学内

の連絡・調整を円滑にするため，全学の教務委員長・FD 委員長を務める学長補佐をセンタ

ー長に据え，センターの業務を掌理する体制とした。本事業で雇用する特任助教に加え，管

理体制の強化，持続可能な体制構築のため，学長戦略ポストを用意し，他大学でプログラム

コーディネート，教学マネジメントで豊富な実績を有する常勤の専任教授 1 名を新たに雇

用し，センターの専任とした。 
 教学マネジメントセンターの具体的な所掌業務は，以下のとおりである。 
   

① 全学の教学マネジメントの確立，学位プログラム等における教育の質保証及び質向

上に関すること。 
② 教育方法，教育システム及び教育支援等に関する研究開発並びに教育に係る質保証

システムの研究開発に関すること。 
③ 全学的に取り組む教育事業及び分野横断的学位プログラムの企画立案，運営及び評

価に関すること。 
④ 教育スキルの向上に資する支援に関すること。 
⑤ 全学の FD・SD の企画・実施及び学域・研究科等の FD・SD 活動の支援に関する

こと。  
 

図表Ⅵ-1 教学マネジメントセンターの設置及び関係組織との連携体制 
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ⅥⅥ..  教教学学ママネネジジメメンントトセセンンタターーにに関関すするる取取組組実実績績  
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 教学マネジメントセンターの諸活動を始めるにあたり，『教学マネジメント指針』（中央教

育審議会大学分科会 2020）に示された「大学全体」「学位プログラム」「授業科目」レベル

に応じた教学マネジメントの枠組を図表Ⅵ‐2，Ⅵ‐3 のとおり体系づけながら，各レベル

に応じた FD・SD，教学 IR の環境整備と具体的取組を進めている。 
 

 
 

 

 

 

 
  
  

  
  
  

図表Ⅵ-2 教学マネジメントセンターの所掌業務の概要図 
  

 
 

22..  FFDD・・SSDD活活動動のの枠枠組組とと実実績績  
令和 3 年 4 月に，教学マネジメントセンターが設置されたことに伴い，教育担当理事及

び学長補佐（教育改革・学修支援担当）の指示のもと，全学的視点に立った FD・SD 活動

を行いながら，部局 FD との協働・連携・支援を行っていく必要がある。このため，「全学

FD・SD」と「部局 FD」の関係性について事項整理しながら，「全学 FD・SD」で担うべき

こと，「部局 FD」で担うべきことを明確化した。 
  
【【「「全全学学 FFDD・・SSDD」」のの役役割割とと基基本本メメニニュューー】】  
①「全学 FD・SD」の役割 
◆大学の理念や基本方針の理解と共有 
◆教職員として知っておくべき事項，遵守すべき事項の理解と共有 
◆各年度における教学関連の全学的課題の理解と共有 
◆教職協働，教職学協働のための場づくり 
 
 
②「全学 FD・SD」の年間メニュー（基本セット） 
 

図表Ⅵ-3 全学 FD・SDの年間メニュー（基本セット） 

 
 

  
【【「「部部局局 FFDD」」のの役役割割とと基基本本メメニニュューー】】  
①「部局 FD」の役割 
◆各部局における主要事項の理解と共有 
◆各部局における各年度での諸課題の理解と共有 
◆各部局における授業・カリキュラム，学修状況・成果の把握・検証 
◆各部局における全学的課題の理解と共有 
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②「部局 FD」の基本メニュー 
各部局に応じた組織単位での実施を尊重しつつ，部局主催での FD 活動について，以下の

二つの区分に整理した。 
ア）個別テーマ型 FD・・・ 部局における主要事項の理解と共有，部局における各年度で 

の諸課題の理解と共有を目的として，当該部局が独自のテーマ 
設定により実施する FD 

イ）統一テーマ型 FD・・・ 全学的課題の理解と共有などを目的とし，教学マネジメント 
センター等が連携・支援しながら実施する FD 

           （授業評価アンケートや卒業・修了者アンケート等の結果報告， 
機関別認証評価で求められる学位プログラム単位の DP・CP， 
カリキュラム・マップ，カリキュラム・ツリーに関する点検・

見直しなど）       
 
令和 4 年度においては，FD 委員会及び教学マネジメントセンターが企画実施する定例的

な全学 FD 研修会に加え，先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）が本格実施さ

れたことから，教職学協働型の KU-STEAM ランチョンセミナーを新たに企画実施した。

また，高大接続コア・センターと共同主催にて「探究・STEAM フェスタ」という高校生・

高校教員と大学生・大学院学生・大学教員が集う対話の場づくりを設けることができた。こ

れらの取組は令和 5 年度以降も更に発展充実していく予定である。 
本学では，各種セミナー・シンポジウム等を「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹

事校企画として学外に広く公開するとともに，録画データ及び配布資料を学内ポータルサ

イトにて公開・配信している。なお，令和 4 年度下半期からは対面実施が増えつつあり，対

面とオンラインそれぞれのメリットを活かしながら効果的な FD 機会を提供していきたい。 
令和 4 年度全体の FD・SD 実績は以下のとおりである。 

  
図表Ⅵ-4 令和 4年度 FD・SD実績の概要 

ピピアア・・ササポポーートト入入門門ミミニニセセミミナナーー
「「ピピアア・・ササポポーートトをを始始めめるるたためめにに知知っってておおくくここととととはは」」

112277名名
（（学学外外公公開開））

113366名名
（（学学外外公公開開））

8877名名

8833名名
（（学学外外公公開開））

開開催催月月日日 参参加加者者数数

6611名名

5577名名
111111名名

113311名名
（（学学外外公公開開））

44月月下下旬旬～～1111月月上上旬旬
計計1144回回開開催催 442266名名

77月月2200日日（（水水）） 1100名名

内内　　　　　　容容

44月月44日日（（月月））午午前前のの部部
44月月44日日（（月月））午午後後のの部部

令令和和44年年度度「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業」」
採採択択校校合合同同シシンンポポジジウウムム

33月月1144日日（（火火））

1100月月2299日日（（金金））

高高大大接接続続ララウウンンドドテテーーブブルル特特別別企企画画
「「探探究究・・SSTTEEAAMMフフェェススタタ22002222
～～高高校校生生のの探探究究心心にに火火をを灯灯すす～～」」

1122月月1111日日（（日日））

教教学学ママネネジジメメンントトセセミミナナーー22002222
「「教教学学ママネネジジメメンントトののああるるべべきき姿姿をを考考ええよようう！！
～～自自律律的的学学修修者者をを育育ててるるたためめにに～～」」

1122月月2222日日（（木木））

全全学学FFDD研研修修会会
FFDD活活動動報報告告書書成成果果発発表表会会

新新任任教教員員説説明明会会

全全学学FFDD研研修修会会
「「ピピアア・・ササポポーートトをを活活用用ししたた学学修修者者本本位位のの教教育育のの実実現現」」

88月月88日日（（木木））

全全学学FFDD研研修修会会
「「金金沢沢大大学学EEMMII  科科目目（（英英語語にによよるる科科目目））のの現現状状とと今今後後のの展展望望  
  ------SSGGUU  最最終終年年にに向向けけてて今今ででききるる科科目目開開講講ののアアイイデディィアア------」」

99月月2288日日（（水水））

KKUU--SSTTEEAAMMラランンチチョョンンセセミミナナーー

 
 

33..  学学位位ププロロググララムムレレベベルル・・授授業業科科目目レレベベルルをを中中心心ととししたた教教学学ママネネジジメメンントト環環境境整整備備  
 教学マネジメントセンターでは，創設 2 年目に当たる令和 4 年度において，学位プログ

ラムレベル，授業科目レベルを中心とした教学マネジメントに関する基本的な環境整備を

進めた。 
 具体的には，前年度に受審した大学基準協会による機関別認証評価で指摘された改善事

項の対応等の必要性から，DP・CP を中心とした 3 つのポリシーの見直しを行うとともに，

シラバスの記載項目の見直し，さらには，大学院学生版トランスファラブルスキルの策定に

向けた検討である。 
 
33..11  33つつののポポリリシシーーのの全全学学的的見見直直しし  
【DP及びCPの記載に関する改善課題】 
（1）中中央央教教育育審審議議会会大大学学分分科科会会大大学学教教育育部部会会『『「「卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針」」（（デディィププロロ

ママ・・ポポリリシシーー）），，「「教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針」」（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））及及びび「「入入

学学者者受受入入れれのの方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））」」のの策策定定及及びび運運用用にに関関すするるガガイイドドラライイ

ンン』』（平成28年3月31日）（以下，『3つのポリシーに関するガイドライン』という）に

沿ったディプロマ・ポリシー（DP）及びカリキュラム・ポリシー（CP）の作成が不十

分な点が見られた。具体的には，DDPPでで求求めめらられれるる「「学学生生がが身身ににつつけけるるべべきき資資質質・・能能力力

のの目目標標」」のの明明確確化化（（「「何何ががででききるるよよううににななるるかか」」のの具具体体的的にに示示すすこことと））のの再再確確認認がが必必要要

ででああるる点点，CCPPでで求求めめらられれるる主主要要33項項目目（（「「教教育育課課程程編編成成」」「「教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・

学学修修過過程程」」「「学学修修成成果果のの評評価価」」ののあありり方方等等をを具具体体的的にに示示すすこことと））ののううちち，，「「学学修修成成果果のの

評評価価」」のの記記載載がが欠欠落落ししてていいるる点点であった。 
（2）令和3年度機関別認証評価結果では，指摘された学域学類・研究科専攻において，授授与与

すするる学学位位ごごととににDDPP・・CCPPがが書書きき分分けけらられれてていいなないい点点，CCPPでで求求めめらられれるる「「教教育育課課程程編編成成」」

ままたたはは「「教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・学学修修過過程程」」のの具具体体的的記記載載ががなないい点点の改善が求めら

れた。 
   
【再整備事項】 
（1）『3つのポリシーに関するガイドライン』の趣旨に則り，各各ポポリリシシーーのの一一貫貫性性・・整整合合性性

をを考考慮慮すするる観観点点かからら，，新新たたにに，，当当該該学学位位ププロロググララムム単単位位のの33つつののポポリリシシーーにに関関すするるテテンン

ププレレーートト（（図図表表ⅢⅢ--11参参照照））をを提提示示し，その記載項目に沿って，3つのポリシーの該当項

目の記載・見直しを行った。 
（2）学類・専攻において，授授与与すするる学学位位がが複複数数存存在在すするる部部局局ににああっっててはは，，授授与与すするる学学位位ごご

ととににテテンンププレレーートトへへのの各各ポポリリシシーー記記載載を行った。これにより，授与する学位に関する教

育プログラム（学位プログラム）ごとに3つのポリシーを整理することが可能となった。 
（3）テテンンププレレーートトへへのの各各ポポリリシシーー記記載載ににつついいてて不不明明なな点点ががああるる場場合合ににはは，，教教学学ママネネジジメメンン

トトセセンンタターーがが相相談談対対応応しし，，適適宜宜，，必必要要ななココンンササルルテテーーシショョンンを行った。 
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②「部局 FD」の基本メニュー 
各部局に応じた組織単位での実施を尊重しつつ，部局主催での FD 活動について，以下の

二つの区分に整理した。 
ア）個別テーマ型 FD・・・ 部局における主要事項の理解と共有，部局における各年度で 

の諸課題の理解と共有を目的として，当該部局が独自のテーマ 
設定により実施する FD 

イ）統一テーマ型 FD・・・ 全学的課題の理解と共有などを目的とし，教学マネジメント 
センター等が連携・支援しながら実施する FD 

           （授業評価アンケートや卒業・修了者アンケート等の結果報告， 
機関別認証評価で求められる学位プログラム単位の DP・CP， 
カリキュラム・マップ，カリキュラム・ツリーに関する点検・

見直しなど）       
 
令和 4 年度においては，FD 委員会及び教学マネジメントセンターが企画実施する定例的

な全学 FD 研修会に加え，先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）が本格実施さ

れたことから，教職学協働型の KU-STEAM ランチョンセミナーを新たに企画実施した。

また，高大接続コア・センターと共同主催にて「探究・STEAM フェスタ」という高校生・

高校教員と大学生・大学院学生・大学教員が集う対話の場づくりを設けることができた。こ

れらの取組は令和 5 年度以降も更に発展充実していく予定である。 
本学では，各種セミナー・シンポジウム等を「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹

事校企画として学外に広く公開するとともに，録画データ及び配布資料を学内ポータルサ

イトにて公開・配信している。なお，令和 4 年度下半期からは対面実施が増えつつあり，対

面とオンラインそれぞれのメリットを活かしながら効果的な FD 機会を提供していきたい。 
令和 4 年度全体の FD・SD 実績は以下のとおりである。 

  
図表Ⅵ-4 令和 4年度 FD・SD実績の概要 

ピピアア・・ササポポーートト入入門門ミミニニセセミミナナーー
「「ピピアア・・ササポポーートトをを始始めめるるたためめにに知知っってておおくくここととととはは」」

112277名名
（（学学外外公公開開））

113366名名
（（学学外外公公開開））

8877名名

8833名名
（（学学外外公公開開））

開開催催月月日日 参参加加者者数数

6611名名

5577名名
111111名名

113311名名
（（学学外外公公開開））

44月月下下旬旬～～1111月月上上旬旬
計計1144回回開開催催 442266名名

77月月2200日日（（水水）） 1100名名

内内　　　　　　容容

44月月44日日（（月月））午午前前のの部部
44月月44日日（（月月））午午後後のの部部

令令和和44年年度度「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業」」
採採択択校校合合同同シシンンポポジジウウムム

33月月1144日日（（火火））

1100月月2299日日（（金金））

高高大大接接続続ララウウンンドドテテーーブブルル特特別別企企画画
「「探探究究・・SSTTEEAAMMフフェェススタタ22002222
～～高高校校生生のの探探究究心心にに火火をを灯灯すす～～」」

1122月月1111日日（（日日））

教教学学ママネネジジメメンントトセセミミナナーー22002222
「「教教学学ママネネジジメメンントトののああるるべべきき姿姿をを考考ええよようう！！
～～自自律律的的学学修修者者をを育育ててるるたためめにに～～」」

1122月月2222日日（（木木））

全全学学FFDD研研修修会会
FFDD活活動動報報告告書書成成果果発発表表会会

新新任任教教員員説説明明会会

全全学学FFDD研研修修会会
「「ピピアア・・ササポポーートトをを活活用用ししたた学学修修者者本本位位のの教教育育のの実実現現」」

88月月88日日（（木木））

全全学学FFDD研研修修会会
「「金金沢沢大大学学EEMMII  科科目目（（英英語語にによよるる科科目目））のの現現状状とと今今後後のの展展望望  
  ------SSGGUU  最最終終年年にに向向けけてて今今ででききるる科科目目開開講講ののアアイイデディィアア------」」

99月月2288日日（（水水））

KKUU--SSTTEEAAMMラランンチチョョンンセセミミナナーー

 
 

33..  学学位位ププロロググララムムレレベベルル・・授授業業科科目目レレベベルルをを中中心心ととししたた教教学学ママネネジジメメンントト環環境境整整備備  
 教学マネジメントセンターでは，創設 2 年目に当たる令和 4 年度において，学位プログ

ラムレベル，授業科目レベルを中心とした教学マネジメントに関する基本的な環境整備を

進めた。 
 具体的には，前年度に受審した大学基準協会による機関別認証評価で指摘された改善事

項の対応等の必要性から，DP・CP を中心とした 3 つのポリシーの見直しを行うとともに，

シラバスの記載項目の見直し，さらには，大学院学生版トランスファラブルスキルの策定に

向けた検討である。 
 
33..11  33つつののポポリリシシーーのの全全学学的的見見直直しし  
【DP及びCPの記載に関する改善課題】 
（1）中中央央教教育育審審議議会会大大学学分分科科会会大大学学教教育育部部会会『『「「卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針」」（（デディィププロロ

ママ・・ポポリリシシーー）），，「「教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針」」（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））及及びび「「入入

学学者者受受入入れれのの方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））」」のの策策定定及及びび運運用用にに関関すするるガガイイドドラライイ

ンン』』（平成28年3月31日）（以下，『3つのポリシーに関するガイドライン』という）に

沿ったディプロマ・ポリシー（DP）及びカリキュラム・ポリシー（CP）の作成が不十

分な点が見られた。具体的には，DDPPでで求求めめらられれるる「「学学生生がが身身ににつつけけるるべべきき資資質質・・能能力力

のの目目標標」」のの明明確確化化（（「「何何ががででききるるよよううににななるるかか」」のの具具体体的的にに示示すすこことと））のの再再確確認認がが必必要要

ででああるる点点，CCPPでで求求めめらられれるる主主要要33項項目目（（「「教教育育課課程程編編成成」」「「教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・

学学修修過過程程」」「「学学修修成成果果のの評評価価」」ののあありり方方等等をを具具体体的的にに示示すすこことと））ののううちち，，「「学学修修成成果果のの

評評価価」」のの記記載載がが欠欠落落ししてていいるる点点であった。 
（2）令和3年度機関別認証評価結果では，指摘された学域学類・研究科専攻において，授授与与

すするる学学位位ごごととににDDPP・・CCPPがが書書きき分分けけらられれてていいなないい点点，CCPPでで求求めめらられれるる「「教教育育課課程程編編成成」」

ままたたはは「「教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・学学修修過過程程」」のの具具体体的的記記載載ががなないい点点の改善が求めら

れた。 
   
【再整備事項】 
（1）『3つのポリシーに関するガイドライン』の趣旨に則り，各各ポポリリシシーーのの一一貫貫性性・・整整合合性性

をを考考慮慮すするる観観点点かからら，，新新たたにに，，当当該該学学位位ププロロググララムム単単位位のの33つつののポポリリシシーーにに関関すするるテテンン

ププレレーートト（（図図表表ⅢⅢ--11参参照照））をを提提示示し，その記載項目に沿って，3つのポリシーの該当項

目の記載・見直しを行った。 
（2）学類・専攻において，授授与与すするる学学位位がが複複数数存存在在すするる部部局局ににああっっててはは，，授授与与すするる学学位位ごご

ととににテテンンププレレーートトへへのの各各ポポリリシシーー記記載載を行った。これにより，授与する学位に関する教

育プログラム（学位プログラム）ごとに3つのポリシーを整理することが可能となった。 
（3）テテンンププレレーートトへへのの各各ポポリリシシーー記記載載ににつついいてて不不明明なな点点ががああるる場場合合ににはは，，教教学学ママネネジジメメンン

トトセセンンタターーがが相相談談対対応応しし，，適適宜宜，，必必要要ななココンンササルルテテーーシショョンンを行った。 
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図表Ⅵ-5 金沢大学「3つのポリシーテンプレート」 

 
【体系的な再整備を行う上での前提情報】 

『3つのポリシーに関するガイドライン』に基づき，3つのポリシーの定義付けが明示さ

れ，かつ，3つのポリシーの公表が義務化された。なお，33つつののポポリリシシーーのの公公表表のの義義務務化化（（根根

拠拠規規定定：：学学校校教教育育法法施施行行規規則則））ににつついいててはは，，学学士士課課程程はは平平成成2299年年44月月かからら，，大大学学院院課課程程ににつつ

いいててはは令令和和22年年44月月かからら適適用用されている。 
 『3つのポリシーに関するガイドライン』では，下表のとおり，各ポリシーの基本的な

考え方を定義しつつ，3つのポリシーの一貫性・整合性に加え，それぞれのポリシーに書

き込むべき項目が具体的に列挙されているので，それに従って確認を行った。  
 

図表Ⅵ-6 3つのポリシーの基本的な考え方の定義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教学マネジメントセンター

アドミッション・ポリシー（AP）
【入学者受入れに関する基本的考え方（前文）】

【求める人材】

【選抜の基本方針】

【入学までに身に付けて欲しい教科・科目等】

【学生が身に付けるべき資質・能力】（※「学生が何ができるようになるか」を分かりや
すく具体的に記載（シラバスの学修目標のような記載の仕方に心掛ける））

【教育内容・教育方法（教育課程実施）に関する基本的考え方】

（１）・・・・・・・・・・・・できる能力。
（２）
（３）
（４）
（５）
・・・・・

1．教育内容
（1）･･････
●カリキュラムを通した具体的な授業科目構成と教育内容を記載。
●科目群では，～の内容を学ぶ，など

2．教育方法
（1）･･････
●教育学修目標を達成するために採用する具体的な教育方法を記載。
●フィールドワークを重視している，など

【学修成果の評価】
（1）･･････
●教育内容・教育方法に即した多様で柔軟な評価方法を網羅的に記載。
●各科目の評価基準・方法はシラバスに示す，卒業研究の評価は●●によって
行う，卒業時に質問紙調査を行っている，など

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）
【卒業認定・学位授与に関する基本的考え方（前文）】 【教育課程編成に関する基本的考え方】
本学◯◯学類［研究科］は，･･･といった人材[研究者，社会人，市民]を育成す
ることが社会から期待されている。
そうした人材を育成するために，本学類［研究科］では，所定の課程を修め，必
要な単位を修得し，（かつ研究指導を受けた上で，）◯◯論文の審査及び試験に
合格し，次のような目標を達成した者に，◯◯の学位を授与する。

本学類［研究科］では，ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため
に，全学共通科目，専門教育科目を体系的に編成し，講義，演習，実験，実習
を適切に組み合わせた授業科目を開講する。教育課程については，カリキュラ
ム・ツリーやナンバリングを用いてその体系性や構造を明示する。

金沢大学「3つのポリシーテンプレート」

【策定単位】●●学域（研究科）●●学類（専攻・コース）※DP・CP策定の最小単位ごとに別葉で作成，かつ，授与する学位が複数存在する場合には授与する学位ごとに別葉で作成ください。
【授与する学位】学士・修士・博士・専門職学位（●●）※カッコ内に専門分野を明記してください。

大学（大学院）の目的　※学則，大学院学則から引用 学類（研究科）の教育研究上の目的　※学類規則，研究科規則から引用

 
 

（総論） 
● 各大学における教育研究の特性を踏まえ，デディィププロロママ・・ポポリリシシーー，，カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシ

ーー及及びびアアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーーをを一一貫貫性性・・整整合合性性ああるるももののととししてて策策定定するとともに，三三

者者のの関関係係をを分分かかりりややすすくく示示しし，，大大学学内内外外にに積積極極的的にに発発信信すること。 
● 当該大学に関心を持つ様々な関係者（多様な入学希望者，学生，保護者，高等学校関係者，

地域社会，国際社会，産業界等）が十分に理解できるような内容と表現とすること。 
 
（ディプロマ・ポリシーについて） 
● 各大学の教育に関する内部質保証のためのPDCAサイクルの起点として機能するよう，

学学生生がが身身にに付付けけるるべべきき資資質質・・能能力力のの目目標標をを明明確確化化すること。 
● 「「何何ががででききるるよよううににななるるかか」」にに力力点点をを置置きき，，どどののよよううなな学学修修成成果果をを上上げげれればば卒卒業業をを認認定定

しし，，学学位位をを授授与与すするるののかかとといいうう方方針針ををででききるる限限りり具具体体的的にに示示すすこことと。その際，学士課程答

申で示された「各専攻分野を通じて培う学士力～学士課程共通の学習成果に関する参考

指針～」を踏まえるとともに，日本学術会議の「大学教育の分野別質保証のための教育課

程編成上の参照基準」等も参考とすることが考えられること。 
● 学生の進路先等社会における顕在・潜在ニーズも十分に踏まえた上で策定すること。 
 
（カリキュラム・ポリシーについて） 
● デディィププロロママ・・ポポリリシシーーをを踏踏ままええたた教教育育課課程程編編成成，，当当該該教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・学学修修

過過程程，，学学修修成成果果のの評評価価のの在在りり方方等等をを具具体体的的にに示示すすこことと。その際，能動的学修の充実等，大

学教育の質的転換に向けた取組の充実を重視すること。 
● 卒業認定・学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教

育，専門教育，キャリア教育等の様々な観点から検討を行うこと。特に，初年次教育につ

いては，多様な入学者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できるようにする観点

から充実を図ること。 
 
（アドミッション・ポリシーについて） 
●  デディィププロロママ・・ポポリリシシーー及及びびカカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーーをを踏踏ままええるるととととももにに，，「「学学力力のの33要要素素」」

をを念念頭頭にに置置きき，，入入学学前前ににどどののよよううなな多多様様なな能能力力ををどどののよよううににししてて身身にに付付けけててききたた学学生生をを

求求めめてていいるるかか，，入入学学後後ににどどののよよううなな能能力力ををどどののよよううににししてて身身にに付付けけらられれるる学学生生をを求求めめてて

いいるるかかななどど，，多多様様なな学学生生をを評評価価ででききるるよよううなな入入学学者者選選抜抜のの在在りり方方ににつついいてて，，ででききるる限限りり

具具体体的的にに示示すすこことと。また，必要に応じ，入学前に学習しておくことが期待される内容につ

いても示すこと。 
● 入学者選抜において，アドミッション・ポリシーを具現化するためにどのような評価方法

を多角的に活用するのか，そそれれぞぞれれのの評評価価方方法法ををどどのの程程度度のの比比重重でで扱扱ううののかか等等をを具具体体的的

にに示示すすこことと。 
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図表Ⅵ-5 金沢大学「3つのポリシーテンプレート」 

 
【体系的な再整備を行う上での前提情報】 
『3つのポリシーに関するガイドライン』に基づき，3つのポリシーの定義付けが明示さ

れ，かつ，3つのポリシーの公表が義務化された。なお，33つつののポポリリシシーーのの公公表表のの義義務務化化（（根根

拠拠規規定定：：学学校校教教育育法法施施行行規規則則））ににつついいててはは，，学学士士課課程程はは平平成成2299年年44月月かからら，，大大学学院院課課程程ににつつ

いいててはは令令和和22年年44月月かからら適適用用されている。 
 『3つのポリシーに関するガイドライン』では，下表のとおり，各ポリシーの基本的な

考え方を定義しつつ，3つのポリシーの一貫性・整合性に加え，それぞれのポリシーに書

き込むべき項目が具体的に列挙されているので，それに従って確認を行った。  
 

図表Ⅵ-6 3つのポリシーの基本的な考え方の定義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教学マネジメントセンター

アドミッション・ポリシー（AP）
【入学者受入れに関する基本的考え方（前文）】

【求める人材】

【選抜の基本方針】

【入学までに身に付けて欲しい教科・科目等】

【学生が身に付けるべき資質・能力】（※「学生が何ができるようになるか」を分かりや
すく具体的に記載（シラバスの学修目標のような記載の仕方に心掛ける））

【教育内容・教育方法（教育課程実施）に関する基本的考え方】

（１）・・・・・・・・・・・・できる能力。
（２）
（３）
（４）
（５）
・・・・・

1．教育内容
（1）･･････
●カリキュラムを通した具体的な授業科目構成と教育内容を記載。
●科目群では，～の内容を学ぶ，など

2．教育方法
（1）･･････
●教育学修目標を達成するために採用する具体的な教育方法を記載。
●フィールドワークを重視している，など

【学修成果の評価】
（1）･･････
●教育内容・教育方法に即した多様で柔軟な評価方法を網羅的に記載。
●各科目の評価基準・方法はシラバスに示す，卒業研究の評価は●●によって
行う，卒業時に質問紙調査を行っている，など

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）
【卒業認定・学位授与に関する基本的考え方（前文）】 【教育課程編成に関する基本的考え方】
本学◯◯学類［研究科］は，･･･といった人材[研究者，社会人，市民]を育成す
ることが社会から期待されている。
そうした人材を育成するために，本学類［研究科］では，所定の課程を修め，必
要な単位を修得し，（かつ研究指導を受けた上で，）◯◯論文の審査及び試験に
合格し，次のような目標を達成した者に，◯◯の学位を授与する。

本学類［研究科］では，ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため
に，全学共通科目，専門教育科目を体系的に編成し，講義，演習，実験，実習
を適切に組み合わせた授業科目を開講する。教育課程については，カリキュラ
ム・ツリーやナンバリングを用いてその体系性や構造を明示する。

金沢大学「3つのポリシーテンプレート」

【策定単位】●●学域（研究科）●●学類（専攻・コース）※DP・CP策定の最小単位ごとに別葉で作成，かつ，授与する学位が複数存在する場合には授与する学位ごとに別葉で作成ください。
【授与する学位】学士・修士・博士・専門職学位（●●）※カッコ内に専門分野を明記してください。

大学（大学院）の目的　※学則，大学院学則から引用 学類（研究科）の教育研究上の目的　※学類規則，研究科規則から引用

 
 

（総論） 
● 各大学における教育研究の特性を踏まえ，デディィププロロママ・・ポポリリシシーー，，カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシ

ーー及及びびアアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーーをを一一貫貫性性・・整整合合性性ああるるももののととししてて策策定定するとともに，三三

者者のの関関係係をを分分かかりりややすすくく示示しし，，大大学学内内外外にに積積極極的的にに発発信信すること。 
● 当該大学に関心を持つ様々な関係者（多様な入学希望者，学生，保護者，高等学校関係者，

地域社会，国際社会，産業界等）が十分に理解できるような内容と表現とすること。 
 
（ディプロマ・ポリシーについて） 
● 各大学の教育に関する内部質保証のためのPDCAサイクルの起点として機能するよう，

学学生生がが身身にに付付けけるるべべきき資資質質・・能能力力のの目目標標をを明明確確化化すること。 
● 「「何何ががででききるるよよううににななるるかか」」にに力力点点をを置置きき，，どどののよよううなな学学修修成成果果をを上上げげれればば卒卒業業をを認認定定

しし，，学学位位をを授授与与すするるののかかとといいうう方方針針ををででききるる限限りり具具体体的的にに示示すすこことと。その際，学士課程答

申で示された「各専攻分野を通じて培う学士力～学士課程共通の学習成果に関する参考

指針～」を踏まえるとともに，日本学術会議の「大学教育の分野別質保証のための教育課

程編成上の参照基準」等も参考とすることが考えられること。 
● 学生の進路先等社会における顕在・潜在ニーズも十分に踏まえた上で策定すること。 
 
（カリキュラム・ポリシーについて） 
● デディィププロロママ・・ポポリリシシーーをを踏踏ままええたた教教育育課課程程編編成成，，当当該該教教育育課課程程ににおおけけるる学学修修方方法法・・学学修修

過過程程，，学学修修成成果果のの評評価価のの在在りり方方等等をを具具体体的的にに示示すすこことと。その際，能動的学修の充実等，大

学教育の質的転換に向けた取組の充実を重視すること。 
● 卒業認定・学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教

育，専門教育，キャリア教育等の様々な観点から検討を行うこと。特に，初年次教育につ

いては，多様な入学者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できるようにする観点

から充実を図ること。 
 
（アドミッション・ポリシーについて） 
●  デディィププロロママ・・ポポリリシシーー及及びびカカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーーをを踏踏ままええるるととととももにに，，「「学学力力のの33要要素素」」

をを念念頭頭にに置置きき，，入入学学前前ににどどののよよううなな多多様様なな能能力力ををどどののよよううににししてて身身にに付付けけててききたた学学生生をを

求求めめてていいるるかか，，入入学学後後ににどどののよよううなな能能力力ををどどののよよううににししてて身身にに付付けけらられれるる学学生生をを求求めめてて

いいるるかかななどど，，多多様様なな学学生生をを評評価価ででききるるよよううなな入入学学者者選選抜抜のの在在りり方方ににつついいてて，，ででききるる限限りり

具具体体的的にに示示すすこことと。また，必要に応じ，入学前に学習しておくことが期待される内容につ

いても示すこと。 
● 入学者選抜において，アドミッション・ポリシーを具現化するためにどのような評価方法

を多角的に活用するのか，そそれれぞぞれれのの評評価価方方法法ををどどのの程程度度のの比比重重でで扱扱ううののかか等等をを具具体体的的

にに示示すすこことと。 
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33..22  シシララババスス記記載載項項目目のの見見直直しし  
『教学マネジメント指針』（中央教育審議会大学分科会 2020）において，授授業業科科目目レレベベルル

のの教教学学ママネネジジメメンントト中中核核ととししてて，，シシララババススののあありり方方がが以以下下ののととおおりり明明確確にに記記載載されている。 
 新任教員研修会をはじめとして，シシララババススのの書書きき方方にに関関すするる FFDD 活活動動，，ママニニュュアアルル作作成成はは

教教育育のの質質保保証証をを図図るる上上でで欠欠かかせせなないい事事項項である。また，近年では，令令和和２２年年度度国国立立大大学学法法人人

運運営営費費交交付付金金「「成成果果をを中中心心ととすするる実実績績状状況況にに基基づづくく配配分分」」のの指指標標ののううちち，，「「カカリリキキュュララムム編編

成成上上のの工工夫夫のの状状況況」」ととししてて，，シシララババススにに「「準準備備学学修修にに必必要要なな学学修修時時間間のの目目安安」」をを設設定定すするるここ

ととがが提提示示さされれ，，当当該該事事項項はは，，以以下下のの『『教教学学ママネネジジメメンントト指指針針』』本本文文ににもも反反映映されている。 
 さらに，本学が令和 2 年度に採択された文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成

事業」において，授業科目シラバスの記載内容がチェックされており，改めて，本学のシラ

バス記載項目について，他大学の現状も参照しながら，点検及び改善を行う必要がある。 
 
≪『教学マネジメント指針』Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施 p.20≫ 
○ シラバスは，個々の授業科目について学生と教員との共通理解を図る上で極めて重要な

存在である。米国では，教員と学生の契約書と理解されている例もある。単なる講義概要（コ

ースカタログ）にとどまることなく，学位プログラムの「卒業認定・学位授与の方針」にお

ける当該授業科目の位置付けや他の授業科目との関連性の説明，学生が事前準備のための

学修や事後の発展的な学修を主体的に行う上での指針とすることができる事前・事後学修

の指示を含み，授業の行程表として機能するとともに，「何を学び，身に付けることができ

るのか」（到達目標）を明確に定めることで適切な成績評価を実施するための基点としても

機能するよう作成される必要がある。具体的には， 
・・授授業業科科目目のの目目的的とと到到達達目目標標  
・・「「卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針」」にに定定めめらられれたた学学修修目目標標とと授授業業科科目目のの到到達達目目標標のの関関係係  
・・授授業業科科目目のの内内容容とと方方法法  
・・授授業業科科目目のの計計画画  
・・成成績績評評価価基基準準  
・・事事前前学学修修とと事事後後学学修修のの内内容容  

等を盛り込む必要がある。なお，事事前前学学修修及及びび事事後後学学修修ににつついいててはは，，ここれれららにに必必要要なな学学修修時時

間間のの目目安安をを示示すすここととも考えられる。また，到達目標の達成状況を定量的又は定性的な根拠に

基づき評価することができるよう，到到達達目目標標をを定定めめるるにに当当たたっっててはは，，例例ええばば「「学学生生はは，，～～すす

るるここととががででききるる」」とといいっったた形形式式でで記記述述することも考えられる。 
 
【一部見直しした項目】 
（１）学修目標（到達目標）の項目の精選 
 現状において，「授業主題」「授業目標」「学生の学修目標」「学修成果」という項目が並ん

でいたが，「授業主題」に続く記載項目である「「授授業業目目標標」」「「学学生生のの学学修修目目標標」」「「学学修修成成果果」」

をを「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」にに統統合合しし，，「「授授業業主主題題」」「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」とといいうう記記載載項項目目

のの並並びびにに整整理理した。具体的な記載方法については，記載例を示しながら，シラバス入稿要領

にて周知徹底することとした。 
 

 
 

 
 

 
図表Ⅵ-7 シラバスにおける「学修目標（到達目標）」の記載項目整理 

 
 
（２）授業時間外の学修に関する指示における「必要な学修時間の目安」の明示 
 令和２年度国立大学法人運営費交付金「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の指標

のうち，「カリキュラム編成上の工夫の状況」として，シラバスに「準備学修に必要な学修

時間の目安」を設定することが提示され，当該事項は，『教学マネジメント指針』本文にも

反映されている。授授業業時時間間外外のの学学修修にに関関すするる指指示示（（予予習習にに関関すするる指指示示，，復復習習にに関関すするる指指示示））

欄欄ににおおけけるる「「必必要要なな学学修修時時間間のの目目安安」」のの明明示示ににつついいてて，，記記載載例例をを示示ししななががらら，，シシララババスス入入稿稿

要要領領ににてて周周知知徹徹底底することとした。 
 
 
33..33  大大学学院院教教育育ににおおけけるるトトラランンススフファァララブブルルススキキルルのの策策定定検検討討  
 本学では，令和 4 年度より，博士前期・後期課程における大学院 GS 科目が強化され，大

学院生が将来のキャリアに備え，幅広い識見や異分野の知識・スキルを修得することで，主

たる専攻分野での深い探究に役立つことを目指している。特に，昨年度採択を受けた科学技

術振興機構「次世代研究者挑戦的研究プログラム～博士後期課程学生の挑戦を支援する～」

では，博士後期課程学生が自分自身のキャリアを構築し，自立した研究者・技術者となるこ

とができるよう，「生活費相当額及び研究費の支給や，キャリア開発・育成コンテンツ（国

際性の涵養，学際性の涵養，キャリア開発，トトラランンススフファァララブブルルススキキルルのの修修得得，インターン

シップ等）をはじめとする様々な支援」を提供する取組を進めている。 
 また，令令和和 44 年年度度国国立立大大学学法法人人運運営営費費交交付付金金「「成成果果をを中中心心ととすするる実実績績状状況況にに基基づづくく配配分分」」

のの指指標標ののううちち，，「「大大学学教教育育改改革革にに向向けけたた取取組組のの実実施施状状況況」」ととししてて，，博博士士前前期期課課程程・・修修士士課課程程，，

博博士士後後期期課課程程・・博博士士課課程程，，専専門門職職学学位位課課程程ににおおけけるるトトラランンススフファァララブブルルススキキルル（（社社会会でで広広くく

活活用用ででききるる汎汎用用的的ななススキキルル））ののカカリリキキュュララムム上上のの明明確確化化，，ささららににはは，，トトラランンススフファァララブブルルスス

キキルルをを含含めめたた学学修修成成果果のの可可視視化化やや就就職職活活動動等等ででのの活活用用が求められている。 
 上記のような状況を踏まえながら，金沢大学未来ビジョン『志』milestone において，大

学院教育における大学院学生版トランスファラブルスキルを策定することを行動計画とし

「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」にに修修正正  
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33..22  シシララババスス記記載載項項目目のの見見直直しし  
『教学マネジメント指針』（中央教育審議会大学分科会 2020）において，授授業業科科目目レレベベルル

のの教教学学ママネネジジメメンントト中中核核ととししてて，，シシララババススののあありり方方がが以以下下ののととおおりり明明確確にに記記載載されている。 
 新任教員研修会をはじめとして，シシララババススのの書書きき方方にに関関すするる FFDD 活活動動，，ママニニュュアアルル作作成成はは
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運運営営費費交交付付金金「「成成果果をを中中心心ととすするる実実績績状状況況にに基基づづくく配配分分」」のの指指標標ののううちち，，「「カカリリキキュュララムム編編

成成上上のの工工夫夫のの状状況況」」ととししてて，，シシララババススにに「「準準備備学学修修にに必必要要なな学学修修時時間間のの目目安安」」をを設設定定すするるここ

ととがが提提示示さされれ，，当当該該事事項項はは，，以以下下のの『『教教学学ママネネジジメメンントト指指針針』』本本文文ににもも反反映映されている。 
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バス記載項目について，他大学の現状も参照しながら，点検及び改善を行う必要がある。 
 
≪『教学マネジメント指針』Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施 p.20≫ 
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【一部見直しした項目】 
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をを「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」にに統統合合しし，，「「授授業業主主題題」」「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」とといいうう記記載載項項目目
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際性の涵養，学際性の涵養，キャリア開発，トトラランンススフファァララブブルルススキキルルのの修修得得，インターン
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博博士士後後期期課課程程・・博博士士課課程程，，専専門門職職学学位位課課程程ににおおけけるるトトラランンススフファァララブブルルススキキルル（（社社会会でで広広くく

活活用用ででききるる汎汎用用的的ななススキキルル））ののカカリリキキュュララムム上上のの明明確確化化，，ささららににはは，，トトラランンススフファァララブブルルスス

キキルルをを含含めめたた学学修修成成果果のの可可視視化化やや就就職職活活動動等等ででのの活活用用が求められている。 
 上記のような状況を踏まえながら，金沢大学未来ビジョン『志』milestone において，大

学院教育における大学院学生版トランスファラブルスキルを策定することを行動計画とし

「「学学修修目目標標（（到到達達目目標標））」」にに修修正正  
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て掲げている。 
令和 4 年度国立大学法人運営費交付金「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の指

標に関する文部科学省の補足説明資料では，「社会で広く活用できる汎用的なスキル（トラ

ンスファラブルスキル）」とは，例えば，欧州科学財団（European Science Foundation）
の報告書“ Research Careers in Europe Landscape and Horizons”（2009）では，「一つの

文脈で学んだスキル，例えば，研究を行う上で学んだスキルの中で，他の状況，例えば，研

究であれ，ビジネスであれ，今後の就職先において有効に活用できるようなスキルのことで

ある。そしてまた，トランスファラブルスキルがあれば，学問領域及び研究関連のスキルを

効果的に応用したり，開発したりすることができるようになる」と定義されており，そうし

た取組を想定しています。」と記載があり，具体的な事例として，英英国国のの非非営営利利組組織織 VViittaaee
がが 22001100 年年にに開開発発ししたた研研究究者者人人材材にに必必要要ななトトラランンススフファァララブブルルススキキルルののフフレレーームムワワーークク

（（RRDDFF））を提示している。 
なお，大学院教育におけるトランスファラブルスキル・トレーニングについては，2010

年代に注目され，大阪大学などにおいて当該トレーニングを行っている実績がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図表Ⅵ-8 Researcher Development Framework(Vitae) 
 
 
【取組の方向性】 
（１）大学院課程＜グローバル＞スタンダードの改訂と学生・教職員への明示 

本学では，大学院課程＜グローバル＞スタンダードが策定・公表され，「１．強固なグロ

ーバルマインドと明確な倫理的思考：今後，人類が直面するグローバルな課題に果敢に挑戦

し，常に一個の人間として，確たる倫理的普遍性をもった見識と判断の下に責務を遂行する

能力」「２．創造性・交渉力・統率力・実践力：解決困難な課題にも，革新的なアイデアと

粘り強い交渉力を発揮し，強い統率力と確かな実践力をもって局面を打開する能力」が掲げ

られているが，内容面において，上記の趣旨を踏まえつつ，改訂を行うことが必要である。

具体的には，大学院 GS 科目の学修目標と関連付けつつ，大学院学生版トランスファラブル

スキルとして再定義し，学生・教職員に明示することを検討したい。 
 

 
 

（２）大学院学生版トランスファラブルスキルの学修成果可視化と学生への明示 
大学院課程＜グローバル＞スタンダードの改訂を踏まえながら，当該スタンダードで定

めたトランスファラブルスキルの修得度合について，博士前期課程・修士課程，博士後期課

程・博士課程及び専門職学位課程の学生を対象に，学務情報システム等を通して自己評価ア

ンケートを定期的に実施することが考えられる。そして，当該自己評価結果を学生個々人が

同システム上において確認できるようにすることが考えられる。 
 併せて，大学院 GS 科目における授業評価アンケート等を集計・分析しながら，大学院 

学生版トランスファラブルスキルの修得度合を把握していきたい。 
 
 
44..  教教学学 IIRR環環境境整整備備  
 令和 3 年度に改善充実を図った学生授業評価アンケート，卒業・修了者アンケート，卒

業・修了後アンケートについては，令和 3 年度から令和 4 年度にかけて実施及び回答結果

の利活用が進んでいる。 
 授業評価アンケートについては，新システムに移行することに伴い，回答率が大幅に改善

された。現在，回答結果の集計・分析等について，BI ツールを活用して可視化・閲覧でき

る環境整備を進めている。 
 卒業・修了者アンケートについては，令和 3 年度卒業・修了者から新しい設問内容にて実

施され，教学マネジメントセンターにて集計した回答結果を部局にフィードバックし，FD
活動等に活かしている。 
 卒業・修了後アンケートについては，本学の過去 20 年間の卒業・修了者を対象者に実施

され，教学マネジメントセンターにて集計した回答結果を FD 委員会にて報告するととも

に，その一部の内容を「令和 3 年度 FD 活動報告書・資料編」に掲載・公表している。 
以上の学生調査の実施体制の整備に関連して，令和 4 年度には，キャリア支援室と協働

しながら，就業先企業アンケートを定期的に行う環境を整え，令和 4 年 12 月～令和 5 年 1
月に開催された「業界・企業研究会」に参加した企業等を対象にウェブアンケートを実施し， 
85 社からの回答を得ることができた。 

 
44..11  新新・・授授業業評評価価アアンンケケーートトのの共共通通設設問問化化ににつついいてて  
 全学での授業アンケート設問を可能な限り，共通項目化し，学生の回答負担を軽減するこ

とを考慮しながら以下の 7 項目を共通設問とした。 
【共通設問項目】※授業評価アンケート回答画面にてシラバス検索画面を参照できるように設計。 
① 授業内容の適切性 

設問「この授業は，あらかじめシラバスに示された学修目標や授業計画に沿って行われ

ましたか？」 
② 担当教員の説明の仕方 

設問「この授業における教員の説明の仕方は，分かりやすいものでしたか？」 
③ 授業外学修時間 

設問「この授業について，授業外学修（授業の予習・復習，レポート作成，試験勉強な

どを含む）をどれくらい行いましたか？ 総時間を平均し，授業 1 回あたりの
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て掲げている。 
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44..  教教学学 IIRR環環境境整整備備  
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44..11  新新・・授授業業評評価価アアンンケケーートトのの共共通通設設問問化化ににつついいてて  
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時間に換算してお答えください。」 
④ 授業理解度 
  設問「この授業の内容を，よく理解できましたか？」 
⑤ 学修目標達成度 
  設問「この授業であなたは，シラバスに記載された学修目標を達成できましたか？」 
⑥ 授業満足度 

設問「この授業の内容は，満足できるものでしたか？」 
⑦ 授業全般に関する自由記述 

設問「この授業に関する感想や要望等があれば，具体的に記述してください。」 
 
なお，上記の 7 設問以外に，やむを得ず，部局独自で設問したい場合には，学生が回答す

る際の煩雑さを極力避けたいため，部局独自設問は最小限となるように努めることとした。 
 
 
44..22  新新・・授授業業評評価価アアンンケケーートト導導入入にに伴伴ううシシスステテムム改改修修作作業業ににつついいてて  
 教育担当理事の指示に基づき，「お茶の水女子大学の授業アンケートシステム（nigala）」
（図表Ⅵ-9 参照）に関する情報収集を図るとともに，令和 3 年度第 2 回全学 FD 研修会に

おいて当該テーマを取り扱い，具体的検討を続けてきた。 
 教学マネジメントセンター，

学術メディア創成センター，学

務課が連携した検討の結果， 
「お茶の水女子大学の授業ア

ンケートシステム（nigala）」を
参考にしながら，本学独自での

授業評価アンケート回答画面

改修を行い，学務情報システム

にて運用できるような措置を

とることとし，具体的な改修作

業に取り組み，令和 4 年度から

の全学実施に漕ぎ着けた。 
 
 
 
 
 

    図表Ⅵ-9 お茶の水女子大学の授業アンケートシステム（nigala） 
                https://crdeg5.cf.ocha.ac.jp/crdeSite/enquete.html 
  
  
  

 
 

44..33  新新・・授授業業評評価価アアンンケケーートトシシスステテムムにによよるる回回答答概概要要  
 令和 4 年度から導入した新・授業評価アンケートシステムにより，学生はクォーターご

とに履修している授業科目について，まとめて 1 回の授業評価アンケート回答で済む形式

となったこと，また，授業評価アンケートを回答しないと当該クォーターの成績を閲覧でき

ない設定としたことに伴い，下表のとおり，共通教育及び各学域での回答率が大幅に改善さ

れた。なお，令和 4 年度については，Q4 期の回答〆切が 3 月末であるため，Q1～Q3 期の

回答データによる集計値である。 
 

図表Ⅵ-10 授業評価アンケート回答率の推移 

 
 

 

 共通設問化した項目については，教学マネジメントセンターにおいて全学統一で集計分

析できる環境となったため，共通設問①～⑥の項目に関する共通教育及び各学域の令和 4 年

度 Q1～Q3 期の回答集計結果は下表のとおりである。設問①・②・④・⑤・⑥については，

-50～50 の 101 段階のスコア平均値であり，設問③については，授業 1回あたりの授業外学

修時間数の平均値となる。 

今後，来年度以降のデータを蓄積し，経年変化を把握・可視化しながら，授業・カリキュ

ラム改善に活かしていくこととなる。 

 

図表Ⅵ-11 新・授業評価アンケートシステムによる共通設問の回答結果概要 

  

令和2年度回答率 令和3年度回答率 令和4年度回答率
（※Q1～Q3回答データ）

共通教育 44.9% 37.0% 99.6%
融合学域 ― 61.1% 98.5%
人間社会学域 16.6% 16.3% 96.7%
理工学域 13.8% 20.0% 69.0%
医薬保健学域 33.0% 27.7% 94.7%

回答数 ①授業内容の適切性 ②担当教員の説明の仕方 ③授業外学修時間
（授業1回あたりの時間数）

④授業理解度 ⑤学修目標達成度 ⑥授業満足度

共通教育 57,792 32.4 28.7 3.5 27.6 27.2 27.9

融合学域 1,628 26.6 23.0 3.4 21.8 22.5 21.6

人間社会学域 20,229 30.2 27.9 4.3 25.6 24.9 27.3

理工学域 25,172 29.2 25.2 3.5 22.5 22.4 23.6

医薬保健学域 10,051 33.8 30.9 4.5 28.8 27.9 30.1
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55．．文文理理融融合合・・分分野野横横断断教教育育（（SSTTEEAAMM教教育育））にに関関すするる意意識識調調査査のの結結果果概概要要  
令和 4 年 6 月，内閣府 総合科学技術・イノベーション会議による『Society 5.0 の実現に

向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ』が策定された。本政策パッケージでは，学

校教育における探究学習から大学教育における文理融合・分野横断教育（STEAＭ教育）を

通して，科学技術・イノベーション人材に求められる「総合知」を育むグランドデザインが

提示されている。 
今後ますます，大学教育における文理融合・分野横断教育（STEAＭ教育）の重要性が増

すことが予想されるが，そのニーズ等に関する情報が不足しており，本学の学生・教員を対

象としたアンケート調査を実施し，DP 事業が進める文理融合・分野横断教育（STEAＭ教

育）の取組に活かしていくこととする。 
なお，昨年度の外部評価講評にて，文理融合・分野横断教育（STEAＭ教育）の進展に   

伴う FD の変容の必要性が指摘されており，その対応に活用することも念頭に置いている。 
  
≪≪回回答答対対象象者者≫≫  
すべての学域学生（正規学生），すべての専任教員（特任教員を含む） 

≪≪回回答答者者数数≫≫  
学生版アンケート・・・473 名（6.1％），教員版アンケート・・・177 名（14.2％） 

≪≪実実施施期期間間≫≫  
令和 4 年 11 月 29 日（火）～令和 5 年 2 月 13 日（月） 

≪≪実実施施方方法法≫≫  
学務情報システムを通したアンケート実施（無記名） 

 
55..11  学学生生版版意意識識調調査査結結果果（（抜抜粋粋））  
Q1 所属，Q2 学年 

 

 
 

Q3 高校在学中に探究学習を経験しましたか。該該当当すするるももののをを一一つつだだけけ選んでください。 
   ①経験した  ②経験していない  ③わからない  

 

 
 
 
Q4 QQ33 でで，，「「①①  経経験験ししたた」」をを選選ばばれれたた方方ののみみににおお聞聞ききししまますす。。高校在学中の探究学習は

有意義でしたか。該当するものを一つだけ選んでください。 
  ①非常に有意義であった    ②ある程度有意義であった      

③あまり有意義ではなかった  ④全く有意義ではなかった  
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Q11 先導 STEAM 人材育成プログラム（通称：KU-STEAM）について，受講してみたいと思

いますか。該該当当すするるももののをを一一つつだだけけ選んでください。 
【先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）紹介パンフレット URL】 

https://chishiki.w3.kanazawa-u.ac.jp/_kanri/wp-content/uploads/2022/03/d0147dfb04d7358c2e292d3e7eeff499-1.pdf 
 ①積極的に受講したい      ②興味ある授業のみ受講したい   
 ③あまり受講したいと思わない  ④全く受講したいと思わない 

 
 
Q12 先導 STEAM 人材育成プログラム（通称：KU-STEAM）では，企業・自治体等と共に実

社会の課題解決に取り組む課題解決学習型授業（PBL）の実践演習や実践インターンシッ

プを開講していますが，受講してみたいと思いますか。該該当当すするるももののをを一一つつだだけけ選んでく

ださい。 
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ている。 
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希望も同様に 1 年次・2 年次の割合が高い。一方において，先導 STEAM 人材育成プログ

ラム（KU-STEAM）の認知度が，「よく知っている」「ある程度知っている」層が少なく，

1 年次でも 4 割弱程度であり，今後の改善充実が求められる。 
 教員版調査結果については，融合学域において高校在学時の探究学習経験を通した大学

入学後の探究力の向上を感じる数値が顕著に高くなっている。文系・理系にとらわれない文
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は広く薄い内容にならざるを得ないと否定的に捉える記述に分かれている。 
 
以下，学生版と教員版の共通設問について比較対照した図表を添えておく。 
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Q 文系・理系の枠にとらわれない文理融合・分野横断教育（STEAM 教育）について，    
どのように考えていますか。該当するものを一つだけ選んでください。 

 
 
 
Q 全学域学生対象に開講している先導 STEAM 人材育成プログラム（通称：KU-STEAM） 

について，知っていますか。該当するものを一つだけ選んでください。 

 
図表Ⅵ-14 文理融合・分野横断教育（STEAM教育）意識調査（学生版・教員版） 

共通設問に関する回答結果 
 

 
 
 

 
 

66..  未未来来創創成成教教育育環環のの取取組組  
全学の教育改革・教学マネジメントの確立を実現し，その中心軸を「学修者本位の教育」

へと転換させるべく，学長の下に本学教育改革の抜本的飛躍を担う新たな組織「未来創成教

育環（以下，教育環という）」を令和 4 年 4 月に設置した。令和 4 年 7 月に開催された令和

4 年度第 1 回未来創成教育環運営委員会では基本方針が策定され，「これまでの教育改革実

績を更に推し進めるとともに，教育・学修環境の DX を中心とした改革を断行し，徹底した

教学 IR の導入と個別最適学修支援システムの構築，社会との共創教育の拡大等，学生自身

が「自ら学び，自ら育む」教育環境の構築を目的に，これを達成する」ため，「エンゲージ

メント推進部門」，「教学・学修環境マネジメント部門」，「基幹教育イニシアティブ部門」の

3 部門を中心にその取組に着手した。 
令和 5 年度には，教育環と同じく設置した「統合創成研究環（以下，研究環という）」と

ともに教育改革・研究力強化改革を実践する中，既存のミッションを大幅に拡張し，大学院

の機能強化と，高度 IR を活用した高大院接続による入試制度及び教育改革を通じ，知のプ

ロフェッショナルとなる総合知創出に長けた人材育成を実現し，もって研究環とのリンケ

ージを強化することにより，全学教育組織としての教育環の機能や強みを最大限に発揮す

るため，下図の「Mission4 高大院接続プログラムによる先鋭人材の選抜と学術スキル改

革による人材育成」，「Mission6 教育 DX の加速と高度 IR を駆使した社会変革を先導し知

識創発に資する人材育成」，「Mission7 大学院の飛躍的な機能強化とダイバーシティ教育環

境構築による博士後期課程進学者数の大幅拡充」を機能強化する。 
 

 
図表Ⅵ-15 未来創成教育環の概要（令和 5年度以降の機能強化を含む） 
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11.. 令令和和 44 年年度度第第 22 回回全全学学 FFDD 研研修修会会「「ピピアア・・ササポポーートトをを活活用用ししたた学学修修者者本本位位のの教教育育のの        
実実現現」」【【「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」幹幹事事校校企企画画】】  

 
日日      時時：令和 4年 8月 8日（木）14：00～16：00 
場場    所所：Zoomによるオンライン開催 
参参  加加  者者：131名 
主主    催催：「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」運営委員会 
共共    催催：FD委員会及び教務委員会 
概概    要要： 
14：00～14：10 オープニング 
14：10～14：50 基調講演「ピア・サポートの基礎概念とその効用」 
               北陸学院大学 人間総合学部 社会学科 准教授 松下 健 

14：50～15：30 事例紹介（話題提供） 
（1）「附属図書館における学修支援スタッフ（LiLA）の経験を通して」 
          金沢大学大学院 自然科学研究科 電子情報科学専攻 D3 田中 裕士 
（2）「アカデミック・アドバイジングによる学修支援の経験を通して」 

    金沢大学 高大接続コア・センター 特任助教 中野 正俊 
（3）「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）で目指す学修支援モデル」 

  金沢大学 教学マネジメントセンター 特任助教  山下 貴弘 
15：30～15：55 意見交換 
15：55～16：00 クロージング 
 
内内    容容： 
令和 4 年 8 月 8 日（月）14：00～16：00 にて，令和 4 年度第 2 回全学 FD 研修会     
「ピア・サポートを活用した学修者本位の教育の実現」をオンライン開催し，学内外の教職

員・学生 131名が参加した。 
本学は，令和 2年度に文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業」に採択され，
「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」の取り組みを

通して STEAM 教育の全学展開を進めている。学生が文系・理系の枠を超えた学びの幅を

広げるには，学生同士の学び合いによる学修支援（ピア・サポート）の仕組みが重要になっ

てきている。併せて，『金沢大学未来ビジョン「志」』では「自ら学び・自ら育む」教育環境

の整備を目指している。本 FD研修会では，ピア・サポートに関する基礎概念を学ぶととも
に，本学における具体的事例を取り上げながら，今後の学修支援の充実に資することを目的

に，文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹事校企画，FD委員会及び教務
委員会の共催にて開催された。 
 冒頭，本学の森本章治理事（教育・高大院接続・大学院改革・情報担当）・副学長より開
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ⅦⅦ..  金金沢沢大大学学・・知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業  
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会挨拶があった。その後，北陸学院大学人間総合学部社会学科の松下健准教授より「ピア・

サポートの基礎概念とその効用」と題して基調講演があり，ピア・サポートの基本的枠組や

具体的な活動内容，さらには，必要なスキル修得のためのトレーニング方法等について説明

があった。続けて，本学における具体的取組から，大学院自然科学研究科電子情報科学専攻

博士後期課程 3年の田中裕士氏より「附属図書館における学修支援スタッフ（LiLA）の経
験を通して」，高大接続コア・センターの中野正俊特任助教より「アカデミック・アドバイ

ジングによる学修支援の経験を通して」，教学マネジメントセンターの山下貴弘特任助教よ

り「先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）で目指す学修支援モデル」と題して
事例紹介があった。 
 後半の意見交換では，教学マネジメントセンター副センター長の林透教授によるファシ

リテートのもと，フロアとの質疑応答，松下准教授から本学の事例紹介に対するコメントや

問いかけを通して，ピア・サポートを継続的に運用する組織体制，ピア・サポートで得られ

たノウハウの継承・引継ぎ，さらには，ピア・サポート活動経験の評価と学生自身のキャリ

アに活かせる仕掛けづくりなどが話題となった。2時間という短い時間だったが，コンパク
トで中味の濃い FD研修会であったという声が寄せられ，大変有意義な機会となった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅶ-1 基調講演の様子 
 

 
図表Ⅶ-2 意見交換の様子 

 
 
 
 
 
 

参参加加者者アアンンケケーートト：：  
1. 基調講演（「ピア・サポートの基礎概念とその効用」講師：北陸学院大学人間総合学部 
社会学科 松下健准教授）に関する満足度を以下の 5段階評価（1：非常に不満～5：大変
満足）でお聞かせください。 

 

3. 事例紹介（話題提供）（「附属図書館における学修支援スタッフ（LiLA）の経験を通して」
講師：金沢大学大学院自然科学研究科 電子情報科学専攻 D3 田中裕士氏）に関する満足
度を以下の 5段階評価（1：有意義ではなかった～5：大変有意義だった）でお聞かせくだ
さい。 

 

4. 事例紹介（話題提供）（「アカデミック・アドバイジングによる学修支援の経験を通して」
講師：金沢大学高大接続コア・センター 中野正俊特任助教）に関する満足度を以下の 5
段階評価（1：有意義ではなかった～5：大変有意義だった）でお聞かせください。 
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5. 事例紹介（話題提供）（「先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）で目指す学
修支援モデル」講師：金沢大学教学マネジメントセンター 山下貴弘特任助教）に関する
満足度を以下の 5段階評価（1：有意義ではなかった～5：大変有意義だった）でお聞かせ
ください。 

 

 
7. 今回の研修会は有意義だったかを以下の 5段階評価（1：有意義ではなかった～5：大変
有意義だった）でお聞かせください。 

 

図表Ⅶ-3 令和 4年度第 2回全学 FD研修会参加者アンケート結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22.. 令令和和 44年年度度第第 11回回「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」採採択択校校連連絡絡会会  
 
日日      時時：令和 4年 8月 5日（木）15：00～17：00 
場場    所所：Zoomによるオンライン開催 
対対    象象：各大学の事業実務担当者（教員・職員各１～2名程度） 
参参  加加  者者：51名 
概概    要要： 
（1）冒頭挨拶・説明 片岡 邦重 学長補佐（教育改革・学修支援担当） 
（2）メニューⅠ・Ⅱ・Ⅲ採択校各事業の近況報告 
（3）令和 3年度成果発信シンポジウムの振り返り 
（4）採択校チームによる令和 4年度行動計画の提案及び意見交換 
（5）連絡事項等 
司会進行：教学マネジメントセンター 林 透 教授 
 
内内    容容： 
令和 4年 8月 5日（金）15：00～17：00，令和 4年度第 1回「知識集約型社会を支える
人材育成事業（DP）」採択校連絡会をオンライン開催し，メニューⅠ・Ⅱ・Ⅲ採択校の教職
員及び文部科学省と日本学術振興会から 51名が参加した。 
 冒頭，本学の片岡邦重学長補佐（教育改革・学修支援担当）より開会挨拶・趣旨説明があ

った。 
 まず，メニューⅠ採択校である，新潟大学，金沢大学，信州大学，大正大学，東京都市大

学，メニューⅡ採択校である麻布大学から採択後 3 年目の事業進捗，メニューⅢ採択校で
ある，千葉大学，早稲田大学，名古屋商科大学から採択後 2年目の事業進捗について報告が
あった。本学からは，教学マネジメントセンターの山下貴弘特任助教が発表を担当した。 
 次に，教学マネジメントセンターの林透教授の進行により，令和 3 年度末の成果発信シ
ンポジウムの振り返りを行った。その後，令和 3 年度末の成果発信シンポジウムを踏まえ
て，採択校チームによる令和 4 年度行動計画について提案及び意見交換を行った。採択校
のメニューⅠ・Ⅱ・Ⅲを横断して共通するテーマを抽出し，採択校 9校が各メニューを超え
た相互連携により，汎用性ある成果を蓄積・発信することを目指して，「【1.Ecosystem】知
識集約型社会を支える人材育成の価値創出及び持続性のあり方を情報交換・検討」

「【2.Setup】文理融合教育における課題テーマやイシュー設定のあり方を情報交換・検討」
「【3.Process】多様な学びを支援する方法及びシステムのあり方を情報交換・検討（アカデ
ミック・アドバイジング，ピア・サポート，チューターなど）」「【4.Outcomes】多様な学び
の成果の測定及び社会通用性のあり方を情報交換・検討」などのテーマについて，今後，継

続的に意見交換することとした。 
本事業のメニューⅠ・Ⅱ・Ⅲ採択校による事業進捗報告を行い，採択校の各メニューの特
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5. 事例紹介（話題提供）（「先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）で目指す学
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徴を活かし，今後の採択校同士の連携や成果の波及に向けて本事業の企画について更なる

期待がされる大変有意義な時間となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅶ-4  金沢大学の配信会場の様子 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.. 高高大大接接続続ララウウンンドドテテーーブブルル特特別別企企画画「「探探究究・・SSTTEEAAMMフフェェススタタ 22002222  ～～高高校校生生のの探探究究心心
にに火火をを灯灯すす～～」」  

 
日日      時時：令和 4年 12月 11日（日）13：00～16：00 
場場    所所：金沢大学 ナノ生命科学研究所棟 4階大会議室 
対対    象象：高校 1年生 
参参  加加  者者：83名（本学の大学生・大学院学生を含む） 
主主    催催：金沢大学 教学マネジメントセンター 
共共    催催：金沢大学 高大接続コア・センター 
概概    要要： 
12：30～        受付 
13：00～13：10 開会挨拶・趣旨説明 
13：10～13：30 アイスブレーキング 
13：30～15：40 高校生の探究心に火を灯すラウンドテーブル 
         ・高校生と大学生・大学院学生によるナナメの対話 
         ・大学生・大学院学生によるリアル探究トーク 
         ・明日に向けた誓い・宣言 
15：40～15：50 KUGS高大接続プログラム等の紹介 
15：55～16：00 クロージング・閉会挨拶 
 
内内    容容： 
 12月 11日（日）13：00～16：00，本学の教学マネジメントセンターでは，文理融合・
分野横断の STEAM教育推進の一環として，探究学習や STEAM教育をキーワードに，高
校生と大学生・大学院学生が相互に学び合う場づくりとして，高大接続ラウンドテーブル特

別企画「探究・STEAM フェスタ 2022 ～高校生の探究心に火を灯す～」を開催し，15 校
から約 40名の高校生のほか本学の大学生・大学院学生を含む計 83名が来場した。 
教学マネジメントセンターでは，高等学校教育において必修化されている「総合的な探究

の時間」をはじめとする教科横断型の探究学習を通した高大接続・高大連携に着目し，高大

接続コア・センターと連携した取り組みを進めている。これから探究学習を本格化する高校

1 年生を対象に，大学生・大学院学生との対話を通して，自らの探究心を高めるとともに，
新たな学びや将来に向けたキッカケづくりを目指している。 
森本章治理事（教育・高大院接続・大学院改革・情報担当）・副学長による開会挨拶か

らはじまり，社会人ファシテーターである合同会社楽しい学校コンサルタント Second代
表の前田健志氏によるアイスブレーキングを実施した。 
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続いて，社会人ファシテーターである萩市地域おこし協力隊の和泉宏氏と大学生による

司会進行，ドルトン東京学園中等部・高等部教諭の田村早紀恵氏らのサポートのもと，大学

生・大学院学生によるリアル探究トークや探究等をテーマとした対話を行った。 
全体共有では，教学マネジメントセンターの山下貴弘特任助教が明日に向けた誓い・宣言

を行うワークを行い，今日の学びを振り返るとともに，今後に向けた探究テーマのキーワー

ド化や共有を行った。 
さらに，高大接続コア・センターの中野正俊特任助教が，KUGS特別入試制度（※1）
や GSC制度（※2）などの案内を行った。 
 最後に，教学マネジメントセンターの林透教授から閉会の挨拶があり，今後の探究・

STEAM教育に対する期待のメッセージが贈られた。 
 参加した高校生からは「自分の未来のテーマ，これから取り組みたいことを発見し，先輩

方の体験を聞いて何か行動しようという気持ちがわいてきました」「先輩方の今までの経験

からわかったこと，気づいたことなどを聞くことができ自分自身も視野が広がったり，新た

な発見があったりして楽しかった」「探究のテーマをみつけることができた」「探究を学習す

る意味を知ることができた」といった感想があった。また，アンケート結果でも探究心は「と

ても高まった」という回答がもっとも多く，引率者の高校教員や保護者からも今後開催を期

待する声が寄せられた。 
 
（※1）KUGS特別入試制度についてはこちら 
    https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/ 
（※2）GSC制度についてはこちら 
    https://gsc.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 
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図表Ⅶ-6  探究・STEAMフェスタ 2022参加者アンケート結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

44.. 令令和和 44年年度度第第 22回回「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」採採択択校校連連絡絡会会  
 
日日      時時：令和 4年 12月 15日（木）15:00～15:50 
場場    所所：Zoomによるオンライン開催 
対対    象象：各大学の事業実務担当者（教員・職員各１～2名程度） 
参参  加加  者者：47名 
概概    要要： 
（1）開会挨拶 
（2）共通テーマチーム編成及びロードマップ 
（3）共通テーマチーム会議の進捗状況報告 
（4）令和 4年度成果発信シンポジウム企画案 
（5）金沢大学 教学マネジメントセミナー2022の開催 
（6）東京都市大学 第 2回「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムシンポジウムの開催 
 
内内    容容： 
令和 4年 12月 15日（木）15：00～15：50にて，令和 4年度第 2回「知識集約型社会

を支える人材育成事業（DP）」採択校連絡会をオンライン開催し，メニューⅠ・Ⅱ・Ⅲ採択
校 9機関の教職員及び文部科学省と日本学術振興会から 47名が参加した。採択校連絡会と
は，採択校 9 機関が本事業に関する意見交換を行う場として年に数回開催しているもので
ある。 
冒頭，本学の片岡邦重学長補佐（教育改革・学修支援担当）より開会挨拶があった。 
まず，本学の教学マネジメントセンターの林透教授の進行により，4つに区分した共通テ
ーマチームのチーム編成及び代表大学を確認した。この共通テーマチームでは，DP事業の
メニューⅠ・Ⅱ・Ⅲを横断して共通するテーマを抽出し，採択 9大学が各メニューを超えた
相互連携により，汎用性ある成果を蓄積・発信することを目指している。続けて，各共通テ

ーマチームでそれぞれ行った第 1 回オンライン会議の進捗状況を報告した。なお，第 2 回
共通テーマチームのオンライン会議の日程調整については，幹事校である本学から別途連

絡することを確認した。 
その後，採択 9 大学合同シンポジウム及び第 3 回連絡会について，教学マネジメントセ
ンターの林透教授より企画案の提案があり，令和 5 年 3 月にハイブリッド開催予定で企画
を進めることとなった。 
最後に，今後行われるイベントについて，幹事校である本学からは 12月 22日（木）14：

00～16：30開催予定の「教学マネジメントセミナー2022『教学マネジメントのあるべき姿
を考えよう！ ～自律的学修者を育てるために～』（「知識集約型社会を支える人材育成事業」
幹事校企画）」の紹介があった。続いて，東京都市大学からは 12 月 21 日（水）13：20～
15：40開催予定の第 2回「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム シンポジウム
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の紹介があった。どちらのイベントも参加希望の方は是非参加いただきたい旨，依頼があっ

た。 
今後の更なる採択校同士の情報交換や本事業の企画について期待が持てる，大変有意義

な時間となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅶ-7 金沢大学の配信会場の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

55.. 教教学学ママネネジジメメンントトセセミミナナーー22002222「「教教学学ママネネジジメメンントトののああるるべべきき姿姿をを考考ええよようう！！  ～～自自律律的的
学学修修者者をを育育ててるるたためめにに～～」」【【「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」幹幹事事校校企企画画】】  

 
日日      時時：令和 4年 12月 22日（木）14：00～16：30 
場場    所所：Zoomによるオンライン開催 
参参  加加  者者：136名 
主主    催催：「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」運営委員会 
共共    催催：FD委員会及び教務委員会 
概概    要要： 
14：00～14：10 開会挨拶・趣旨説明 
14：10～14：40 【講演（1）】 
「熊本大学における 3つのポリシーに基づく教学マネジメントの姿  
～学士課程・大学院課程を通した体系的な質保証の仕組み～」 

熊本大学 大学教育統括管理運営機構 准教授 川越 明日香 
14：40～15：10 【講演（2）】 
「金沢大学 医薬保健学域 医学類における教学マネジメント  
～国際認証を通したアセスメントプランの整備～」 

金沢大学 医薬保健研究域 医学系 医学教育研究センター 准教授 太田 邦雄 
15：10～15：40 【講演（3）】 
「自律的学修者を育てるための教学マネジメント ～学修方略に働きかける教育力～」 

金沢工業大学 情報フロンティア学部 心理科学科 准教授 田中 孝治 
15：40～16：20 【ミニ・ワークショップ】 
「教学マネジメントのあるべき姿を考えよう！ ～自律的学修者を育てるために～」 

進行：金沢大学 教学マネジメントセンター副センター長・教授 林 透 
16：20～16：30 クロージング 
 
内内    容容： 
令和 4年 12月 22 日（木）14：00～16：30にて，教学マネジメントセミナー2022「教
学マネジメントのあるべき姿を考えよう！ ～自律的学修者を育てるために～」をオンライ
ン開催し，学内外の教職員・学生 136名が参加した。本セミナーは，本学が務める文部科学
省「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹事校の企画として，教学マネジメントに関す

る理解を深めることを目的に開催された。 
 冒頭，本学の森本章治理事（教育・高大院接続・大学院改革・情報担当）・副学長より開

会挨拶・趣旨説明があった。 
まず，熊本大学教育統括管理運営機構の川越明日香准教授より「熊本大学における 3 つ
のポリシーに基づく教学マネジメントの姿 ～学士課程・大学院課程を通した体系的な質保
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場場    所所：Zoomによるオンライン開催 
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概概    要要： 
14：00～14：10 開会挨拶・趣旨説明 
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「熊本大学における 3つのポリシーに基づく教学マネジメントの姿  
～学士課程・大学院課程を通した体系的な質保証の仕組み～」 

熊本大学 大学教育統括管理運営機構 准教授 川越 明日香 
14：40～15：10 【講演（2）】 
「金沢大学 医薬保健学域 医学類における教学マネジメント  
～国際認証を通したアセスメントプランの整備～」 
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内内    容容： 
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学マネジメントのあるべき姿を考えよう！ ～自律的学修者を育てるために～」をオンライ
ン開催し，学内外の教職員・学生 136名が参加した。本セミナーは，本学が務める文部科学
省「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹事校の企画として，教学マネジメントに関す

る理解を深めることを目的に開催された。 
 冒頭，本学の森本章治理事（教育・高大院接続・大学院改革・情報担当）・副学長より開

会挨拶・趣旨説明があった。 
まず，熊本大学教育統括管理運営機構の川越明日香准教授より「熊本大学における 3 つ
のポリシーに基づく教学マネジメントの姿 ～学士課程・大学院課程を通した体系的な質保
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証の仕組み～」と題して基調講演があった。「教学マネジメント指針」と「大学機関別認証

評価」をもとに関係者による密接な検討を通して課題を洗い出し，学士課程・大学院課程を

通した 3 つのポリシーやカリキュラムツリー・カリキュラムマップの体系的整理の取組に
ついて具体的な説明があった後，学修成果可視化システム（ASO）の紹介があった。 
次に，医薬保健研究域医学系 医学教育研究センターの太田邦雄准教授より「金沢大学医
薬保健学域医学類における教学マネジメント ～国際認証を通したアセスメントプランの
整備～」と題して基調講演があった。日本医学教育評価機構（JACME）の医学教育分野別
評価を受審するに際して整備した教育プログラム評価，学修成果アセスメントについて具

体的データを用いながら詳細な説明があった。各種アンケート結果等を踏まえたカリキュ

ラムの改善事例の紹介もあった。 
さらに，金沢工業大学情報フロンティア学心理科学科の田中孝治准教授より「自律的学修

者を育てるための教学マネジメント ～学修方略に働きかける教育力～」と題して基調講演
があった。教員の教え方の質向上とともに，学修者の学び方の質向上が必要不可欠であり，

双方が車の両輪となって育み合う学修環境としてのラーニングコミュニティ（学修共同体）

の重要性を説明された。その上で，「学修方略＝学びに向かう力」の育成に関する各種アプ

ローチについて紹介があった。 
 後半の質疑応答・意見交換では，教学マネジメントセンターの林透教授によるファシリテ

ートのもと，3名の講師による基調講演に関する質疑応答のほか，参加申込時に寄せられた
事前アンケート回答結果に沿って，自律的学修者を育てるために，教学マネジメントとして

あるべき姿を考えるミニ・ワークショップを展開した。「学内における教学マネジメントに

対する理解度の低さや全学への浸透の難しさの打開」「アセスメントプランの具体的運用の

仕方」「学校教育段階から自律的学修の態度を修得する必要性」などについて意見交換がな

され，自律的学修者を育てるためには教員同士の共通理解や熱意の共有こそが大事である

という総括を行った。教学マネジメントの原点について理解を深める貴重な機会となった。 

 
図表Ⅶ-8 質疑応答・意見交換の様子 
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理運営機構 川越明日香准教授）に関する満足度を以下の 5 段階評価（1：非常に不満～
5：大変満足）でお聞かせください。 

 

 
3. 基調講演（2）「金沢大学医薬保健学域医学類における教学マネジメント ～国際認証を
通したアセスメントプランの整備～」（講師：金沢大学医薬保健研究域医学系 医学教育
研究センター 太田邦雄准教授）に関する満足度を以下の 5 段階評価（1：非常に不満～
5：大変満足）でお聞かせください。 
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5. 基調講演（3）「自律的学修者を育てるための教学マネジメント ～学修方略に働きかけ
る教育力～」（講師：金沢工業大学情報フロンティア学部心理科学科 田中孝治准教授）
に関する満足度を以下の 5 段階評価（1：非常に不満～5：大変満足）でお聞かせくださ
い。 

 

 
7. 今回のセミナーは有意義だったかをお聞かせください。 

  

図表Ⅶ-9 教学マネジメントセミナー2022参加者アンケート結果  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

66.. 令令和和 44年年度度「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」採採択択校校合合同同シシンンポポジジウウムム  
「「知知識識集集約約型型社社会会ににおおけけるる新新ししいい大大学学教教育育のの姿姿～～文文理理融融合合とといいうう横横糸糸とと高高大大院院接接続続とと

いいうう縦縦糸糸でで織織りりななすす人人材材育育成成～～」」【【「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」幹幹事事
校校企企画画】】  

 
日日      時時：令和 5年 3月 14日（火）13：00～15：00 
場場    所所：対面，Zoomによるハイブリッド開催 
参参  加加  者者：127名 
主主    催催：金沢大学（幹事校），新潟大学，信州大学，大正大学，東京都市大学， 

麻布大学，千葉大学，早稲田大学，名古屋商科大学 
概概    要要： 
13：00～13：05 「知識集約型社会を支える人材育成事業」幹事校挨拶 
13：05～13：15 文部科学省来賓挨拶 
13：15～14：00 基調講演（1）「文理横断・文理融合教育の行方  

～中教審大学分科会大学振興課部会の議論を踏まえて～」 
大阪大学スチューデント・ライフサイクルサポートセンター長・特任助教 川嶋 太津夫 

14：00～14：30 基調講演（2）「知識集約型社会に求められる人材育成とは 
～文理融合・高大院接続の観点から～」 

千葉大学 教育学部 アジア・アセアン教育研究センター長・教授 野村 純 
（DP事業プログラムオフィサー） 

14：30～14：50 質疑応答・意見交換 
14：50～15：00 クロージング・閉会挨拶 
 
内内    容容： 
 令和 5年 3月 14日（火）13：00～15：00にて，令和 4年度「知識集約型社会を支える
人材育成事業（DP）」採択校合同シンポジウム「知識集約型社会における新しい大学教育の
姿～文理融合という横糸と高大院接続という縦糸で織りなす人材育成～」を開催した。金沢

市内の KKR ホテル金沢を会場に対面参加とオンライン参加によるハイブリット開催で行
い，127名の教職員・学生等の参加があった。 
 冒頭，本事業の幹事校である金沢大学から森本 章治 理事（教育・高大院接続・大学院

改革・情報担当）・副学長から開会の挨拶があった後，早川 慶 文部科学省高等教育局大

学教育・入試課課長補佐より来賓挨拶があった。 
 まず，川嶋 太津夫 大阪大学スチューデント・ライフサイクルサポートセンター長・特

任教授より，「文理横断・文理融合教育の行方～中央教育審議会大学分科会大学振興部会の

議論を踏まえて～」と題して基調講演があった。高等教育政策決定のエコシステムの変化を

背景に，中央教育審議会大学分科会大学振興部会に託された論点の紹介があるとともに，同
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部会での文理横断・文理融合教育の意義について説明があった。最後に，あるべき「学士課

程教育」として，広い視野を培う学修を基礎に深い専門性を修得する逆π型人材の育成が必

要であるとともに，多様な知を持ち寄りながら他者と協働する重要性に関し言及があった。 
 次に，野村 純 千葉大学教育学部 アジア・アセアン教育研究センター長・教授（DP事
業プログラムオフィサー）より，「知識集約型社会に求められる人材育成とは～文理融合・

高大院接続の観点から～」と題して基調講演があった。千葉大学における「先進科学センタ

ーの飛び入学の取組」を通した高大院接続を見据えた教育，「アセアン諸国と連携したツイ

ンクルプログラムの取組」を通した理系学生と文系学生が協働した科学教育教材開発と教

育体験，さらには，高校生を対象とした未来価値の創出力育成を目的とした「ASCENTプ
ログラム」の紹介があった。高校教育の段階から大学のリソースを活かした先進科学教育を

提供しつつ，学修者の才能を引き出し，多様な知の融合や新しい価値を創造する力を養う教

育プログラムの要点を多数紹介いただいた。 
 後半では，林 透 金沢大学教学マネジメントセンター副センター長・教授の進行のもと，

参加者を交えた質疑応答・意見交換が行われた。文系学生と理系学生が協働して学ぶことの

難しさがあるが，異分野の学生同士が一つの課題に取り組み，乗り越えていく経験によって，

相互の価値観を理解し合い，協働できる力を身に付けることができるとのコメントがあっ

た。また，文理横断・文理融合教育を着実に進めていくには，大学自体が柔軟性を持つこと

が大事であるとの指摘があった。高等教育政策動向と教育現場での実践事例を一緒に考え

ることで，今後の人材育成の本質を見つめる貴重な機会となった。 
 最後に，片岡 邦重 金沢大学学長補佐（教育改革・学修支援担当）・教学マネジメント

センター長より閉会の挨拶があった。 

図表Ⅶ-10 令和 4年度 DP事業採択校合同シンポジウムの様子 

77.. 令令和和 44年年度度第第 33回回「「知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（DDPP））」」採採択択校校連連絡絡会会  
 

日日      時時：令和 5年 3月 14日（火）15：30～17：00 
場場    所所：対面，Zoomによるハイブリッド開催 
対対    象象：各大学の事業担当教職員 
参参  加加  者者：48名 
概概    要要： 
15：30～15：40 趣旨説明，参加者紹介等 
15：40～16：15 共通テーマチーム代表校から当該テーマでの議論・検討の進捗，および 
         令和 5年度以降に向けた議論・検討の方向性の説明（各 8分程度） 
16：15～17：00 シンポジウム講師からのコメントや助言 
         全体での質疑応答や意見交換 
 
内内    容容： 
令和 5年 3月 14日（火）15：30～17：00にて，令和 4年度「知識集約型社会を支える

人材育成事業（DP）」採択校合同シンポジウムに引き続く形で，KKRホテル金沢を会場に，
DP事業採択校関係者による令和 4年度第 3回採択校連絡会を開催した。対面参加者が大半
でしたが，オンライン参加者を含めてハイブリット開催で行い，48名が集まった。 
今回の採択校連絡会では，採択校合同シンポジウムで講師を務められた大阪大学 川嶋 

太津夫 氏と千葉大学 野村 純 氏にも同席いただいた。 
 冒頭，幹事校である金沢大学から趣旨説明及び参加者紹介を行った後，採択校 9 大学が
以下の 4 つの共通テーマに分かれて取り組んでいる検討内容や今後の方向性について，各
チーム代表大学から説明があった。 
（１）知識集約型社会を支える人材育成の価値創出及び持続性のあり方を情報交換・検討

【Ecosystem】 
    ➨金沢大学（チーム代表），信州大学，東京都市大学，麻布大学，千葉大学 
（２）文理融合教育における課題テーマやイシュー設定のあり方を情報交換・検討【Setup】 
    ➨千葉大学（チーム代表），名古屋商科大学，新潟大学，金沢大学 
（３）多様な学びを支援する方法及びシステムのあり方を情報交換・検討（アカデミック・ 
   アドバイジング，ピア・サポート，チューターなど）【Process】 
    ➨新潟大学（チーム代表），大正大学，早稲田大学，金沢大学 
（４）多様な学びの成果の測定及び社会通用性のあり方を情報交換・検討【Outcomes】 
    ➨早稲田大学（チーム代表），東京都市大学，麻布大学，金沢大学 
 
 その後，林 透 金沢大学教学マネジメントセンター副センター長・教授の進行のもと，

共通テーマチームごとのグループで意見交換を行いつつ，川嶋氏と野村氏からコメントを
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いただいた。川嶋氏からは，3つのメニューと 4つの共通テーマのマトリックスで捉えるこ
とが出来て良い取り組みだと思うが，共通テーマでの取組が各大学での事業取組にどのよ

うに活かされるのかが気になったとのコメントがあった。また，野村氏からは，学修者にと

って自分自身が学ぶ専門分野や修得した知識・スキルを説明できたり，実践できたりするこ

とが最終的に大事になると思うが，その点について，どのように捉えているのか，というコ

メントがあった。これらのコメントを受けて，全体での意見交換のほか，同席していた金沢

大学の KU-STEAM 学生スタッフからの発言も交えながら，来年度以降に向けた更なる検

討を進めていくことを確認し，本連絡会を終了した。 
 採択校関係者が対面にて一堂に会する初めての機会となり，各種情報交換が活発に行わ

れた。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表Ⅶ-11 令和 4年度第 3回採択校連絡会の様子 
 
 

活活  動動  日日  誌誌  

 
 （令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日） 

年年月月日日  活活動動内内容容  

令和４年 4月 19日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミナ
ー&ガイダンス 

令和４年 4月 21日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 4月 28日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 5月 10日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 5月 12日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 5月 17日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 5月 19日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ
ナー&ガイダンス 

令和４年 5月 24日 第 1回プログラム企画実行委員会 
令和４年 6月 15日 ガクセイ社会科見学（株式会社箔一（金沢市）） 
令和４年 6月 22日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー&ガイダンス 
令和４年 6月 24日 第 1回プログラム運営委員会（書面附議） 
令和４年 7月 6日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー 
令和４年 7月 13日 
 

先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミナ
ー 

令和４年 7月 20日 第 2回プログラム企画実行委員会（書面附議） 
令和４年 7月 20日 ピア・サポート入門ミニセミナー「ピア・サポートを始めるために

知っておくこととは」 
令和 4年 7月 21日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー 
令和 4年 8月 5日 令和 4年度第 1回「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」

採択校連絡会 
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令和 4年 8月 8日 令和４年度第 2回全学 FD研修会「ピア・サポートを活用した学修
者本位の教育の実現」【幹事校企画】 

令和 4年 10月 6日 第 3回プログラム企画実行委員会 
令和 4年 11月 2日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー 
令和 4年 11月 4日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー 
令和 4年 11月 7日 「共通テーマ 2」第 1回会議 
令和 4年 11月 8日 「共通テーマ 3」第 1回会議 
令和 4年 11月 9日 先導 STEAM人材育成プログラム（KU-STEAM）ランチョンセミ

ナー 
令和 4年 11月 11日 ガクセイ社会科見学（株式会社森八（金沢市）） 
令和 4年 11月 15日 「共通テーマ 4」第 1回会議 
令和 4年 11月 17日 高大接続ラウンドテーブル特別企画「探究・STEAMフェスタ 2022 

～高校生の探究心に火を灯す～」 
令和 4年 12月 11日 探究・STEAMフェスタ 2022 ～高校生の探究心に火を灯す～ 
令和 4年 12月 12日 「共通テーマ 1」第 1回会議 
令和 4年 12月 15日 令和 4年度第 2回「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」

採択校連絡会 
令和 4年 12月 22日 教学マネジメントセミナー2022「教学マネジメントのあるべき姿を

考えよう！ ～自律的学修者を育てるために～」【幹事校企画】 
令和 4年 12月 26日 第 4回プログラム企画実行委員会 
令和 5年 2月 13日 「共通テーマ 2」第 2回会議 
令和 5年 2月 14日 「共通テーマ 4」第 2回会議 
令和 5年 2月 15日 「共通テーマ 3」第 2回会議 
令和 5年 3月 8日 「共通テーマ 1」第 2回会議 
令和 5年 3月 10日 第 5回プログラム企画実行委員会 
令和 5年 3月 14日 令和 4年度「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」採択校

合同シンポジウム【幹事校企画】 
令和 5年 3月 14日 令和 4年度第 3回「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」

採択校連絡会 
令和 5年 3月 17日 第 2回プログラム運営委員会 
令和 5年 3月 28日 令和 4年度外部評価委員会 

 

編編集集後後記記  

 
 令和 4年度は，文部科学省・知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）（メニューⅠ：
文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム）にとって，事業 3 年目の中間評価の年度に 

当たり，これまで取り組んできた事業取組の真価が問われました。 
融合学域では，先導学類に加え，観光デザイン学類の 1期生が入学し，新たな社会課題に
向き合いながら，文系・理系にとらわれない文理融合教育のカリキュラムを通した学生の自

律的な学びが展開しています。全学域学生を対象とした「先導 STEAM 人材育成プログラ

ム（KU-STEAM）」では，新入生全員へのガイダンスを皮切りに，導入・発展・成果のコア
科目の開発が完了し，学域学類・学年を超えて多くの学生が学び合うラーニング・コミュニ

ティの形成が進んでいます。「学びの幅」と「学びの深さ」を支えるアカデミック・アドバ

イジングとピア・サポートを融合した学修支援モデルの実践も着実に広がりを見せていま

す。また，正課授業だけではなく，ヒドゥン・カリキュラムに当たる正課外活動「ガクセイ

社会科見学」を新たに企画し，初年次学生を中心に地元の企業現場等に触れ合う機会づくり

を進めています。 
 文理融合教育・STEAM教育による人材育成には，ステークホルダーと協働したエコシス
テムの構築が必須であり，令和 4年度には，エコシステムの“川上”に当たる高大連携を目
的とした「探究・STEAM フェスタ」を開催し，好評を博しました。令和 5 年度には，    

“川下”に当たる企業・自治体等との対話の場づくりを通して，人材育成の協働化と価値共

有を目指していきたいと思います。 
 本事業もいよいよ後半の時期に突入します。これまでの歩みを止めることなく，社会との

共創を通した人材育成に邁進してまいりますので，今後とも各方面からのご指導ご鞭撻の

ほど，よろしくお願いいたします。 
 
       金沢大学 教学マネジメントセンター副センター長・教授  林   透 

 

 
 教学マネジメントセンターのセンター長メッセージに記載している”学生が自ら育む環

境の構築”のもと，学生とともに学修環境を整えることに取り組んできました。KU-STEAM
学生スタッフだけでも，4 学域，1 年生から大学院生まで 20 名以上が在籍し，授業サポー
ト，チラシ・映像制作，自主勉強会など，さまざまな場で活躍しています。とりわけ，県内

外高校からの要請で，総合的な探究の時間に，本学の KU-DP事業（KU-STEAM教育）の
紹介や学生が活動発表する機会が増えました。これも大学にとどまらない文理融合・分野横

断の流れが加速していることの現れだと実感しています。 
これからも分野や立場を超えたステークホルダーの皆さまとともに，本事業に取り組み

ます。どうぞ引き続きご意見・ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 
 

金沢大学 教学マネジメントセンター特任助教  山下 貴弘 
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